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第二七回那覇市議會（臨時會）

亊務顛末

招集

開催年月日　自　一九五三．五．二〇　至　一九五三　五．二一

會期　四日以内




一、本會議第一日目　一九五三．五．二〇　自　午前　時　分　至　午後　時　分

本日の會議亊件並びにその顛末左の通り

[image: 画像]

二、本會議第二日目　一九五三．五．二一．　自　午前　時　分　至　午後　時　分

本日の會議事件並びにその顛末左の通り
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三．亊務處理顛末




１、市町村自治法第十三条第一項の規定に依る議決條例その他送付

一九五三．五．二二．　那議發第十六號にて市長宛




２、行政主席から諮問第三號の處理

一九五三．五．二二　答申第二號をもつて行政主席宛進達




３、樋川通り開南大通りの道路舗装方に関する陳情書の處理

陳情書　起案　一九五三．五．二二．　決裁　五．二五

陳情書進達及び折衝　一九五三．五．二八

折衝員　正副議長、正副建設委員長

紹介議員　　喜久山朝重

一九五三．六．三〇．付官總第三〇一号を以て行政主席より回答

４、會議概况の「市民の友」登載

一九五三．五．二七　起案　同日　決裁　登載




５、市町村自治法第六十三条第三項の規定による會議結果報告










那議第二十一號

一九五三年十一月十九日




那覇市議会議長

真栄田世勲

琉球政府行政首席　那覇市長　宛




議会の結果報告について




一九五三年五月二十日　二十一日　の那覇市議会（臨時会）の結果は別紙の通りであります。

右市町村自治法第六十三條第三項の規定に基き報告致します。





第二十七回那覇市議會　（臨時會）會議録
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第二七回那覇市議會（臨時會）會議録

一九五三年五月二十日　本會議

午前十時十五分開會

○市長（又吉康和君）

今臨時議會を召集致しましたところ皆さん御出席下さいましたことを有難く存じます。

実は、朗報を皆さんにお知らせしてよって来る事件をお諮りしようと思っている矢先幸いに致しまして大城議員外十一名の方から市役所移転問題それから一九五三年度、土地税の二重課税につきまして、牧志道路拡張工事執行のための立退すべき三十八世帯の泊埋立地買収陳情に関する件等につきまして早急に臨時議會を開いて呉れというような要求がありましたので当局と致しましては、牧志街道拡張工事のための立退者と円滿な解決を図るために色々交渉する必要がありましたので今日まで延引したことを御諒承お願いしたいのであります。さて本日提出致しました案件は那覇市役所の位置を変更する条例制定につきましてその外五件あります。そのうち市当局より提案したもの三件でありましてこれを簡單に申上げますと現在各小學校、中学校ともに校舎が不足しているために二部教授をやっております。殊に壺屋校におきましては、三部教授をやっているような状態でありまして、皆さんの御厚意によりまして起債により相当数の永久校舍が新築されつつありますので緩和することは、見通しがつきましたが、まだ校舍難に啼いでいる現状であります。幸いにしまして琉球政府の新庁舍が出来上りましたので、上山、天妃両校が明渡された次第であります。そこで教育委員會の希望に基きまして、新設中学校としまして、天妃校は小学校としますれば児童の通学に危險が多分にあります　これを市役所が一時本庁舍が出来るまで使用致しまして、現庁舍は、壺屋校に使用させますれば危險を防止するのと、それから校舍の不足を一挙に解決しまして、一挙両得と喜んでいる次第であります。今一つは、現庁舍は非常に狹隘でありまして、二十七名にも議員がふえましたので會議室が御承知の通り社會部を利用している次第でありまして、不便な状態であります　天妃校には議場がありますからこれなんかも解決し受付事務を若干現在の市庁舍に残しまして、市役所を天妃校に一時移轉したいとこう考えている次第であります。又牧志街道の拡張工事に伴いまして、立退者のために市有地を賣却する案と都市計画の遂行上同街道は早期に完成する必要があります　就きましては、土地収用法による強権の発動は望ましくありませんので相互の理解と善意による本工事を完成したいと念願している次第であります。美栄橋地区の立退者のため市有地の賃貸を区画整理による犠牲者を少くする意味合からも提案したのであります。以上をもちまして今期臨時議會に提案してありますのでどうか皆さんの御審議の上御賛同をお願いしたいのであります

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

本日を以って第二十七回那覇市議會を開會致します　出席全員缺席なしであります

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

諸般の報告を致します。牧志街道拡巾工事施行に伴う立退者代表那覇市十区十組佐々木敏夫氏外五名から移転先、泊埋立地市有地の買収に関して議長宛に陳情書が參っておりましたので議長は、これを議會會議規則第五十九条の規定によりまして建設委員會にその審査を付託いたしましたから報告致します　本件に関しては、後刻議題と致しまして建設委員長からその審査の経過並に結果ついて報告を聽取することに致します。

次に樋川通り、開南大通りの改修方に関しまして同會の會長玉城廣輝及び宮城無々氏から十六番議員（喜久山朝重君）を介しまして議長宛に陳情書が參っておりましたので議長は前同様建設委員會にその審査を付託致しましたから報告致しておきます　尚本件に関しても後刻議題と致しまして、委員會の報告を聽取致します

次に十六番、十九番、二十番議員から議案提出について議長宛に文書が參っておりますから、書記をして朗讀せしめます

（書記「新垣政二君」朗讀）

――― ― ―――

　　　一九五三年五月十二日

　　　　　　　　　　十六番議員　喜久山朝重

　　　　　　　　　　十九番議員　糸数昌秀

　　　　　　　　　　二十番議員　島袋嘉順

那覇市議會議長

　　真栄田世勲殿

　　　議案提出について

左記事件に関し議會の議決を得たいので次期議會に提案方事務手續相成りたく會議規則第十五條の規定により別紙の通り議案を提出致します

　　　　　　記

　　１、那覇市議會會議規則の一部を改正する規則制定について

　　２、一九五三年度土地税の二重課税に関し一九四九年九月二十七日、施行の沖縄民政府告示第十二号の二の法的根據並びに法的効力に対する疑義について

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

市長から今期議會に提出する議案の送付についての公文が參つておりますから書記をして朗讀報告致させます

（書記「新垣政二君」朗讀）

――― ― ―――

　那発第五八〇號

　　　一九五三年五月十九日

　　　　　　　　　那覇市長　又吉康和

那覇市議會議長

　　　真栄田世勲殿

　　　　議案送付について

本月二十日の臨時議會に提出する左記議案別綴送付致します

　　　　記

　議案第二二号　那覇市役所の位置を変更する條例制定について

　議案第二四号　牧志街道拡巾工事に伴う立退者の受入に要する市有地の賣却処分について

　議案第二五号　美栄橋地区区画整理に伴う立退者の受入に要する市有地の賃貸隨意契約をなすについて

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

次に上山校校舍移讓に関する件について市長から議長宛に報告が參っておりますから書記をして朗續報告致させます。

（書記「新垣政二君」朗讀）

――― ― ―――

　那発第五八三号

　　一九五三年五月二十日

　　　　　　　　　那覇市長　又吉康和

那覇市議會議長

　　真栄田世勲殿

　　　上山校校舎移讓に関する件報告

別紙書翰及び讓渡証書に一九五三年五月十五日附那覇市に対し上山校校舎が移讓されましたので報告致します










　　主題　琉球列島民政府庁舍の讓渡証書

　　宛　那覇市長

一、一九五三年五月十五日（引渡し）事務の終了を以て現在まで琉球列島米国民政府に占有され使用されていた　上山学校校舍及び同構内の土地は、今やその目的の為に必要ではなくなり修築物、洗面所手洗所及びそれぞれの備付物を既存のまま残置して（電話、暖房裝置を除く）該建物及び同構内の土地を那覇市に引渡しする

二、一〇二及び一〇四と番号を打った部屋は、一九五三年七月下旬まで民政府情情報教育部が使用し番号一一一の部屋は同じく一九五三年七月下旬まで工務部の気象台によって使用継續される事を諒して貰いたい

三　那覇市の執行に必要な讓渡証書様式は該建物及び同構内の土地に関連して那覇市と米国間の責務関係から相互に解するに有効であり適当であると思料される

　　　　　　　　　　　副長官に代り

　　　　　　　　　　　　　ダブリユー・イ・レヤードジユニア

　　　　　　　　　　　　　　　砲兵中佐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　行政課長










　　　　讓渡證書

現在まで合衆国は琉球列島米国民政府のため琉球列島沖縄那覇市にある確実な不動産を使用し占有し来ったのであります

因みに該不動産に関し詳述すれば左の通り

那覇市天妃町二丁目所在地蕃六二、六二の一、六三及び五七の一の土地二、五六四坪二四及び該地上施設

右記述の不動産は、市町村自治体としての琉球列島那覇市の所有に係るが、前述の土地、建物の占據期間中、合衆国は、その占有の際の地上施設に附属建物及びその他修築及び亦は改築を施し、これにより実質的には、該不動産の価値を増嵩したわけであるが　前述の土地、建物及び該附属施設の使用は最早合衆国にとって必要でなくなり、該不動産の占有権は一九五三年五月十五日に上記名の所有者に返還されたので因って本書を以て左の通りなることを證する。

那覇市及び該戝産継承者は、合衆国政府により前述の土地建物に施された附属施設の讓渡に鑑み、合衆国、その諸係官代理人及び被雇傭者を本証明書を以て合衆国、その諸係官代理人及被雇傭者に対する占據期間中に於いて合衆国が前述戝産を占據していた事実から、特に発生する事件、素因亦は物件を理由として過去、現在亦は將来惹起される全ての様式の訴訟行為、債務、要求から永久に解除する

これを認證するに那覇市は一九五三年五月本十五日本讓渡証書に記名捺印する。

　　　　　　　　那覇市長　　又吉康和

　　　　　　　　英字署名　　公印捺印

　　　　　　証人　　沖縄工区不動産課長

　　　　　　　　　　ジヨン・　ダブリユー・レイン

　　　　　　証人　琉球列島米民政府副民政官

　　　　　　　　　　大佐　ケネース・ダブリユーフオスター

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

市議會々議規則第十二条の規定により本日の議事日程を報告致します

　　　　　議事日程第三号

　　　　　　　　　　一九五三年　五月二十日（水）

第一、今期議會の會期を定めること。

第二　今期議會の會議録署名人選挙

第三、那覇市役所の位置を変更する條例制定について

（市長提出議案第二二号）

第四、那覇市議會會議規則の一部を改正する規則制定について

（十六番　十九番　二十番　議員提出議案第二三号）

第五、牧志街道拡幅工事に伴う立退者の受入に要する市有地の賣却処分について

（市長提出議案第二十四号）

第六、美栄橋地区区画整理に伴う立退者の受入に要する市有地の賃貸隨意契約をなすについて

（市長提出議案第二五号）

第七、一九五三年度土地税の二重課税に関し一九四九年九月二十七日施行の沖縄民政府告示第十二号の二の法的根據並びに法的効力に対する疑義について

（十六番　十九番　二十番　議員提出議案第一号）

第八、公有水面埋立申請について

（行政主席諮問第三号　建設委員長報告）

第九、牧志街道拡幅工事に伴う立退代表者からの陳情書について

（佐々木敏夫外五名からの陳情　建設委員長報告）

第十、樋川通り開南大通りの道路補修方に関する陳情書について

（玉城宏輝外一名から陳情　建設委員長報告）

以上であります










本日の會議に付した事件

日程第一、今期議會の會期を定める

日程第二、今期議會の會議署名人選挙

日程第三、那覇市役所の位置を変更する条例制定について

（市長提出議案第二二号）

日程第四、那覇市議會會議規則の一部を改正する規則制定について

（十六番　十九番　二十番　議員提出議案第二三号）

日程第五、牧志街道拡幅工事に伴う立退者の受入に要する市有地の賣却處分について

（市長提出議案第二四号）

日程第九、牧志街道拡幅工事に伴う立退代表者からの陳情書について

（佐々木敏夫外五名からの陳情　建設委員長報告）

日程第六、美栄橋地区区画整理に伴う立退者の受入に要する市有地の賃貸隨意契約をなすについて

（市長提出議案第二五号）

――― ― ―――










○議長（真栄田世勲君）

議會の會議に出席する者の要求を致します　市町村自治法第六十一条の規定に基きまして議長は、市長、助役、収入役、企画、総務、社會、建設各部長、部長に事故があったら代理課長、税務、都計、各課長の出席を求めます。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

開議に先立ち総務部長と社會事業課長の紹介をさせて戴きたいと思います

（助役より紹介あり）

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

只今から本日の会議を開きます。

○議長（真栄田世勲君）

日程第一の今期議會の會期を定めることを議題と致します。お諮り致します会期は何日に致しますか

○浦崎唯治君

今度の臨時議會は相当重要なる議案がありますのでこれを二日以内に會期を決めたいと思います

○大湾喜三郎君

今度の日程を見ますと七番議員（浦崎唯治君）がおつしやる通り大変重要な問題を多分に含んでおりますので會期を四日間私は主張してお願いしたいと思います。

○議長（真栄田世勲君）

二十三番（大湾喜三郎君）と七番議員（浦崎唯治君）の二つの意見が出ておりますが

○渡口政行君

愼重審議を重ねて行ったら二日で出来るのじやないかと思います。

○上原仁慶君

二日間と四日間の二つの意見でありますが出来るだけ愼重審議するためには四日間でもよろしうございますが　その間に於て二日間で切上げられるのだったら二日で切上げて出来れば一日でも片づけ得るだらうと思います　よって私は四日間ということを主張するものであります

○議長（真栄田世勲君）

會期は四日間以内として議事が終了すれば一日でも閉會することに致してよろしうございますか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます　依って今期議會の會期は四日間以内に可決致します

○議長（真栄田世勲君）

日程の第二今期議會の會議録署名人についてでありますが、これは恒例によりまして議長指名で御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議がないと認めます　依って議長は、十四番議員（金城兼市）二十六番議員（渡口政行）を指名致します　御二人にお願いするに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者多数）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます　よって左様に決しました。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

次に日程第三、那覇市役所の位置を変更する条例制定について市長提出議案第二二号を議題と致し当局の説明を求めます

――― ― ―――










議案第二二號

那覇市役所の位置を変更する條例制定について

現庁舍狭隘の打開及び学校校舍不足の緩和策並びに旧市内への移動促進の為、役所位置を変更する條例を別紙案の通り制定致したい。

右議決を求めます。

一九五三年五月二十日　提出

那覇市長

又吉康和

那覇市議会議長

真栄田世勲殿










那覇市役所位置の変更條例（案）

那覇市役所の位置を那覇市牧志町二丁目より那覇市天妃町二丁目に変更する。

附　則

この條例は公布の日から施行する










○企画部長（翁長助静君）

那覇市役所の位置を変更する条例につきましては　先程市長から色々その理由についてお話がございましたので重複を避けたいと思います　現状を申上げますれば市役所が旧天妃校に移転することによって壺屋小学校の児童教育が非常に緩和されて来る今まで窮屈な壺屋校の三部授業といったようなものが解消されて　相変らず不便ではありますけれども隨分とよくなって来る　十教室も殖えることになる　又議會が四日五日に亘った場合に現社會部の色々の事務が澁滞を来す訳であります　特に予算議會とかいった場合には相当愼重審議をするといった場合に一週間も十日も掛かった場合には社會部の事務が円滿に行われないこういったような事柄などが緩和されますので我々と致しましては色々と研究の結果若干不利不便は伴います　けれどもけれどもそれよりもより大きな効果があるのじやないか、こういう風に考えまして市町村自治法第四条の市町村役所の位置の変更に関する規定に基きましてその関係条例案を提出致したのであります　皆さんにお諮りいたしましてそして御同意を得られますならば細々と計画を樹てまして市民の皆様の御便宜もお図りしながら更に行政事務のより円滑化のために努力致したいと思う次第であります　宜しく御審議をお願い致します。

○金城棟義君

只今市長、部長さんからも御説明がありました通り現在壺屋校の二部授業の解消並びに旧市内への移動促進それから市庁舍の緩和という三つの大きい目的で向うに移轉することに全面的に賛成する訳であります　ところが向うに移動しまする場合に非常に問題になるのが五つあります。それを只今から質問致します。一番目に向うのあの一号路線を横切った人は誰でも感ずる通りあれをあのまま横切ることは非常に危險を伴う訳であります。これについて地下道乃至はストップ標識を軍に交渉したことがあるかどうか　又地下道を作る計画をもっているかどうか更に牧港からの配電のために相当鉄塔が立っています　これは都市計画上からいっても何処の都市でも都市の真中に立っているものはありません　あれは高圧線のために相当危險を伴う問題であります　一体沖縄のように暴風雨の多いところにああいうようなものを市内にもつて来た場合には浸水する場合には高圧が流れる。市民は瞬く間に死ぬという現象が近い將来に必ず来ます　このことに関して軍に交渉して地下ケーブルをやるとかいうような対策を考へたことがあるかどうか　これが第二の質問であります　それから先程企画部長はこれから皆さんの同意を得たならば案を作るということであるが既に計画して勉強したということと矛盾するのですが　私の考えます場合にまず戸籍、社會事業の救済事務、都市計画方面では家屋の受付、水道の申込とか色々具体的に挙げられる訳なんですがこれについてその具体的な説明を要求します。それから市役所は一体移った場合にはさらに永久的な新庁舍を造らなければならんということは必定であります

そうした場合にこの市役所の位置これを現在どういうところに計画をもっているか　それを知りたい。もう一つ現庁舍が移轉するとこの土地は地主に返すのか、將来とも壺屋校に使用させるかどうか以上五つの質問をします

○市長（又吉康和君）

お答えしますあの一号路線は非常に一般市民殊に児童には危險でありまして一般市民にまだそういう案が立たない前に私軍の方に地下道を作って呉れと交渉したことがありますがビートラーさん時代であります　その時に主任のエンヂニアを呼びまして交渉しましたが研究の結果、これは技術上不可能である沖縄では水が湧くそうであります。不可能であるというのでそのまま引下りましたが　今度学校が移ったりするので都市計画の一案としましてあっちにブリッヂをつけようとこれからもう少ししたらお願いしようと思っております　暫らくは学校児童、職員に注意をお願いしそれから警察にお願いしポイントマンをそこに立てて貰って安全を期したいと思っている次第であります。二番目は何處の大都市でも電信電話線すべて中には鉄道まで地下に埋めるのが原則でありまして　これを石川博士招聘の時、当局で計画したことがありますがその経費の莫大なるに驚きまして、將来を期して当座は止むを得ないそれで配電会社及び軍の工務と協力して何とかこれは危險のないような処置を講じたいと思っております。三番目以下は部長をして答弁させたいと思います。

○企画部長（翁長助静君）

先づ新庁舍の計画につきましてお伝えしたいのでありますが　我々の方では第一次計画といったようなものを立てている訳であります一つは不利不便を除くために社会事業課特に生活的に弱い人達そういう人達のためにどうしても社會事業課はこちらで事務を執らなければならないそして救済関係の方々の不利不便を除きたい　それから衛生課は市民生活と常にタッチしておりまして天妃に移った場合の衛生行政というものが非常に不便を来すそれで衛生課をこちらに残すといった点　それから水道関係の窓口の仕事を若干残すようにしたい　こういう計画をもっている訳であります　そうすることによって

（「建築許可はどうするか」と呼ぶものあり）

それは本庁舍です。触れませんでしたのは全部天妃本庁舍に移転する訳であります　それから天妃校は向うに二十一の部屋がありますが　それに二つの小さな部屋がある訳であります　一番有利でありますのは三十坪の二教室がぶっ通しの部屋が一つ階下にある訳であります　それを會議室に使用すれば議會の場合でも青年會　婦人會関係その他の會合にその部屋を常に使用することが出来る　いくらか距離的に不便ではありますけれどもいい部屋が互の會合のために常に使用出来るということは大きな効果があるのじやないかと思っております　それから上山中学校が十教室不足であります　上山は三十六教室でありますが更にもう六教室足りないそれで元の群島政府のありました免許事務所なんかのある四教室を使ってもなお足らない　それで五教室―果して空くかどうか相当研究しなければならんと思いますが――上山中学校のためにあの天妃の校舍を使うということによって教育的にみれば壺屋校も上山校も市役所も便利になるという長所がある訳であります　不利不便の点は先申上げました衛生課、社會事業課、会計課の一部を残すことによって　それを排除して行きたいこういう風に考えております

○建設部長（幸喜克彰君）

新庁舍の敷地の問題についてお答えいたします。これはさきに石川博士がお見えになって所謂石川先生の構想によりまして政治センターを作った方が市民のために大きな福祉になる　それと官庁が一ヵ所に集まっていますと色々な用件がその地域で出来るだからそれには市役所も現在の琉球政府のある周辺にもって来た方がいいんじやないかというような御意見でございまして我々も出来得るならばその周辺に新庁舍をもつて行きたいという考をもっておりますが然し具体的にその位置にもって行くということはまだはっきりしておりません　たとえもって行くにしても地主の諒解を得て滿足なる途に解決をつけるということ丈けははっきりしております　それで以って私の答弁を終ります

○助役（嘉手納並水君）

現在の那覇市役所の敷地をどうするかという御質問でありますがこれは各学校が設備致しました曉には各個人に返還したいと考えております。それまでの間はそのまま学校に使用したい　こういう風に考えております

○金城棟義君

御説明を聽いて納得が行ったようでありますが一つだけ市長さんは技術上地下を堀るのはアメリカさんは不可能であるということを言われておりますが、私も素人で技術屋のいうことをどうのこうのという訳ではないのですが　ブリッヂをやる場合は却って軍は許さんと思うのです。軍は逃げていると思うが　都市計画課長さん技術上本当に地下から開けられんもんか、どうか関門トンネルも海底から開けているのですがどうですか

○都市計画課長（花城直政君）

これは困難なことは間違いないと思います　何故ならばあそこは元は海でありました　それで地下水が相当あります困難ということは結局相当の経費が掛る。やって出来ないことはないと思いますがそれには莫大な費用が掛かって直ぐやれるどうかということです

○金城棟義君

更に助役さんにお訊ね致します。これを地主に還したいということを言われておりますが日本でも現在その通りでありますが　公民舘運動というのが非常に叫ばれております　何処の都市に行っても中央公民舘がある訳であります。そうした場合に社會教育関係でございますが　或は各種クラブが利用するような中央公民舘というのが出来ている訳ですが　これは、こんなに立派に出来ているのだから中央公民舘に振り向けたらどうかと思うのですが

○助役（嘉手納並水君）

この問題につきましては公民舘は必要ということは痛感しております　然しながら現在のところは先ず校舍を潤沢にしてそしてゆっくりした　環境で教育をやって人材を輩出するという意味で当分の間学校に使用するその間に色々と計画を樹てまして公民舘の適当な場所でもあれば將来は又研究してやれないこともないと思うのであります

○糸数昌秀君

市役所の位置の問題について私は全然同感でありますが議案第二十二号について　私の意見を率直に申上げますならば　本案を一寸延ばして貰いたい四日間もあるんだからその根本の理由とするところは、本案の庁舍の移転の問題は学校の不足の緩和策　旧市内への移動の促進のためからのみ論ずるには余りに問題が重大すぎるからであります市庁舍の位置は七万市民の生活と直結する重要なる連がりをもっております　だから移転の計画があれば世論を聴かなければならないこれを審議する総合研究會や特別委員會の設置も必要と思うのであります。私は一年生で何にも分りませんがこのような重要な問題を提案するために市長は議事機関に參與するものに抜打的に提案されたそれ自体に対しても反省され　市長の大雅量を以って四日以内に延ばして貰いたいと思います

○大湾喜三郎君

市庁舍を天妃校の跡へ移しましてこちらを壺屋校の教室に充てるというのですが　壺屋校の教室はどの位出来ていますか　それから現在の壺屋校は幾らの教室が不足しているか、それをお伺いしたい　それから天妃に行くといいますと天妃を全部使うのであるか　その中現在の部屋の幾部屋を使うのであるか　それをお伺いしたいと思います

○助役（嘉手納並水君）

壺屋校が使うとします時には約十教室になる訳であります　それから天妃の学校の使う程度でありますが　これは行ってはっきり市役所をはめて見なければ分りませんそれで出来る限りは学校の便宜を図りたいとこう考えております

○学務課長（伊良波長生君）

壺屋校の教室の不足についてお答え申上げます　壺屋校は現在四十六学級でありますそれが必要な教室数でありまして　教室の現状は、本建築六教室新しく十四教室造っておりますが　それがまだ完成しません工事中であります　それからコンセットが九教室　テント四教室　合計しまして十九教室であります　四十六の教室に対して十九教室であります　從って不足の教室数は二十七教室でありましてその中にもテントの四教室は雨が降った時は漏る甚だ不完全なものであります　そのテント教室を計算に入れないならば三十一教室の不足になっております

それで壺屋校は現在三部授業をしております　その三部授業の状能は一年と六年が九時から十一時半まで二年から五年が十一時四十分から二時十分まで三年と四年が二時二十分から四時五十分までとそれぞれ二時間半の授業　こういう三部授業を行っております

○宜保為楷君

最前助役は新庁舍の移転後壺屋校を入れられるという点、それから土地は地主に返還されると言われましたけれどもこれは軍の特別布告第四号割当土地条例が出ておりますけれどもその時に地主に返して学校の児童はそれまでの腰掛に置く積りでありますか

○助役（嘉手納並水君）

これは来年二月に切れると致しましても地主と一應　話合いましてそして後、校舍の出来るまでは入れて貰うというようなことを交渉する積りであります

○嘉数盛一君

今土地の問題が出ておりますが　現在市役所が使用している土地は　六名の地主に跨っておりますが　現在までの使用料を市役所は支拂っていないようであります。地主が非常に迷惑しているということを聞いておりますが市は二ヶ年間も何故使用料を拂っておりませんか　そこをお伺い致します。

○助役（嘉手納並水君）

土地の使用料につきましては予算に計上してあります。只現在のところ色々と収入面で相當悩んでおりますが　この金が入り次第お拂いする予定になっております。

○嘉数盛一君

二ヶ年間も支拂っていないのに土地税は課税しておりますよ。

○助役（嘉手納並水君）

地料と税は別個に考えなければいかんと私は考えております。これは地料が未拂になっているという丈でありまして　當然取れると思います。從いまして土地税は又別個の考えから税法によつて賦課出来るものと考えております。

○島袋嘉順君

只今提案されております議案第二十二号について色々質問が出ておりますけれども　私もこれについて一応質問致したいと思います。只今までの質問に対する當局側の答を聴いて見ますと　実に行政面に於ける安易な行政のやり方を如実に暴露していると思う。これについて質問致しますけれども現在の那覇の校区であります。この校区に対してどのような隘路があるか欠点があるかということは　まだ我々は聴いておりません。それに対して現在の校区の在り方を説明して貰いたい。次に市民の一番大きな問題でありますのは子弟の教育であります。この教育につきまして　まれまで當然那覇市に所有権があるところの天妃、上山並に泊が現在破壊されずに存在しておりますけれどもこの三つの市有校舍の返還が　最近上山天妃が返還されておりますけれども泊の学校は軍が使用しておりこの使用に対しては使用料の支拂が一辺もなされておらない、軍から開放された建物のみを論じているようでありますけれども泊の学校々舍返還に対する當局のこれまでの軍との折衝並にそれに対してはどのような態度をもって臨んでいるかということについて一つ質問したいのであります。

次に現庁舍から天妃に移転するということにつきましてこれは議案の中に説明されておりますのは現市庁舍の隘路打開　学校々舍不足の緩和並に旧市内への移動促進のためという風なことが謳われており市長もこれに対して強調しておられます　この問題に対して確かに市民が移った方がいいかどうかということも考えずに移れば、市庁舍は現在の狭隘から打開されるでありませう。ところが　後に續く文句が我々に納得が出来ない　何故かと申しますと校舍の不足を緩和するといいながら今先の説明を聴いてみると天妃上山を新設中学に使うにしても更に十教室足りない、この足りない分については現在天妃校の所在地に旧民政府の残したバトラーの建物が五教室あるこれを使用させ残りの五教室については分らない、実に終りは処女の如く消えております。こういう非常に重要な後の五教室の問題をどうするかということについて我々は検討しなければならない立場に置かれている時に実に曖昧模糊として分らない　もっと正確に条例制定に対する問題まで出した以上はそこまで徹底的な計画がなされない限り我々はこれに対して絶対反対であります。これに対して詳しく説明をして戴きたい。更に今先の助役のお話によりますと天妃の校舍使用については　これは當て嵌めて見なければ分らない、當嵌まる筈です。余った教室をどうするかというのです。當て嵌めてみて嵌まらなかったら引返して、又条例を変更する、こういう出鱈目な案の提出につきましては我々は納得が行きませんので市民の立場からはっきり我々に納得させて貰いたい　次に旧市内への移動促進、これを移せば市民が沢山集まってあの一帶の軍使用地はどうなっているかということを　如実に感ずるから　そこに旧市内移転の要求が昂って来るだらうという気持を持たれているかどうか分りませんけれども何れにしても市庁舍の移転のみによって旧市内への移動促進がなされるとすれば大きな誤りである。それに対しましてこれは議題外に亘りますけれども我々はこの旧市有地の即時返還に対しても、或はこの問題に対して市當局がどういう風な交渉を續けて来たかということも問題になると思います　それから更に先一番はじめに申上げました校区の問題についてでありますけれどもこの校区の問題もこれを具体的にここで御説明戴ければして戴いて　若し出来なければこの問題は後で又論議して貰いますけれども　以上第一番目の質問として申上げておきます。

○市長（又吉康和君）

校区は市役所の問題ぢあなくしてこれは教育委員會の問題となりましたから　御承諾を願います。それから泊校の問題は内々は泊地区の人が私的に当っておりますがこれは未だはっきりしておりません、具体的に折衝したことはありません。それから最初から申上げる通り　兎に角壺屋校が非常な窮屈の三部授業をしているような窮地にある訳でありますから　これを先ず解消しようというのが第一の目的でそれから部長から説明があったように社會部は議會が長く続いた時には仕事に支障を来たす　それで議会々議室もあるから天妃に移らう、こう云うのが主点でありまして移るために幾分か住宅地の緩和を来たしますが　二十番議員（島袋嘉順君）のおっしゃった通り私も同感で移ったからといって　それのみによって　旧市内に移転が促進するとは思わない勢いそこに幾分か便宜を得て或は旧市内に住宅地の緩和が出来る位のことは必然的に考えられる訳であります。これを誤解のないように要点は壺屋校の窮屈の緩和とそれから市役所の窮屈の緩和とが大きなものでありまして市民の為にも今　企画部長が申上げたように便利の悪い面はこっちに出張所を設けて残るのでありますからそう不便は與えないと思っているのであります。尚不足は係部長から答辯致させます。

○企画部長（翁長助静君）

十教室の件についてお答え致します。上山中学が十教室不足であるのですが五教室は校長さんが色々と交渉致しましてうまく解決が出来るようであります。残るのが五教室ですが五教室を天妃のところから割愛することによって完全なる授業が那覇中学同様の一部授業、正式な教育が行われる訳であります。それで我々と致しましても上山中学の教育が十分に遂行されるように考慮して行く心算であります。これは恐らく詳細に亘っては校長さんと色々と協議したいと思っているのでありますが、うまく取り極めが行われるのぢあないかと思っております。

○島袋嘉順君

そうしますと　校長の力によって五教室、残りの五教室を市役所から割愛して十教室　それで打開出来るようになるそうですが、現在壺屋校の狭隘を緩和するということ市庁舍の狭隘を緩和するということが市庁舍移転の一番大きな理由になっているといっている、それにつきまして壺屋校のことについて先の御説明を聴きますと二十七教室も足りないそれは今度市役所が空ける十教室を使っても更に足らない部分が出て来るようであります。このことにつきましては現在市役所が移転したあと残すとおっしゃっている社會事業課、それから衛生課、それから水道事務の一部残留、これを使用しても尚余りがあるか、これを使用しなければ残りの現市庁舍を使っても不足である教室は緩和されるか　その辺もはっきりして貰いたい　それからもう一つききますのは質問に対します答辯の中に校区の問題は教育委員會でなければ分らんという返事でありますけれどもこういうことはいえないもんだと思います。教育課がある以上　教育課自身がこのことについては説明出来る立場にあると思います。これを教育課が説明出来ないということはおかしのぢあないかと思う　この庁舍の移転の問題は現在の狭隘な無計画的な流入移転によって実に惨胆たる状態を今来たしているところの那覇市の特に児童の教育の問題に対して校区の問題を再検討する必要がある　議題としてあつかわなければならないと思う　今までこれが疎かにされ、教育委員會でなければ分らんというに至っては我々はこの問題を解決する途は今庁舍の移転によってのみ解決出来るものではないと考えるものであります。それからもう一つは先の六番議員（金城棟義君）の質問に対するお答えでありましたが上山を中学に使い天妃を市役所に使う場合、この天妃が使えないのは子供達の天妃への往き通いその道が一号路線を横切って行くやうな交通量の繁しいところであるために児童に、傷害のおそれがあるからこれを避けて市役所が使うというような御意見のようにきいておりますが、然し天妃校に現在の市庁舍を移転するとなった場合矢張り我々市民大衆がそこに往き通いする児童に危険である如く大人にも危険がないとはいえないと思う　そういう点からもこの問題はよく検討しなければならない問題であります。更にこの市庁舍の移転の問題につきましては衛生課並に社會教育課、水道の一部を残されるそうでありますけれども、然しこの問題につきましては七万近くの市民の生活と直結しているのでこの問題に対しては公聴會をもつような計画をなされて来たかどうか、以上御質問申上げます。

○助役（嘉手納並水君）

現在の那覇市役所を壺屋校に使用させる　残るのは衛生、課、社會事業課の一部、會計の窓口事務ということになっておりますが、これは衛生課に御存じの通りずっと、毎日出張っております。いつもいるのではありません。それから會計は収入関係だけが残ることになります。それから社會事業もその半分位しかこっちに残りません　社會事業につきましては老人子供がおりますので、これを向うにもって行くのはどうかと思いましてこれはこっちに半分を残すことにしております。でありますから現在の那覇市役所を使う部屋は僅かで一部屋位でいいように考えております。残りは全部学校に使わす、それから一号線の問題でありますが、これは比較の問題でありまして子供よりは大人が危険率が少い、これは常識になっていると思います。その点から考えまして先ず子供をこっちに残して大人だけを向うで仕事が出来るようにやろうという意味でありまして別段危険がないとは申上げておりません

○浦崎唯治君

今まで質問なり市當局の説明がありましたが現在の市庁舍が壺屋校の児童の窮状を打開するのが大きな目的であるのです。現在壺屋校は三部制もある更にあるクラブを借りて辛うじて三部制をしている実情である。そういう立場から見た場合市當局の説明の通り一部を残して移転されるというのだから市民は不便あっても現在の壺屋校の立場を考えた場合には早急に移転した方がいいと思います。

（「質問打切り」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

質問を打切ります。次に討論に移りたいと思います。

○親里嘉英君

今まで市役所の位置変更については色々と質問も出たし又市長を始め企画部長その他からもそれに対して答辯がありました。私と致しましてはこの問題については最早これ以上具体的な説明を聴くまでもなく十分納得が行く問題ぢあないかと思っておるのであります。それに十九番議員が先程はこの市庁舍の移転は六万市民と直結するものであるから非常に重大なるものである。よってこの問題は愼重審議を重ねなければならないということがございました。御尤もであります。賛成であります。然し乍ら市役所は市民に対し奉仕する機関であるということは論を俟ないことであります。然し乍ら市民というのは必ずしも大人のみではない子供も亦一個の完全な市民であるということを知らなければならないと思うのであります。市役所は大人にのみサービスをすることを考えて子供を含む全市民へのサービスを忘れてはならないと私は思うのであります。児童憲章だとか、児童福祉法などの子供の福祉を護る法は制定され或は制定されようとしております　現在子供の人権と子供の生命の安全を図ってやらなければならない。これは大人の義務であり社會の責任であり行政機関の當然タッチしなければならない重大な問題であると思うのであります。月に一回か二回位しか市役所の方には用件のない一般市民が非常に多いだらうと思います。

又市の統計によりましては一日百五十名乃至二百名の窓に訪問者しかないような統計であります。こういうような一部の市民のことのみ考えて所謂一般市民の時間的経済の面のみを考えて市庁舍の移転に反対をし三千名の児童のことを忘れ所謂交通頻繁というよりは交通地獄とさえいわれている国際通りを通りそして一号線路を横断させる生命の危険を敢て毎日させようとすることに対して私は眞正面から反対するものであります。又　毎日そういう風な危険にさらされる児童の父兄の立場から考えても絶対これに対しては反対するであろうということは火をみるよりも明かなことであると思うのであります。教育はその教育地区の全住民の責任の名に於てなされなければならないものであります。故に私は現市庁舍の位置を変更する本条例に賛成すると共に現在の市役所を校舍不足の緩和のために使用されることにつきまして賛成を表するものであります。

○阿波根直英君

学校校舍の不足に関しましては全琉的に大きな問題となって日本全国を動かし目下本島内に於ても募金大運動も展開されている今日であります。今まで我々が質疑の間に分りました様に結局この市庁舍の移転はその主眼は校舍の緩和策と見るべきだと思うのであります。その間に於ける市當局の移転計画のまずいところはございます。二十番議員（島袋嘉順君）に先に衝かれたところは確かに市當局の計画のまずさであります。

然しながら一番大事なことは結局移すか移さないかというようなことを私達は結論として早くもっていいと思うのであります。そういう意味に於きましてこの問題は結局私達はこの校舍の緩和ということを第一条件に考えて後それに関する色々附帶的なものは先の質問に於て色々大事な御質問やら御意見もありましたのでこれは市當局並にお互のこれからの大きな仕事と致しまして、この問題に関する限りこれを移転するということに　私賛成致しまして決を早く採っていただきたいと思うのであります。これを議論しますと、色々の議論を根堀り、葉堀り沢山やるというと、四日、五日でも盡きないと思うのであります。私一人でも五日間の議論も演説もやりますけれどもそういったことが我々議会の仕事ではないのであります　根本的なことを考へ色々なこともあるけれどもその中に主眼的にこうと掴まえないというとこれだけの人が議論をしても始まらない、学校の校長としての立場からもそういうことをしてはならんと思って　その間に何回となく市にも来て折衝しておりますだが今先まづいところはまづいと衝かれたところは市当局がはっきり反省しなければならない　だから私強く申し上げますこれは市民は御不便ではありましょうが、御勘弁下さい　子供の教育のために教室緩和のために甚だ御苦労ではありますが、曲げて我々の移転問題を可決している態度に対して賛意を表して貰いたいと私は市民全体にも呼びかけたいのであります　恐らくこれに対して、不便だから困る学校はそのままにしておいていいという方は百人から一人あるかないかでありましよう　そういう確信の下に我々議会は早くこれを可決したいのであります

○議長（真栄田世勲君）

討論を打切りまして表決に移りたいと思います。御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

御意議ないようでありますから表決に移ります。この問題は切実な問題であるようでありますが　これを票数現さずに全会一致で可決したいと考へておりどうでありませうか。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○大湾喜三郎君

この問題は先から児童の教室の問題或は市民の福祉の面からの問題がありますが　これを今表決に移さずに特別委員会を組織して檢討する必要があるのじやないかと思います　本員は、特別委員会を構成して本問題を檢討するよう希望します

○金城棟義君

御尤もな御意見でありますが　ここで一時間に亘って市長助役、始め各部課長の説明があって皆さんも納得が行ったと思うのです。もっと質問があったらどうですか　十二分に質問をして表決したら

○議長（真栄田世勲君）

論議は盡きていると思いますが　論議は盡きたとみて表決に付したいと思います

（「賛成」と呼ぶものあり）

（二十番議員発言を求む）

○議長（真栄田世勲君）

賛成が多数のようでありますから表決に付します

○儀間真喜君

二十番議員（島袋嘉順君）の質問が何故許可されないか

○議長（真栄田世勲君）

質問は打切りました　討論も打切りました　表決は議事規則によりまして　この条例を可とするものは挙手する　これが三分の二の票数があった場合には直ちにこれは可決されるのであります　以上申上げましてこれを表決に付したいと思います　それから採決の方法は挙手と投票の方法があると思います

（「記名投票」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

それでは挙手によるものと記名投票によりたいという二つありますからお諮りいたします　どちらにいたしますか。

（「挙手」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

それでは挙手に致します。この条例を原案通り制定したいという方は挙手を願います

（挙手多数）

○議長（真栄田世勲君）

擧手者十七名議長もこれに対しては可であります。よって十八名の議員の多数、三分の二がこれに対して賛成であります　よって本案は原案通り可決確定議と致します（拍手）

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

日程第四の議案第二十三号那覇市議会會議規則の一部を改正する規則制定についてを議題と致し議案を朗讀致させます。

（書記「新垣政二君」朗讀）
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那覇市規則第一號那覇市議會會議規則の一部を左案の通り改正致したく議會の議決を得たいので提案する。
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那覇市議會會議規則の一部を改正する規則案

第四章第五十九條中「議長は」の次に「議會に諮り」を加える

附則

この規則は議決の日からこれを施行する。










○議長（真栄田世勲君）

提案者の説明を求めます。

○十六番議員（喜久山朝重君）

提案者として、説明を申し上げます。本案は去った議会に於て那覇市議会規則を全面的に改正変更したものの一部を改正する議案であります。その際にもこれは問題になりまして、適当に修正する意見が相当強かったのでありますが我々は經験を有する練達の真栄田議長を信賴致しましてその裁量に委したのであります。然るに、後の建設委員会に於て議事運營について問題になり手続上の欠陷を發見したのであります。これを成文化する必要上左の通り改正したいのであります。第四章の第五十九條「請願書又は陳情書その他これに類するものが提出された時は議長はこれを適当の委員会に付託しなければならない」とあるのを「議長はこれを」の次に「議会に諮り」を挿入されんことをお願いします。

○議長（真栄田世勲君）

議案第二十三号について貭疑に移ります。

○二十番議員（島袋嘉順君）

提案者として只今十六番議員（喜久山朝重君）から説明がありましたが更に付加えたいと思います。今先の説明の通り去る四月十八日那覇市臨時議会に於いて那覇市議会々議規則案審議に当りましてこれは同規則案第四章第五十九條の中の「議長は」の次に「議会に諮り」といふことを挿入することを提議したのに対し議会はこれに反対し特に議長に於ては小さな陳情、請願の類まで一々本会議を招集したのでは云々「議事録を参照して貰いたい」これを却下する態度に出ている。この極めて重大なる問題も採択されずに五十九條は决定されました。然るに那覇市会の本会議後僅かに十二日後の四月三十日に開かれた建設委員会に於て実に明瞭に現れております。即ち同委員会に一九五四年度土木費予算資料調書として建設部長の説明によりますと一九五四年度土木予算案に等しいことを言っておられます。この一九五四年度土木予算資料調書並に牧志街道拡張工亊に伴う三十四世帶の泊埋立地売却陳情書が提出されています。然もこれら重要な議案や請願が本会議にも掛けられずに開会中の建設委員会に持込まれている亊実こそ市当局の議会運營規則違反の歴然たる証拠であり、その全責任を議長並に市長が取るべきであると我々は確信します。斯かる故に議会運營の違反或は議会無視、市民の要求輕視を徹底的に改めるために眞に那覇市会の責任とその尊嚴を確認し、市議会々議規則第五十九條の改正を今先十六番議員（喜久山朝重君）から申上げた通りこれを提案したのであります。更にこれに附加えて委員会なるものが如何なるものであるか、といふことを確認しなければならないためにこの常任委員会の性格について、この議案を解釈するためにも我々は必要ではないかと思いますので抜萃したもの丈申上げます。「委員会の本貭とは、委員会は特定数の議員を委員として組織し本議会の議决前に議会より付託された亊件を審査する議会の合議機関である」これがはっきりと市町村自治法に於て謳われている。ところが那覇市に於ては、実にこの委員会の越権行爲が行われている。本会議に諮らずに委員会に陳情や或は亊件が提案されている。このこと自体が既に委員会の権限の越権であると我々は思いますので是非この際五十九条に対し「議会に諮り」を挿入して貰いたい。更にこの点につきましては所謂委員会の権限でありますけれども委員会に付託された亊件を審査する機関である故に、その活動は審査であり而も付託された亊項に極限されているが、亊件に必須的関係のあるものは審査は検討考察である。亊件の検討考察のためには時に亊実の調査も必要であり関係法規、その他の研究も必要である。これは皆必須的関係になるものといふべきである。委員会の審査について、最も重要な亊は委員会はこの問題についてこれこれまで審査の爲の権限しか與えられておらないといふことについて再びここで確認して貰いたい。委員会は付託亊件と密接不離な関係に立つものであるがその付託は議長がその都度付託手続をなす必要があるが又は法規によつてその所管を定めてある委員会があれば付託手続をとらずにやってもよいといふ問題に対してはこれは内地に於いても当然この所管の亊件が提案された時は委員会は直ちに審査に入ることが出来るが、その際も矢張り付託をやって審査に入ることがはつきり謳われております。これは現在の日本に於ける衆議院或は参議院法に於ても此の点は明確に謳われている。但し市町村自治法に於ては謳われておらないけれどもその由つて来る所から解釈して当然委員会自体は付託された亊件と審査する権限しか與えられていない。委員会に対して予算案なるものを提案し、分割して予算案を提出したり、或は市民の重要なる陳情を五十九條に基いて委員会に付託したなどという亊実が既に現れている以上はこういふ委員会の越権行爲或は市当局の議会権限の無視を徹底的になくするために此の際是非とも五十九條に「議会に諮り」を挿入して戴きたいことを提案する次第であります。

○八番議員（比嘉朝四郎君）

現行法で行った場合にはどういふ弊害があるかもう少し簡單に説明して戴きたいと思います。

○二十番議員（島袋嘉順君）

例えばです。四月三十日の建設委員会に牧志街道拡張工亊に対する立退を余儀なくされた、佐々木敏夫以下三十六名の泊埋立地売却の陳情が来ております。この問題につきまして市の固有財産を売却することに対しましてこれを、これまでの議会が如何なる態度をもつて処理して来たか、これに対しては当然市の基本的な財産の売却に対しこれをどういふ風に扱うかといふことについては本会議で当然その基本的な態度を决定して後にその議决前にこの陳情に対する態度を議决すべきが当然であると思います。ところがこの場合委員会が開催されているからといふ名目の下に斯かる重要な陳情、市民の生活に関する重要な問題が委員会に提案され、この問題はただこの三十七名の方の生活に関する問題丈けではなしに今後の那覇市民の基本的な繁榮と福利に関係するものであるこういふ重要な問題であるに拘らず單なる条例の解釈のために條例を簡單に解釈した結果、こういふ亊実が現れて来ております。これに対しては今先申上げましたように市有地売却の根本的な態度というものが矢張り議会の總意によって决定された後、その付託によって建設委員会なら建設委員会がその審査活動を始めなければいけない場合に於て眞先に審査活動が開始され、その後に本会議に掛られている。こういふ方面が或は議亊運營の違反が現れている以上、これに対して徹底的に問題を追究してこれの改正をなす必要があると思います。更にこれで足りなければ一九五四年度の土木予算調書資料なるものに関しても説明致しますけれども一応ここで止めておきます。

○六番議員（金城棟義）

十六番議員（喜久山朝重君）に訊ね致します。

十六番議員はこういわれました。議員の手続上の不備或は議長が信じられないといふような言葉が出ておりました。議長の手続上の不備のためにこの條例案を改正するのはどうかと思うのですが、それについて一つ、これから皆さんが提案されたようなやり方をした場合に議会の会期は何日位になるか、又陳情請願は一日どの位の件数が来ているか、それを調査されたことがあるか否か、この二つであります。

○十六番議員（喜久山朝重君）

六番議員に対して説明申上げます。第一番目に議長の手続上の欠陷といふのがありますが　これは先二十番議員（島袋嘉順君）が説明した通り「請願書又は陳情書その他これに類するものが提出された時は議長はこれを適当の委員会に付託しなければならない」前議会に於いて本員は「議員が亊故その他により出席することが出来ない時は云々」の第一條第二項を削除願ったのであります。然し提案者の八番議員（比嘉朝四郎君）がこの規則は是非必要であるといふことであって又ここも議長は今まで経験も経ているし又あの時分にも重要な問題は必ず議会に諮るからということを申されましたのでその時自分らは五十九條に対しても賛成したのであります。然るに議長は請願書とか、ああいう重要な問題を本会議にも諮らずに委員会に付託したことについてはこれは議長の議亊の手続上の欠陷ぢあないかと思います　それから陳情書とか、そういうものは調査しておりません。

〇六番議員（金城棟義）

ついでに十六番さん、皆さんが提案された通りやると請願書、陳情が出た場合には一々議会を召集しなければならないといふ結果になって来ると思うのですよ、現在本会議は三、六、九、十二月しかないのですよ。そうしますと月四、五回議会を開かなければならないといふ結果になるのでなからうかと思うのですが

〇二十番議員（島袋嘉順）

今先の六番議員（金城棟義君）の貭問に対して議長の手続上の問題にふれます。これは委員会に於ける発言の問題でありますけれどもその当日四月三十日並に五月二日、四日の建設委員会に真栄田議長が出席したと我々は聞いております。この場合に議長の委員会に於ける権限でありますけれども議長が委員会に出席するのは議長としての職分を果すために出席する、そのための発言であるといふことが限定されているこれは普通一般の委員会に於ける委員と同格に出席するといふことではない、あくまでも議長の職分を遂行せんがために出席するものである。そうなつた場合に勿論会議規則五十九条から出て来ているから議長は正しいと解釈されるかも知れんけれども議会運営に関する根本的な問題に対して我々は、そういうことが起つて来たところの亊実に対して議長の職分の問題が我々は出て来ると思う。職分の遂行の問題に対して疑問が出て来る。更にこの委員会は四月十八日の本会議に於て取あげられた公有水面埋立許可申請に対する本会議からの建設委員会に対する付託亊項を審議している委員会である。ここに於て今申しあげる市民の重要な生活に関する問題が出て来ております。これについても常識からもこの問題は考えられるのぢあないかと思う。更に委員会に於て市民の陳情を一々議会を開いて云々といふ言葉が出ておりますけれども、市会に或は市当局に陳情を出すからには市民の生活の根本的な問題から出て来ていると思います。市民の置かれている立場は現在我々が植民地的に圧迫された状態で市民は生活に苦しんでいる。そういふ状態に置かれた市民の小さい問題まで取あげるのが市会の仕事である。市民の生活に関する、將来に関する実際問題である限り小さい問題であっても、これを取りあぐるべきではないかと思ふ。議会に與えられた任務ではないかと思ふ。そのために二十番議員は如何なる立場から見ても市民の陳情或は請願は些細なる問題であつても、勿論これは事務手続上、取扱上の方法は幾らでもあると思いますけれども何れにしても基本的には市民の陳情は市民の生活の中から起って来ている請願である限りこれを取あげて行くべきぢあないかとこう解釈するのであります。それでこの問題を一つ審議して貰いたいと思う。

〇六番議員（金城棟義君）

島袋さんは大分委員会条例にも触れているようですが何を参考にされた訳なんですか。

〇二十番議員（島袋嘉順君）

今先の貭問の骨子はここにあります。議会運營論の中からこれは引出して来ております。それと同時に隣の真和志村に於ては論議されるまでもなく「本会議に諮り」となっているのです。

〇六番議員（金城棟義君）

只今の意見を聴いてよく分りました　御尤もな御意見でございますが、まず島袋さんの常任委員会の性格、私の見て来た性格から申しあげますと、これは大湾さんもそうなんですが―会議の本貭からいつて当然こういふ工合にやるのが本当の会議のやり方なんです。何故謳われていないかといわれましたね。謳われていないということはそれだけ市会に余裕を與えているのです。立法院はそれは会期があるのです。その会議期間に常任委員会は全部変って行くのですよ。だから委員会附託になるのです。国会でも然りです。一定の、例えば何日から何日まで国会の期限があるのですよ。その間に委員会は附託されてやっている。ところが何處の市に行つてもいいのですよ。アメリカでもソ連に行つてもいいんだが何処でも市会というものは余裕をもつていつでも委員長が召集して会議が進められるように余裕をもつているのです。

〇二十一番議員（儀間真喜君）

六番議員（金城棟義君）の今の話に対して貭問します。六番議員のいわれる様に基本財産を売却する問題こんな大きな問題に対しても直ぐ委員会付託されるように私は聴いておりますが実際那覇市の財産を処分するに際しても直ぐ委員会に付託してもいいといふ御意見ですか。

〇六番議員（金城棟義）

私は條例そのものを検討しているのですよ

〇四番議員（城間康昌君）

提案者に貭問します。この問題は提案者は市民の生活にとって重要な問題であるるから請願、陳情をやる。勿論そうです。然し請願、陳情はこれを採択すべきであるか。委員会に付託してこれを採択して議会に上程すべきであるか、ないかといふことを、委員会は調査審査するがその性格でありましてこれを議会を無視して可决するとか否决するといふそういふ権能は與えられていないのが委員会の性格です。だから財産処分であるといふあなた方のおつしやる泊埋立の請願、陳情もあながちこれを委員会に付託したからといつて議長が議会に諮らずに委員会に付託したからといつて何らそこに支障はないと私は考えます何故かといいましたら今先申しましたこれを採択すべきであるか議会に上程すべきであるか否か、その件を審議するのが委員会の性格であると思ふ

〇儀間真喜君

只今実際にこの委員会に付託されたものが論点に置かれておりますので、だからこの條例の中の五十九條に「議会に諮り」といふことを挿入すればこういつた論議をする必要もないからそれを入れておいて又重要な問題であるならば臨時議会を召集するなり議長かこの問題は些細な問題であつた場合にはその亊務上の手続によつてそれを処理して行つてもいいのですから「議会に諮り」といふことを入れたら論議する必要もないと思います。

〇十八番議員（長嶺将真君）

委員会制度の出来た理由を東京警察大学の中原エイテン教授が次のように、説明されております。行政の分科と専問的の傾向に広じて議会の能率的運營を図るために常任委員会及び特別委員会の制度が生れるようになつた。即ちすべての問題を本会議にもつて行かない前に議会の能率的運営を図るために委員会が生れた訳であります「その常任委員会はその部門に属する事務の調査を行い議案、陳情などの審査をなす」となっておりますが、今度の市町村自治法の四十九条の四にも常任委員会のことがある。それは全く同じ言葉を使っているようであります。それから考えた場合に於ける日本の自治法を沖縄にもつて来ている。そうなって来ますと議会の能率的運營を図る場合にこれを最初から議会に掛けた場合には議会の能率的運営には全然ならない訳であります。更にこの委員会は、この前作ったものは、その範囲が决つております。請願と陳情書であります。そして更に、これ丈けで決めるのでなく、議会を無視しているのぢあなくして更にこれに対して議会に報告もする或は又採択すべきであるか不採択とすべきであるから何ら現在通りで支障を来さないと思う。

○八番議員（比嘉朝四郎君）

提案者に貭問しますが小さい陳情でも委員会で有耶無耶にされるということがあつてはといふのでこういふことを出されたのでありますか。

○二十番議員（島袋嘉順君）

委員会の本貭は先程申しあげた通りでありますから　私は十八番議員（長嶺将真君）が云々されることは問題にしておりません何故ならば本貭的な問題ははつきりしておりますから、それでそういふ委員会の性格についてでありますが委員会の性格については今先の八番議員の貭問の中にもありますけれども揉潰されるといふおそれのあるなしは、それの取扱の問題であると思う。そこにはつきり條例の規定がありさえすれば揉潰しにはならないであらう今の通り行けば揉み苦茶にされるおそれなきにしもあらずと思うのです。

○八番議員（比嘉朝四郎）

それでは委員会は各人が構成しているのですが、自分で自分を信じないということになるのですがそれに対して御意見を承りたいと思います。

○二十番委員（島袋嘉順君）

私は理論ではなしに具体的な問題で行きたいと思ふ。それは今先も議長が五十九条によつて開らかれている建設委員会に付託したということをはつきり明言している。これにつきまして、その問題は陳情書を読めば議長は分るはずである。ところが重要な市民生活の問題を訴えて来ているこの陳情書が具体的にそういふような委員会に持出されて委員会で旣に値段の問題まで討議されているといふとになる。これは次に出て来る議案第二十四号についても具体的に直接に解れますけれどもこれは委員会を信頼するとか何とかぢあなしに委員会が少くとも市民の支持によつて出来上つて来た。我々は市民を信頼する立場から議員も信頼し委員会も信頼する然しそういふ委員会の信頼、不信頼の問題ぢあないのです

○八番議員（比嘉朝四郎君）

委員会ではそれを决定する権限はないのであります。それが若し採択されない場合にも小数意見者は本会議に於て意見を述べることが出来るのであります。最後は本会議で决定すべき性貭のものであつて委員会は別にそんな権限は与えられていない、ただ運營上審査するだけに過ぎないのであります。最後の决定権は議会にあるのです。だからこれで差支えないと思っております。

〇議長（真栄田世勲君）

貭問を打ち切りまして討論に入ります。

〇二十番議員（島袋嘉順君）

委員会の小数意見の発表の理論までいつているのですが小数意見の発表をさせるとか何とかぢやなしに委員会の性格についてでありますけれども飽くまでも委員会の性格は議員で組織された一つの亊件を本議会の議决前に付託された亊件を審査する機関であるということは或は会議規則の問題からいつても提案された方がはつきり知つておられると思う。委員会のそういう根本的な性格がはつきりしている以上その立場から去る四月十八日の本会議にも五十九条に対して「議会に諮り」ということを挿入を要求しております。それが具体的な事実がなかつたから拒否された。然し委員会の中でこういう風な矛盾が出ているといふことをはつきり申上げたいのです。若しそこまででもはつきりされなければこの委員会の制定に当り内地では「本会議に諮り」ということを挿入していないという風な六番議員の御意見でありますけれども内地を視て来られた方の意見でありますから尊重もしなければいけませんが現実にこういふ問題が起っている以上会議にはかけなくても、そういふ重要な陳情が委員会に付託されている然もその問題は本会議で根本的な態度を决めてからなすべきものか、諮らずに値段の問題まで審議されている具体的な亊実の中から提案した訳であります。

〇十五番議員（宜保為楷君）

第四章の第五十九条は去った議会に於て大分意見の区々もありまして挿入するかせんかと問題になつたがその時に陳情とか請願の小さいものは委員会にかけてやつて行つたらどうか、それは結局我々の暇潰しになつて何もつまらないという話がありましたのでそうなつたと思いますが、この間の陳情書を委員会に回したのは我は悪いとは思いません。よかつたと思います。然し陳情とか請願は大と小とあると思います。大と小とあるから委員会に付託して貰って大に於ては議会に於いてかけるのが当然ではないかと思いますそういふ点で今の問題の挿入に賛成するものであります。それから四番議員（城間康昌君）と八番議員（比嘉朝四郎君）がいわれたけれども、委員会は権限がない、勿論ありませんけれども、当局はこの間の委員会に於て、委員会が大体决めて行つたらスムースに行くといわれておりますそういふところを見ると全然正反対であると思うのであります。

〇二十五番議員（泉正重君）

只今の「議会に諮り」を挿入するという意見に賛成したいと思います。大分本質論に入ったようでありますが、委員会の活動を制限し得るものは本会議であります。先づ本会議に諮って委員会自体で表决し得るかという見通しをつけて、始めて委員会に付託して委員会活動に委すということがよいのぢあないかと思います。先程の庁舍、移轉問題に致しましても、先程不可と致しまして挙手いたしませんでした。その理由は特別委員会を設置するといふ案を二十三番議員（大湾喜三郎君）から出しました時に、その線に沿って一應当局が天妃の校舍を現実に割当ててみる然る後に確かに五教室を與え得るならば與えるといふことにすれば満場一致採択し得ると思つたからであります。こういふ委員会の行動を制限づける一つの原則としまして兔に角「議会に諮る」といふことを挿入致しておきたい。更にそれに対して異論者は然らば軽易な問題もすべて本会議にかけるか、凡そ軽易であるか、重要であるかといふことは主觀の問題であり、且つ緊急を要する問題であるということは主觀的なことであります。小さいものと見えてもこと重大である場合もあります。文章の上から見ても僅か三下り半であるかも知れませんがそういふものが緊急を要するといふこと自体が重要であります。若しそれ一、二週間をもこれを遷延しても構わないといつた程度のものであれば輕易な問題であると主觀的にも客觀的にもいうるのであります。従いまして原則と致しましては「議会に諮り」を必要とし「伹し輕易の亊件についてはこの限りでない」といつて議長の採択の範囲を自由たらしめたいという意見をもつものであります。

〇六番議員（金城棟義君）

只今の二十五番議員（泉正重君）の御意見御尤もであります。どうですか。そうなった場合に運營委員会などを次の議会で作るようにしてこれを撤回して貰ったらどんなもんですか。私が提案します運營委員会を組織して議長の方向を誤らしめないようにするといふ私の提案であります。

○二十番議員（島袋嘉順君）

我々としましては前の議会にも挿入しないことに反対したし、原則的に入れるべきであるといふことを主張したのであります。四月三十日に討議した問題が具体的亊実となつて現れている。こういうことに対しましては原則的にそれを挿入すべきであるという二十五番議員（泉正重君）の意見は実に正しいものと見ます。これに対しまして、例えば「議会に諮り」といふ文句と挿入することに反対する議員が万一その反対する理由が陳情、請願が微々たる問題まで本会議に諮る必要があるかというただそれだけの理由であるならば成立たんと思ふ。それでいろいろ重要な少くとも市民の生活の中から要求として上って来る陳情或は請願である限りこれは議会を開いても我々議会の責任を果さなければならない立場であると思う。それでこのことにつきましては理論的にも原則的な面から見ても当然成立ち、更に又今までこういう重要な問題をこれまでの市会が若しそういう立場で扱って来ておられるとすれば大きな誤りである。この際はつきりした議会の性格と尊嚴を持たす爲に是非「議会に諮り」といふ文句を挿入して貰いたい。

〇四番議員（城間康昌君）

御説御尤もですが、陳情若くは請願が来た時に本会議を召集するといふ手続上の問題からしまして市町村制第四十一条に四分の一以上の者から会議に付すべき亊件を示して議会招集の請求をしなければ出来ないことになつております。そういふ意味から申しましてもその手続を早急にふむためにも委員会はそれだけの人員で構成しておりますから一應委員会に付託して委員会の名に於て、本会議を召集するのが手続上簡便でもあるし妥当でもあると私は思います。

○議長（真栄田世勲君）

お諮り致します。討論を持越しまして時間も大分過ぎておりますから晝食に移りたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

それでは討論を次に持越しまして一広晝食をとります

午後は一時から再開致します。

（午後零時　　分休憩

（午后一時十分再開）

○議長（真栄田世勲君）

会議を再開致します。議案第二十三号の討論を続行致します。

○八番議員（比嘉朝四郎君）

先程二十番議員（島袋嘉順君）から日本各地に於ける、会議規則が「議会に諮り」といふ風に入っているといふことを云われておったのでありますが私が調べた会議規則を御参考までに読んでみます。衆議院規則から読んでみます。第百七十六条（衆）第百八十条（畧）堺市の会議規則、第十章第七十一条「議長は請願書を受理した時は直ちにこれを議員に通告すると共に適当の常任委員会に付託しその審査を経て、会議に付さなければならない」。平塚市、第十一章、八十四条（畧）八十五条（畧）八十条（畧）東京都第十章八十五条（畧）、札幌市、第八章四十三条（畧）鹿児島市第十一章、五十三条（畧）こういう風に日本各地では謳われておりますが沖縄も何れ日本に帰属しなければいかん状況であります。それで私は日本各都市に則ってやった方がいいんぢあないかと思いまして現行通り主張致します。

○島袋嘉順君

現在の内地に於ける市町村の会議規則を参考にして八番議員から説明がありました。勿論内地の状况も或は市会の色んな規則法令についても我々は参考にしなければいけない点があります。然し現在の琉球に於ける状態は目標を日本復帰に置いているから特殊な亊情であります。この亊情は一日も早く改善しなければならない問題でありますけれども特に現在我々が那覇市の議会に於てそういふ問題を取あげてみます場合に於て内地に於ては条例はそうなつているといふことからして簡單に内地の条例に近づけて行こうということは極めて危険である。何故ならば私が繰返して申上げますように法的な立場から見ても委員会は付託亊件の審査をなすのが当然だと思います。現在規定されております会議規則第五十九条の結果去った四月三十日の建設委員会に於て、今先我々が指摘したような重要な問題が具体的亊実として出て来ております。こういう亊実をみながら、不手際さ、云々に関する違反ともいうべきそういう問題を我々は目の前で見ておりながら更に会議規則を現在通り施行するということは今後如何なる問題が出て来るか予想がつかない既に一度は出て来ている五十四年度土木費予算についてもそのことはいえるのであります。予算案を作る前に一應当局から議会に諮つて予算案を作ってくれということがなされるかどうか、更に予算は一括上程さるべきものであるのを予算自体が分割されて委員会に掛けられている亊実、これを見ても極めて危険な状態にあるからこれを克服するために我々は今まで申上げました改正案を認めて貰いたい。万一そういふ状態があつたことを認め、なおこの問題に対して改正せずにこれをこのまま続けて行こうとした場合、現在通りの五十九条でなくて行くことによって色んな問題については少くとも私一個人は絶対に責任を持たない。責任はそれを認めて行った議員にあることを市民に訴える積りである、はつきり明言しておきます。

○議長（真栄田世勲君）

討論が盡きたようでありますから

（「もつとやらしたらいい」と呼ぶものあり

二回以上同じことをいわないように注意して下さい。意見がありますか。

〇二十番議員（島袋嘉順君）

この問題につきまして特別委員会に出席した議長の態度、單なる会議規則に基いてそれを審査さしたのであるか、或はこういふ問題は一應会議規則にはそういうことを謳ってありましても例えば常任委員会に付託するということが謳われておりましても問題の性格が余りにも重要である関係上一應本会議を召集して委員会にかけた方がいいぢあないかといふことは全然考えておられなかったか

○議長（真栄田世勲君）

議題外でありますがお答え致します。今の問題に関しましては建設委員会の開会中でありましたので便宜上これは当然議事規則五十九条によつて委員会に付託しなければならないのでこれを委員会に送付して審議させたのであります。やつたけれどもどうせこういった問題は委員会から審査をするそして委員会はこれが重大であるから本会議にかけるという風になっているのでありまして。委員会に於て先程も貭問があつたが議長は假に市町村自治法によってオブザーバー的な、今まではどうであつたかという委員長の貭問に答えたのであつて能動的に議長が委員会に出るということはないのでありますから左様御承知願います。それは委員会の方もよくお分りのことと思います

○二十番議員（島袋嘉順君）

そうなって来ますと單なる会議規則に基いてこれが付されたという議長のその日の態度であります。そうなって来ますと万一今の通り会議規則五十九条を押進めて提案したにも拘らずこれが数で押切られまして万一そのまま続行されます場合、こういう重要な問題を会議規則にないから一應全部委員会に付託してからでないと本会議も召集しなければならないという規則の解釈になって来ますが、私達としては当然会議規則に準じておつてもこの問題に対する本貭的な誤りが議長にあると見ております。万一これがそのまま通されまして今後も同じような問題が繰返される場合、それに対する今後の責任を議会全体として取るべきであるか議長一人で取るべきであるか、前の通りの五十九条でもつて推し進めて行くことに賛成したところの議員が責任を持つべきであるが我々はこの点を明瞭にしておりますけれども、その点についても疑問がありますので飽くまで市民に責任を果し市民に忠実である立場からこのことをききたいと思います。

○議長（真栄田世勲君）

議長はこれを委員会に諮る委員会は飽くまでも委員会であって最高の機関は議会であります。委員会が否決しようが或は少数意見者であらうが議会はこれに対して貭問をすることが出来るし、最高の決定機関、所謂議決としての最高の意思決定機関は最後は議会であります。委員会は付託せられたものを報告する義務がある。最高の決定は何處までも議会にあります。議長が議会を代表して権限を行使するのは議長の権限にはつきり謳われている。これは議長の名に於てやるのが又例えば議長が意見書を出す場合には代理するといつたことははつきりと地方議会の運營に於て明示されています。だから議会全体の名に於て決議されたものは何々である。それ以外に於いては議長は議長の権限以外のものに触れることは出来ないのであります。今の委員会の問題は「議長はこれを適当な委員会に付託しなければならない」とこうなつた場合議会にかかって来るということはよく分っております。何もこれに対する危惧はないものと私は思っておりますが今こういう提案が出ましたので皆さんに討論を十二分にやって戴こうといふ意味でありまして討論をこういふ風にしている訳であります。私としては何らこれに対してはどうと自分の意思で決定しようという考えは毛頭ないのであります。

○二十番議員（島袋嘉順君）

最後にお聴きしますがこの問題は次の二十四号議案で出て参りますから詳しくは触れません。ただ然し触れなくてはいけない問題であります。その当日建設委員会に陳情書を出された三十七世帶の代表、この方々がその委員会に傍聴でいらつしやつて居ります。委員会で討議されたことは基本的な市会の態度、売るか、売らないか、この生活の危機に直面しているところの三十七名の方々に対して市有財産を売るかどうかという風な問題は別としましてこの委員会に出席して来ております方々がその委員会で論議されているのを聴かれている。その論議されていることは市有財産の売却という立場から値段の問題まで云々しているそうであります。そうなると傍聴に来られた方々はこの委員会で論議されていることを一方的に売るものとしてこの値段を審議しているという風な解釈を傍聴の方々には與えるのぢあないかと私は考えるのであります。そうなって来た場合に那覇市会ではこの問題をどう取扱うべきかという具体的に申し上げますと売るべきであるか、貸すべきであるかという問題に対してまだ表決もされず決定もされないうちに売却に向って値段の審議がなされるということは、・・・それにつきまして万一この五十九條通りに行きました場合は委員会の審査権というものこれは委員会が決定権を持つのぢあなしに議会の議決前に審査する機関ということは万々承知しております。それよりも、その前に委員会にかけられるということ自体が本会議にそういふ重要な問題が單に決定された条例のみに基いてそういふことがなされて行った場合に今後陳情される市民も或はそれを扱う委員会もこの五十九条に対する大きな疑点が、或は盲点が出て来ると我々は確信しています。その点につきましても私達は飽くまで五十九条の改正案を要求しこれに対する、今後若しもこの改正案が通らずにこの問題が出て来た場合に責任を我々は取らないことをはつきり表明しておきます。

○四番議員（城間康昌君）

私はその点につきましては議会の總意だと思っております。それはあくまでもその当時の当該委員会の運営の如何によると思うのです。結局御説のようにその当時価格の問題について、そういふ問題は関係者には聴かさないのが有利だ。又当然の処置ぢあないかと思われます。その時に於ては傍聴者をのけて秘密会議に移すのが委員会の建前ぢあないか。それは運営の如何によるものであつて結局それは只今の五十九条に当てはまる問題ぢあないと私は思うのであります。

○十九番議員（糸数昌秀君）

議長はの次に議会に諮りと加えることは賛成であります。今二十番議員（島袋嘉順君）から擧げられた亊実があるのだから今後ないように注意すべきためにはこれを当然入れるべきだと思っております。

○議長（真栄田世勲君）

外に御意見はありませんか。

○二十五番議員（泉正重君）

改正案の通りですと、軽易な請願であってもそのために本会議を開会しなければならないという面倒臭いことがありますので免に角こう云うことは議長の手腕、その時宜に適した方法を信頼致しまして「但し軽易な条件についてはこれを直ちに委員会に付託することが出来る」という一應ゆとりのある条文にしたいと思うのであります。こういう風にしておいて議長の採択にゆとりを持たせる。そこに議長の職責も大きいのでありますが、これを入れたらスムースに行くのぢあないかと思いますので修正動議を提出致します。

○八番委員（比嘉朝四郎君）

軽易な条件と云われておりますが陳情する人はこれを軽易に取り扱つていないのであります。生死に関する問題でありまして私は時期を考慮に入れて議長の手腕に委すといつた案にしたいと思います。

○二十五番議員（泉正重君）

先程の修正で動議は取消しまして堺市の議会規則でありましたあれに則りまして、「第五十九條請願書又は陳情書その他これに類するものか提出された時は議長は直ちにこれを議員に通告すると共にこれを適当の委員会に付託しなければならない」かくの如く修正したいと思います。

○議長（真栄田世勲君）

御諮り致します。討論を打切りまして、只今の二十五番議員（泉正重君）の修正案通り本案を修正可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依って本案は全員一致を以ちまして第四章第五十九条を「請願書又は陳情書、その他これに類するものが提出されたときは議長は直ちにこれを議員に通告するとともにこれを適当の委員会に付託しなければならない」こういう風に修正可決致します。

〇議長（真栄田世勲君）

次は議事日程第五議案第二十四号を議題と致します。書記をして議案の朗讀せしめます。

（書記「新垣政二君」議案朗讀）










議案第二四號




　　　牧志街道拡巾工事に伴う立退者の受入に要する市有地の賣却處分について

都市計画事業の一部である牧志街道拡巾工事施工に当り立退を余儀なくされた別紙伊波善吉外三七名の移転先に充てるため、前島町二丁目市有地一、二八六坪四合を左記に依り隨意契約を以つて賣却致したい。

　　　　　　　　　記

　一、賣却価格　　　　　　坪当　最高　一、七〇〇円　最低　一、五〇〇円

　二、代金支拂方法　　　　二ヶ年々賦　年二回拂（均等拂込）

　三、支拂期　　　　　　　毎年九月及び三月

　四、初回拂込　　　　　　一九五三年九月、但し初回拂込までは賃貸料を徴する。

　五、一人当賣却坪数　　　四〇坪以下

　六、契約案別紙の通り

右議決を求めます。

　　　　一九五三年五月二十日提出

　　　　　　　　　　　　　那覇市長　又吉康和

那覇市議会議長

　真栄田世勲殿





牧志街道拡巾工事に伴う立退者調書
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土地賣買契約書（案）




那覇市長又吉康和（以下甲と稱する）

何　某（以下乙とする）

右当事者間に土地賣買のため左の通り契約を締結する。

一、甲は那覇市所有の土地前島町二丁目何番の内何坪を乙に賣却することを約する

二、賣買価格は金　円也とし支拂方法は次の通りとする

代金支拂期間　自一九五三年九月　至一九五五年三月

支拂期　毎年九月及び三月

支拂期における支拂額　均等

三、乙は初回支拂期の一九五三年九月に代金を支拂う日の前日までは賃借料を甲に支拂うものとする。

この場合の賃貸料は　円を超えない額を甲が定めるものとする。

四、代金支拂期に代金納入を故意に怠るときは契約を解除する。この場合の賃貸料は甲の定める額によるものとする。

五、この契約により所有権を乙が取得したとき、所有権

移転登記に要する費用は乙の負担とする。但し、所有権移転登記の前提とする保存登記に関しては甲が負担する。

六、賣却すべき土地の割合は甲において爲すものとする。

七、契約保証金は免除する。

右後日のため契約書二通作成し、甲・乙各一通保管する




年　月　日




甲　那覇市長　又吉康和

乙　何某










○議長（真栄田世勲君）

当局の提案理由の説明を求めます

○建設部長（幸喜克彰君）

議案第二十四号につきまして私から御説明を申上げます。今那覇市の都市計画の事業の中で最も慎重を期し而も早急にこれを実施しなくちあならん問題は今の牧志街道の完成でございます。曩には那覇署前から税務署前まで既に九分通り完成を見ているのでございまして、更にその次に税務署前からガーブー橋までの間を第二次の工事と致しまして我々と致しましては、一日も早くこれを完成したいという念願をもつておりますが　これの大きな要点になりますことは、その周辺にございますところの家屋でございます　その移転につきまして慎重に考えなくちやいかんというところから十二回に亘りまして関係者の方々と協議を逐げた結果最初は向うの要求と致しましては坪当り千円にして一年据置、三年年賦払というようになつておりましたがその後市有戝産である関係上　なるべくならば借りて貰いたいという意味で交渉を進めたのでございますがなかなか一致点が見出せなかったので今度ここに議案になりました最高千七百円最低が千五百円こういったような支拂の方法と致しましては二ヶ年四回払、坪数、一人当り四十坪以下という風になっておりますが、これが我々が最善を盡した妥協点でございまして、これでもつて、解決すればこの牧志街道がスムースに完成するという意味からこれを本会議にお願い致しまして解決したいと考えている次第でございます　なお詳細に亘る点につきましては各主務課長の方から御説明する筈でございます。

○議長（真栄田世勲君）

お諮り致します　この問題に対しては本日の議事日程第九の陳情書についてこれも関連がありますからこれは後で報告してもつまらないから一括して議題と致したいと思いますが御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます　依って日程の順序を変更して日程第九の牧志街道拡幅工事に伴う立退代表からの陳情書についてを本議題と一括して議題と致します。建設委員長の報告を求めます。

○新垣松助君

建設委員長に代り副委員長として私からこの牧志街道拡巾工事施工に伴う立退移転先敷地買収の陳情書についてという建設委員会からの議会に対する大要を、御報告致します。只今議題となりました牧志街道拡幅工事施行に伴う立退移転先敷地買収に関する陳情書について、建設委員会に於ける審査の経過並に結果について御報告申上げます

本件は四月三十日付議長から会議規則第五十九条の規定に依り建設委員会にその審査を付託せられましたので同日及び五月四日前後二回に亘り全員出席主管部課長の出席を求めこれが審査を行ったのであります　本陳情書は曩に事務局からその写しを配付致させてありました通りで陳情の要旨は南部税務署からガーブー橋までの通りの拡巾工事施行に伴いまして立退を余儀なくせられるもの五十軒のうち三十六軒の立退者はその移転先敷地として泊埋立地の市有地を買いたいその価格は坪当り千円で払込方法は一年据置三年賦払にして呉れということであります本委員会は最初主管課の都市課と立退者との折渉経過について詳細に亘って種々聽取致したのでありますが立退者側は始め移転先敷地を坪当り十円で貸してくれたらよいとのことだったそうですがその後皆買いたいから賣って呉れということで右の陳情に及んだのであります。その陳情の要旨は先も申上げました通り坪当り価格千円として一ヶ年据置三年賦払という希望であります。これに対する主管部当局の方針は泊の埋立市有地の坪当売却処分單価については、二千円でも安いだろうが都市計画事業逐行上犠牲となられる立退者側の立場を考慮致しまして千五百円までなら資力のあるものに即時現金払で売ってもよし資力のない方については、坪当單価十五円の賃貸料で貸與し三ヵ年以内に該土地を買う資力が出来次第売却するようにしたいということでありますが　建設委員の方では市有地は永久戝源確保の見地から致しまして、売らずに貸與したがよいという意見と起債償還戝源に充当するため売却処分にした方がよいという二つの意見に分れているのであります　以上のような事情になっておりますが　仮に売らずに貸與する方針に決めた場合立退者側がこれにのるかどうか本工事の早急着工の必要に迫られております手前出来るだけ円滿に処理して行くためには更に愼重に調査研究の必要がありますので本委員会としては本陳情書の処置を審議未了の侭と致しまして正式の議案によって処置することが妥当であるという結論に到達致したのであります　以上甚だ簡單ではありますが報告と致します

○議長（真栄田世勲君）

貭疑に移ります

○金城棟義君

只今の副委員長さんの報告に対して貭問致します　これは先程建設部長のお話の中にもあったのでありますが一致点を見出し得なかったから売るというようなことを建設部長は言っておったのですが　そういうような当局の説明だったのですがその通りでありますか

○新垣松助君

委員会としてはただ審査研究する丈でこれを売却するとか賃貸するとかいうことは議会で取決めるべきで委員会としては何も只売ってもよろしい例えば都市建設のためなら売っても宜しい又はいや市の戝産は永久に保存するものであるという両方の説でありまして　何も決定したのではないのであります。

○宜保為楷君

立退該当者から当局に陳情書が出ておりますけれども議員諸公はその陳情書の内容が分らんだらうと思いますから一応朗讀をお願い致します

○議長（真栄田世勲君）

それでは書記をして右陳情書の朗讀を致させます

（書記「新垣政二君」朗讀）










陳情書

謹啓、近く実施される牧志街道（税務署―ガーブー橋間）拡張によつて立退きを要する私達三十余名の引越先の居住地に付いて私達全員は次の様な希望を持つて居りますので、何卒御賢察の上此希望が達せられます様、特に御願申上げます

　一、移転先の土地は此際各自が拂下を受け度思いますが経済力の関係から其價格は坪當り金壱千円とし代金支拂の方法は一ヶ年据置三ヶ年月賦拂込の方法に御願致度思います

御承知の通り私達は那覇都市計画の犠牲者として止むを得ず住み慣れた土地を離れ都心を遠く離れた孤立地帶に行くものであり、切り離された場所で直ぐに通常の経済活動が出来ないことは申上げる迄も御座居ません。其結果として將来されるものは茲数ヶ年に亘る収支上の激しい不均衡であることは極めて明瞭な事実であり此点は全員悉くが一番心を痛めて居る処であります

就きましては右事情を特に御高察されて此の際の拂下代金其決済方法は通常の賣渡条件を以て律すべきでなく何処までも犠牲者に対する御當局の親心としての御気持を以て特別に御寛大なる御取計を御願致度茲に全員を代表して謹んで陳情致します

　一九五三年四月二十九日

　　　　那覇市十区十組　　　佐々木敏夫

　　　　那覇市十区十三組　　小嶺賀根

　　　　那覇市十区一組　　　上原清吉

　　　　那覇市十区九組　　　平田嗣俊

　　　　那覇市十区九組　　　神山朝徳

　　　　那覇市十区九組　　　上江洲正順

　那覇市議會議長

　　　　　　真栄田世勲殿










○金城棟義君

当局に貭問致します。先づこの議案を出す場合に私は図面を添付したが妥当と思うかどうかそれから從来そういうような市有地を売却割当する場合に非常に色々なもやもやした問題が起るが割当の方法如何　それから今委員長の報告の中にもあったが五十軒立退者がいる　その中　三十七軒しか泊に移動せん　後の十三軒についての処理　如何　幸喜建設部長は一致点を見出し得なかったから売るというがそういう意味で売るのか。売る理由如何、今委員長は資力のあるものは、始めは十円で貸すということであった　売る更に資力のない人には十五円で貸すというのが十円が十五円になった　最初は十円で貸してくれ、それを又十五円の案というが矛盾があるか　どうか　更に委員長は起債の返還のためにこれを売らなければならない現状にあるという御説明があるが建設部長の説明とに差がある以上六つについてお伺致します

○建設部長（幸喜克彰君）

お答え致します　今の一致点と申しますのは、最初陳情が出た時の條件とその後色々折衝の結果この議案を提出前に少し変っております　あれは向うの陳情であって我々の仕事はなおこの議会に提出するまでは案を提出するまではなお努力を盡した訳でございます。その結果借りるということは我々としては好ましくない是非この際売って貰いたいというような要求があったもんですから市としてもなるべく市有戝産を確保したいけれどもこの牧志街道を早急に完了するには土地に苦しんでいる立退者の立場も考えて、そこに妥協点を見出したという点でございます。

○都計課長（花城直政君）

図面は別につけんでもいいと思います。地番が次の參考資料の中に前島町の地番を付しております。それで地図はつけんでもいいと考えております。それから割当の方法でございますが現在の泊に行く希望者の方々の現在の建物の状況営業の状態建物の用途の状況　商店であるか　住宅であるのか　それからその場所は今の商売上良い場所であるかどうかこういったものを檢討しまして、それから泊の移転先の場所の良い場所と悪い場所でそれから住宅に対してはどういう場所がいいというように考えまして割当をした訳であります。最初は割当の方法については立退者の方々と委員の方々と協議しました　ところがなかなか協議が出来なかった訳であります　それは最初は誰がいい場所に行く人であるかということを決めるためにそれを委員の方々に決めて戴きたいということであったが決らないのであります　それで結局は市の割当に賛成をする　市に割当を委すということになりました　市が先程申上げました方法によりまして割当をした訳であります　そして全員の承諾を得た訳であります　それから牧志街道の拡張工事による建物の障害家屋は全部で六十八軒の中に三十八軒が泊の埋立地を希望しております　十二軒があの通りが出来ました後廃道が二ヶ所あります　そこに十二軒希望しております　後の十八軒は建物を移動せずにその侭の場所で少し切るような程度のものであります

○辺野喜英興君

前に委員会にも要望しておきましたのですが、あの時にもいった通り建設委員会としては売らない方がいいということでありますが　何しろその時にもいったようにこれは委員会ではこれ以上は審査をすることは出来ないと纒まりがつかんでこういう風にして当局提案になっている然しこれは要するに結論を見出す大きな力にもなると思うのですが　この人達は陳情書を出している方々は借りてもいいのか絶対借りない必ず買うのだといっているのかそこのところを当局から説明して貰いたい。

○建設部長（幸喜克彰君）

これは先程から申上げました通り市有戝産はなるべく確保したいということはこれは市の方針でございます　然し乍ら我々の努力が足りない関係がどうしても移転者の方々はこの際必ず売って貰いたいどうしても妥協点が見出せなかったもんですからその土地の問題については先にも償還戝源に充てるというようなことにもなっておったしそこでうまく妥協がついてこの案になつた訳でございます。

○金城棟義君

地図を付さんでもいいという都計課長の話ですが大体都市計画は市会議員でも分らん　何処から道が開くか分らんということは第一地図を添付しないから分らない今まで都計の地図を貰ったことがないこれは今日始めて貰ったのですがそういう工合にして、市会議員が何処の割当土地がどうなっているかということを分らす意味に於て添付した方がいいと思う　それから売る目的ですが起債したのを返済するというのが目的であるのか一致点を見出し得なかったから売るのか何が重点ですか

○建設部長（幸喜克彰君）

これはどうしてもこの市有地を売らなければ　解決がつかんということの一致であります。

○比嘉朝四郎君

然らばその土地を貸した場合に賃貸料の一ヶ月の金高、市民に対する利益、貸した場合の市民に対する利益は道路をあけた場合の市民に対する利益を数字的に計算したことがありますか　これが大きな解決の鍵を握っていると思うのです。

○建設部長（幸喜克彰君）

この牧志街道の拡巾工事は御承知の通り那覇市の都市計画上最も眞先に急速に実施しなければいけない。大きい問題であるということは、誰しもよくお分りのことと思うのであります　那覇市には処分していないこれから処分し得る可能の土地が軍使用地或は又軍に貸している土地色々の坪数それから將来都市計画によって差引かれる総ての土地を更に引きまして三万三千坪でございます　その中から千二百八十坪の土地を売却してこの大きい目標である牧志街道を完成した方が遙かに誰が考えても適策ぢやないかということが考へられるのであります。

○辺野喜英興君

この価格ですが　これは最高千七百円最低千五百円と出ておりますが　その面については立退者の方々と相談なさっているのですか。これならば向うは承諾しますか。

○都計課長（花城直政君）

この点までは向うは讓るといっております。

○島袋嘉順君

なお本貭的な問題をお聽きしたいと思います。これは既に五月十日前後市役所と関係者が協議した結果出て来ているのが今日ここに提出されている議案であるとするならば市役所もこれに対して自信を以てお答え願いたいと思います　お聽きしたいのはこの問題に對しまして、これは三十八名丈ぢやないと思う。六十八名の立退該當者の問題だと思いますけれどもこの三十八名の泊の埋立地買収陳情をしている方々も含めての六十八世帶の現在直面している生活の恐怖。これに対しては　日本内地に於ける都市計画法なんかをよく檢討して見ますと、これに対しては最低生活の保障が謳われております。現在調査したところによりますと、那覇市の方ではこの立退を余儀なくされた三十八世帶の方について申上げますけれども　立退を要された三十八世帶の方々に対する補償は内地の場合生業保償営業補償移転補償の三つをひっくるめて立退補償と規定されているに拘らず現在の那覇市では立退補償だけしか組んでいないそれが百二十八万円組まれているということを聞いております　これから我々は考えなければいけないのでありますけれども那覇市としては一九五三年度の予算を組む場合、その予算の中に含まれている一億一千五百万円を計上する場合の都市計画の計画であります。この計画を立案する当時市としてはこの立退該当者の氏名、或は区域或は状態も全部調査していると思います。ところがそうであるに拘らずこの人達が立退の該当をしておられる方々がその当時交渉されたかどうか分りませんが市としては既にこの該当者に対する土地の売却の案が一應出来たということを聞いておりますけれども御貭問したいと思います。更に又この都市計画の犠牲を蒙る市民の最低生活を保障するために、何故立退補償、移転補償丈を計上して残りの補償金は計上してなかったのか。この問題次に既にさきに申上げましたが　この予算の計上所謂百二十八万円内外の移転費の予算計上丈で濟されているこの立退該当者の補償を軽視している現在の市役所　これははっきり私は立退を強要された方々の最低生活の保障を軽視したと見ております。この最低生活、保障の軽視の考へ方をカバーするために既に五十三年度都市計画予算編成当時泊の市有地坪当り千五百円から二千円の売却の立案を得ていたということがこれが事実であるかどうか。千五百円から二千円の売却値段で計上すると約千二百坪としまして百九十万から二百万の利潤があがって来ます。

ところが僅か百二十八万円内外の補償費しか組まれていない三十八世帶の方々に対しまして何とかして他の補償費を計上する場合余り都市計画費が尨大になるために一応これで止めて泊の埋立地を売らんというその計画がなされていたのではないかと考えられる。その場合にこの問題は本貭的な問題になっているが　現在の市当局がこの人々の最低生活を保障するための具体的な而も熱意を持った行政がなされなかったために直ぐ目の前に転っている泊埋地を売った方が簡單ぢやないかということがその当時計画されておったのぢやあないかそれを裏付けるものは市の埋立地の売却問題は既に具体的に三十八名の方々から売って呉れという陳情が既に値段の問題を伴って来ておりますが一部の市民の方々の利益と或は市有戝産をなるべく保存しておいて、勿論立退該当者に対する補償の問題は別としまして那覇市七万近くの市民の全部の利益と相反することがその立案当時の那覇市の計画の結果から生れて来ているとすればこれは那覇市の市民に対する大きな責任だと我々は考えるのであります。それで今申し上げました疑問に対しまして市役所の明確なる御返事をお聽きすると共にこの問題に対しましては飽くまで市民全体の世論とそれから都市計画の犠牲となられているところの六十八世帶の方々。この方々の最低生活の保障の確立のために那覇市も那覇市会も斗わなければならない問題だらうと思う更に余分になるか分りませんけれども我々はこの立退該当者の六十八世帶の問題が今ここに取上げられておりますが　この方々は殆ど借地人と聞いております　これは一体誰の土地であったのか県有地であったのか。若しそうであるとするならば簡單に濟むか。若し今度の道路計画によって、道路にされる部分が個人の所有地であった場合、この土地の所有者に対する補償はここでは報告されておりません。議会には提案されておりませんけれどもこの地主の補償の問題はどうなっているか　これは別ではありますが関連しますから併せて貭問しておきたいと思う

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します。今度の牧志街道の移転問題は市の補償ということも勿論考えなければなりませんが尨大な費用が掛かりますので市民のそこに住んでいる方々の絶大なる御協力をお願いしたいという訳で色々折衝した訳であります。これを予算化して日本並の補償をやるということになりますと　到底現在の那覇市の戝政では賄って行けないという関係がありますので出来る丈節約してあります。その通りに面した方々の御協力をお願いして解決する方向にもって行った方がいいという方針でやったのであります。それから立退いたあとの土地の問題でありますが　これは買上げるという方針で予算も組まれております。

○島袋嘉順君

貭問したことに対して要求でありますが　議員の貭問の場合はこれに対して答をなされる方々はその貭問の要点丈でも書留めておいて貰いたい。私の貭問申上げたことが一部しか答弁がないのです。今先の助役のお話の中に立退該当者の補償費は予算を組んでいるといっているが　組まれていないとはいっておりません　その他の補償費が組まれていないというのです。その他のことに対して責任者からの御返事を聽きたいと思います

○都市計画課長（花城直政君）

只今の御貭問に対してお答えします　勿論都市計画法土地収用法によりますれば当然その損失に対しては補償しなければならないという風に謳われております。日本内地では戰災直後八〇パーセントの国庫補助がありました　現在だんだん復興しまして現在でも五〇パーセントの補助を貰って着々と土地の復興を急いでいるようであります　沖縄には、そういった補助というものがございません。それで都市計画事業は市民の協力によって自分の街を自分の手でもって作るという本当の御協力を願ってでなければ六ヶ敷しいという考え方もございました　この予算を計上する時は建物、移転、補償費、これだけしか出しておりません。二十番議員（島袋嘉順君）のおっしゃる損失の補償これは出ておりません。これだけの予算が生み出せないのであります。それで立退かなければならない方に対しては自分の都市を作るという意味で御協力をお願いしてその代り立退先　移転についてのあらゆる便宜を市でもつて考えて行けばそこに妥協点が見出せるのぢあないかということで予算は組んでない訳であります　それで市の方針としましては先　助役からもお話があったように泊の市有地を売るというような方針になっておりますからそこを買う資力のある人に対しては買って戴こう　資力のない方に対しては借りて戴こうという訳で進んだのであります　結局これに補償費が鞍替りするという二十番議員の御意見の通りの結果になって来る訳であります　そしてそのために十二回に亘って関係者の方々と会ってこういう妥協点を見出している訳であります　市の予算が尨大な予算を組める現状でありますればそういったことは問題ぢあありませんが　結局それだけ資力がなければ大きな街道工事に対してはそういった手を打って行かなければ出来ないのぢゃないかという考へ方で進んで来たのであります

○島袋嘉順君

今までの当局の御説明によりまして大体分りました補償は当然なされなければいかん現在日本でも終戰以来都市計画に対しては八十パーセントの国庫補助がなされ、現在でも五〇パーセントの補助はされているということは　これは私も聞いております　そうであるが故に補償はなされなければいけないとは申しますもののこの日本の実情と現在の沖縄那覇市に於ける実情とは違う　これを現在の琉球の支配者である　或は琉球の統一政府と言われている比嘉政府にこれを要求することが出来ないで　現在市民の公共の戝産が売却されることによってその負担を我々市民が担いでおります。こういうことが今事実となって起っております。けれどもこの問題につきまして先も申上げました通り我々那覇市会としては当然この立退の犠牲を蒙るところの方々に対しましては全力を盡してこの犠牲をなるべく少くし將来生活の安定を目指し生活の不安がないように進めなくてはいけないと思っております　そのはっきりした方法が見出せれば現在起っているところの一部の市民の利益と我々全部の市民の利益とどっちがといえば相反したような事実の中からこれを正確なる資料と説明がして貰えば我々も全市民に対してこの三十八名の方々の今後の生活を保障するために働くことは吝かではないのであります　ところが私が申上げますのは、そういう風な都市計画をなすために内地では補助がなされているが現在の沖縄ではなされておらない七千万円を補償とは見ておりません　貰う金でなく借りた金であるから補助だとは見ておりません　そのために我々市民の利益が借りた部面にもって行かれておりますから飽くまでも補償とは見ておらない　それに対しまして現在の那覇市の予算も組まないような貧乏世帶の中から尨大な都市計画が生れて来てその計画をなすために總べての問題が市民の利益やその他の色々な問題がこれに集中されている　これは果してそういう風なことが市民の全体の意思としてなされているかどうか　こういう点にも疑問を持つのであります　この点につきまして今一つ質問申上げたいのは那覇市はその立案された当時日本では補償はなされているか那覇市にはその補償すべき対象がないその相手がないから那覇市自体が解決しなければならない既にその当時那覇市の市有地の売却を計画して今ここまでもって来られたかどうか、先も申上げましたけれどもこの三十八名の方々の土地を売って呉れという要求は別にしまして　そういう土地を売らなければならない状態にまで進んで来た現在の那覇市当局の責任について一つはっきりした説明を願いたいのであります　これは前にも貭問しましたけれども矢張り明確なる返事がなされておりませんからその計画が出来てから現在売らなければならないような議案が出ておりますが議案が出来上るまでの過程について我々が納得が行く限り三十八名の生活の保障については全力を盡すべき義務をもつておりますからその点について貭問致します。

○助役（嘉手納並水君）

この牧志街道の問題は最初この問題を取上げた時に大体土地の買収費は市で持つその他の工事費は軍が持つという話が軍からなされた訳であります　それで那覇市もこれはいい機会だから直ぐ調査をして立案をやらうぢやないかという風にして手を付けたのでありますが御承知のように今通りも狭いし一方通行になつております　そんな関係もあり非常に輻輳しておりますので前の補充選挙以前の議会からこれについては議員の皆さんが非常に関心を持たれて早くこれをやらうぢやないかというような激勵の言葉を戴いております　それで市と致しましてもこれは予算の関係上非常に少額でやむを得ないが先ず皆さんの御協力を得まして仕事をやって行く外はないという気持でやっております　それから次に何も補償がないとおっしやいますが　これは前の当間市長時代から色々と軍と折衝いたしまして泊の埋立地あれは軍がやつたのであります　それをただ貰ったのであります　それから今度ユーチヌサチから泊港の附近まで埋立の認可も受けております　それから泊の北岸を貰うことになっております。以上申上げましたように軍としましても市のためには相当の戝産を与えておりましてこれの貸付水道の利益とかいうようなもので起債を償還して行くという方針をもつておりまして強がち市の戝産が前持っておったものを手放すという訳ではありません　その少部分を賣って大きな戝産を求めようというのが根本問題であります。

○泉正重君

或る一点について相当疑問をもつておりますので、それを訊して貰いたい、お話を承ってみるとやり方に杜撰な点があった　即ち安易さに流れて来ている。御承知のように土地を収用する場合学業補償並に生業補償をしなければならなかった　それでその予算を計上して與えるべきものは與える。從って借地料も取るべきものは取るという公平な処置が講ぜられておったのか仮に一坪千五百円で買って宜しいというのであれば地料が幾らでなければならないかという、今千五百円という案もあるということでありますが千五百円に対する地料十五円は、一パーセントに過ぎない　沖縄の保險会社や他の無盡会社から借りた金利より遙かに安い、そういう市場の金利はあり得ない　買う人々でも全部自己資金を以て借りる人達ではない、或は数年掛って買取るということも承っておりますが仮に地料十五円として一応相談の線をそこにもって行き、今後売却する場合に必ず優先的にその人達に売ってあげるといふ條件の下に先程申しました営業補償のカバーのために更に十五円の賃料をもっと減額した価格によってカバーするといった行き方の補償もやったかどうか、色々と御検討なさったことと思いますが　只今の金利の状况その人達が直ちに営業資金にも困る適当な場所ぢあない或は他に適当な場所を物色して更に再移動したいという場合にも泊の市有地を買ってしまうと束縛される。只今の経済状勢から見ますと兎に角二、三年後の見通しと安定さを見られるまでは却ってその方が安全であり自由を得られるのぢあないか、その地料から昨年の予算に於て計上し與えられなければならなかった営業補償、その面をもカバーするということになりますともっと安い地料でこの人達を救い得るということもあり得たのぢあないか、そういう相談なさったことがあるかどうかその点をお伺い致します。

○建設部長（幸喜克彰君）

只今二十五番議員（泉正重君）からの御貭問でございますがこれにつきましては我々としても最善の努力を盡しましてこの議案が提出される四日前後に更に交渉を開始したところが向うの方としてはこの機会に自分達は借りてでもこの土地を買っておかなければ將来悔を残すことがある現在自分達は長い間借地住いをして今日まで来ている又とこの移轉というような難儀をしないようにという見地からどうしても賃貸ではいけない飽くまでも売って貰いたいというような向うの熱望があったのであります。

○泉正重君

もっと掘りさげて御相談があつたかどうかをお聴きしたいというのは只今の問題でありますがつまり借地でいると何時立退させられるのか分らない、その不安を除去するということは相当な言明がなされたはずでありますがそういうことが信じられなかったかどうか、更に今後売却する場合には必ずその人達に優先的に売るのであつて第三者の希望者があつても第二次的に廻すのだというたような、つまり契約書による彼らの安全感を保証し得るといつたところまでの御相談はあつたかどうかそれもお聴きしたいのであります。

○建設部長（幸喜克彰君）

これにつきましても將来は優先的に売却するというような話もしたのですが然しながらそういう場合は買い取る時の時價の相場によつてであるということをこちらの方から申しましたところが、いやそうなって来ると現在千七百円のものが三千円になるかも知れん、我々は將来は損しても構いませんから現在の相場で売って貰いたい、或は資力がつくまで二ヵ年後に千五百円という約束が出来れば向うは承諾しよったかも知れんですが然しこれは議会の方で二ヶ年後の千五百円というのをここで議決するということはどうも道理上面白くなかったもんですからそういう風になった訳であります。

○島袋嘉順君

更に貭問申上げますと大体今のお話の結果を總合しますと那覇市ではその立案当時、この六十八世帶の方々を立退かさなければいけない牧志道路の拡張工事と計画されている当時那覇市としては予算は組まなかつた、その予算を組まなかった代りに土地の売却を補償費として充てるという風な言葉まで出ておりますがではその当時那覇市としてはこの予算編成に当り飽くまでも泊の市有地を売却するという立場からこの予算を編成されたといふ結論になると思いますがその辺がどうであるか更に又この道路工事丈でなしに所謂立退の犠牲者を出したところの牧志街道拡張工事丈ぢあなしに先に决定されました市庁舎移轉の問題につきましても、どっちを見ましても那覇市の方では問題が明かに具体化し手もつけられなくなってから市会に諮って市会で満場一致可决させるように持って来たとしか考えられない。こういふ状態からして那覇市のこれまでの行政の安易さ、直接市民全体の立場から熱意をもって市政を運營して行くという熱意の足り無さがこういふ結果を齊らしたのぢあないかといふことを今当局側の説明を聴きましてもこういふ疑問が出て参ります。それから先の助役のお話の中にありましたけれども軍は泊の埋立地を六万坪ただで與えているといつておりますけれどもこれは先日那覇市に来ておりますルイス准將からの文書によりまして泊の六万坪の埋立地を與える代り大巾の土地施設の無償提供が出ておりますけれどもそれでも市役所としては六万坪を軍がたたで提供してあるのだ。その泊の埋立地を軍から貰うことによって何らの犠牲も拂わなくてもいいといふ見解でおられますか。

○助役（嘉手納並水君）

非常にお叱りを受けて恐縮致しております実は市の計画と致しまして最初から色々の小さい部分を売っても大きな財産を求めようといふ方針で一貫して今までやって来ておりますがそれにつきましては去った三月三日の議会にも起債の償還財源として通堂町、若狭町、前島町、松山町、松下町、下泉町西新町、東町のある程度の土地を売却処分していいというような議决をしております。それから軍が呉れた土地に対して軍に大きな施設をやるということを言われておりますが大きな施設ということは別段謳っておりません。兎に角將来軍がこの工事のため使用しなければいかん場合にはその土地を借るというようなことが書いてあります。それで市は飽くまで軍は親心で市のために土地を與えたものとこう解しております。以上お答えします。

○議長（真栄田世勲君）

貭問ありませんか。

（「貭問」なしと呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

質問がなければ討論に移ります。

○金城棟義君

先程泉議員並に島袋議員から非常に貴重な御意見を承りまして私も同感であります。私実は日本に出張致しましたが歸った日の翌日の市会の時に今先島袋さんが言はれた日本に於ける八十％から五十％との状况を報告してこれに対して市長としてはどう思うかというようなことを聴きましたそうしましたら市長は僕もそれはわかる現在軍に交渉して見込があるからという返事を與えております。以上の事から致しまして現在の泊も助役から説明がありました様な方法でしかやっておりません。その方法についても先立って前市長当間重民氏がをられた時にも私は丁度都市計画委員でありました。その時に都市計画を甲地区と乙地区に分けるということを聴いたのであります。甲地区はこれから開放されるところの旧市内の区画整理に対して二十八％位宛出し合うてやらう。乙地区といふのは現在既に入っているところ、そういうものに対しては買収して補償するということをあの当時当間前市長は議会で語っておりました以上のことを綜合しますと日本に於ても補償委員会がありましてそこで適当な価格によって補償されている現状であります從って現在美栄橋町は二十八坪位ずつと取上げるのだろうといふような或は現在牧志の道に対しても補償が少な過ぎるということはあるのでありますが昭和二十一年の五月に都市計画事業を始めてから百％完成しております。完成しているのですが向うも二十七％宛取りあげて清算事務はまだやっておらんというような現状であります。以上が私の島袋さんに対する説明であります。勿論土地或は建物に対しては補償しなければいかん然し金がないから補償は出来ない、出来ないから道があかんということは大変なことになるよって私は原案に賛意を表し地主の協力を得てこの道が一日も早く開通すること望みまして結論と致します。

○島袋嘉順君

只今の金城棟義君の話を聴いて見ますと私もその点では認めます。認めるというのはこういうことを認めるのです現在までの那覇市の都市計画を那覇市の一番大きな目的である。都市計画のために犠牲になって来たところの方々に対する最低の補償はなされなければいけないということを認めております。只然しこの場合これまで那覇市のとつて来た全市民の繁栄と生活の安定のために非常に重要な問題である土地の売却に対しましてまだ市民はそういう風な那覇市民の所有地である市有地が議会で决定されたということも殆ど分らない状態であります。万一このことが今日新聞にも載ると思いますけれどもこのことが新聞に報道されて六万以上の市民が市有地売却に対して那覇市会が决定した。那覇市当局はこれまで日本内地にもありますと通り賠償の問題も出しておりますけれどもこの問題に対して那覇市は泊の土地を売らなければこの外に三十八世帶の方々の生活の補障、土地の割当が出来なかったかどうか今まで報告された中にはその努力は聴いておりません。こういう状態の中から先申上げました通りこれまでの那覇市の市政の重要なる問題に対して余りにも安易であり杜撰であるということを指摘申上げたいのであります。そのことにつきましては勿論該当者の最低生活と今後の生活の安定に対しましては我々も全力を盡すべきであると思います。那覇市がこれまでとって来た。今申上げた通り三十八世帶の最低の生活を保障するために他の補償金の代りに土地をやったということ自体が万一これまで那覇市のとつて来た行政面に於ける安易さと目の前のことを片づければいいという杜撰な行き方を合法的でやるということであればこの案に対しては絶対に反対であります。

○金城棟義君

非常に結構です安易ということでありますがこの件に関しても当局に要望致します。現在は市民の友とかいろいろ出ております。そして非常に都市計画というものを知らしめるように努力しているのです。半年前は市民が知らなかつたという時よりも現在は市民の友を発行しているでせう。そういうことでよくなっているのぢあないかと思います。

○浦崎唯治君

市有地は売らない。市の財産として保存して行くというのは同感であります。これは理想でもあります。然し現在の牧志街道の拡張に伴う問題に関してはこれまで市当局の説明などを検討するに数十回に亘って交渉を続けて来た結果が現在の状態になっている膠着状態といいましようか先程から二十五番議員（泉正重君）も直ぐに売らずに安くして貸してそして売る前提として移したらどうか或は二十番議員（島袋嘉順君）の御意見も帰するところは市民の福祉のためにということは同感であります。然し現在までの交渉の経緯を市当局の説明に見るにもう既に売却しなければこの問題は暗礁に乘り上げる実状に立ち至っている状態であります。牧志街道は御承知の通り現在軍民の車輛並に人馬が輻輳しまして而も片側通行の変態的道路であり又過日あの街道で悲惨な幼女の輪禍事件も惹起したまだ耳新しい例もあります。所謂交通地獄の感じがする通りでありこれを一日でも放任してはならない状况下にあることは市民並にこの街道を通つた全琉の人民が痛切に感ずる問題であると思います。あの埋立地の市有地から都市計画のために一部の土地を犠牲者に売却致しまして所謂國際的全琉の主要道路である牧志街道を拡張すれば、この千二百坪売つた市の所有地、十何万坪の中僅かの千二百坪を売つてこれが直接、間接に市当局並に市民に大きな利益を来すのは言を俟たないのであります。

既にその三分の一那覇署前から税務所間は九分通り完成しておりまして現在の問題の通りでありますが、この通りの人達も何も自分で好きこのんで向うに行くのぢあないし、私達が調べた範囲内では相当良い場所におって何も生活の心配もない方々もおられます。これが所謂市に協力するという意味で犠牲者としてこれから移つて行く収入減を予想しながら悲壮な覚悟で行かれるのですから通り関係者の立場も考慮して貰って希望通り売却し所謂交通地獄の牧志街道を人道と車道を完備した。理想的な道路を実現すべきであると思います。以上申上げまして私は原案に賛成するものであります。

○辺野喜英興君

七番議員と同じ考え方を持っております。簡單に申し上げます。今のこの問題ですが、これが原案が通らなかつた場合には道が開かないといつても過言ではないと思うのであります。というのは今までの折衝の状况を聴きますとこれならば向うの立退者の方々も承諾するという確信をもつて部長も返事をしているのであります。した場合に又　私はこう考えます。これが通つた場合には早急に道が開くといつた場合に今浦崎議員がお話しましたが私が考えるにこの通りがあくことによって生ずる利益は向うの土地の千坪位とは問題にならないと思うのであります。その利益たるや目には見えないかも知れないけれども相当な利益を受けるのであります。那覇市民ばかりぢあなくしてこれは全琉の利益だと私は解するのでありますからして原案に賛成するものであります。

○泉正重君

只今の二番さん（辺野喜英興君）のお話は何か、我々が牧志街道の拡巾について反対したかのような言葉を弄しして居られますがこれはお互い賛成し合つての議論であり問題は方法論に過ぎない。つまり移動先の土地を売るべきか、貸すべきかといふことを検討し合つているのであります。専ら財政的に話を進めて参つたのでありますが現在の千五百円に対する地料十五円は一パーセントであります。この金利は甚しく低金利であり、而もその賃貸料が今後どういう変化を来すだらうかこれは勿論近く琉球に於ても借地法が制定されなければならないのであるがその建前が時價の一パーセントであるというのが借地法の常識的な理論なんであります。してみると低金利の一パーセントの地料を払つて行つた方がいいかそれとも資金難で困難を来す人が強いて工面して買わなければならないかそこの不安定感に対してもつと当局が親切気をもつて説明して下さつたかについて貭問申上げたのであるが然らば那覇市の財政から、那覇市は公共団体であり、六パーセントで融資しております。地料が年十二パーセントになるとその半分で銀行の利息をカバーし半分は元金に戻して行ける。これは公共団体という基本財産をもつているが故にこの操作が出来る。我々個人では日歩二銭六厘年に計算すると九・何パーセントになります。そのために例えば土地にしましても保存登記をする抵当権設定をする、火災保険料が出るといったようなことを考えますというと一パーセント以下にはどうしても下らない金利であります。これを出すことによって相当期間居住の安定感を得万一売渡す場合には優先的に買取る権利があるということを考えれば強いて売るのでなければ嫌だといつている真意が分らない。この一点だけ申し上げて買取の方々か後日お困りになるのぢあないかということを感ずるのであります。我々は牧志街道の擴巾については全面的に賛成でありその必要は認めているが故に立退者の將来の生活の安定を得る方法、借地法によって護られる方法がもっともいいぢあないかということを繰返して申上げておきます。

○金城棟義君

只今泉議員から貴重な交渉の方法についてお話がありましたので一時休憩して協議して見たらどうかと思います

○議長（真栄田世勲君）

六番議員の動議に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

それでは一應休憩致します。

（午後二時五十分　休憩）

（午後三時二十分　再開）

○議長（真栄田世勲君）

会議を再開致します。お諮り致します。議案第二十四号は問題が重大でありまして、その重要性に鑑みまして本案審査のための特別委員会を設置致しこれを同特別委員会に付託したらとこういう風に考えておりますが御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

全員御異議がないようでありますからこれを特別委員会に付託することに致しまして、特別委員会は数は十名として委員は議長の指名によって御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

全員御異議ないようでありますから委員に辺野喜英興、金城棟義、浦崎唯治、宜保為楷、喜久山朝重、大城鎌吉、泉正重、阿波根直英、城間康昌、比嘉朝四郎以上十名を特別委員にお願い致しまして、この議案第二十四号は本特別委員会付託として明日特別委員会を開催して貰いこれを審議して載く、左様取計いたいと思いますが御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議がない様でありますから議案第二十四號は左様取計います。委員長は委員の互選でありますが特別委員の方々は委員長を互選して報告して載きます。

○城間康昌君

本特別委員会の委員長は互選の結果、泉正重君が選擧せられました以上報告致します。

（拍手）

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

次ぎは日程第六の美栄橋地区区画整理に伴う立退者の受入に要する市有地の賃貸隨意契約をなすについて議案第二十五号を議題と致し書記をして議案を朗読させます。

（書記「新垣政二君」議案第二十五号朗読）










議案第二五號




美栄橋地區區画整理に伴う立退者の受入に要する市有地の賃貸隨意契約をなすについて




都市計画の區画整理によつて立退を余儀なくされた美栄橋地區の別紙宮里真光外九名の移転先に充てるため前島町二丁目市有地（埋立地）一〇四坪五勺を左記に依り隨意契約を以つて貸付致したい。




　　　　　記




一、賃貸料　　　　坪当　　最高一五円　最低一〇円

　　　但し一九五四年七月一日以後は市の定める時価とすることができる。

二、一人当貸付坪数　　　三十二坪以下

三、契約案別紙の通り




右議決を求めます。

　　　一九五三年五月二十日提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　那覇市長　又　吉　康　和

那覇市議会議長

　真栄田世勲殿





美栄橋地區々画整理に伴う立退者調書

[image: 画像]





　　　　土地賃貸借契約書（案）




那覇市長又吉康和（以下甲と稱する）

何某（以下乙と稱する）

右当事者間に土地賃貸借のため左の通り契約を締結する。




一、甲は那覇市所有の土地前島町二丁目何番の内何坪を乙に賃貸することを承諾する

二、乙は借地料月金何円也　当月分を翌月第一月曜日までに支拂うものとする。但し一九五四年七月一日以後の借地料は甲の定める時価をもつてその額とすることができる。

三、乙は該土地に貸家を建てることはできない。又土地を転貸することもできない。

四、乙は該土地を返還の際は原状に復する義務を負うものとする。

五、甲は乙が借地料支拂の不履行及び禁止事項に反したときは契約を解除する。

六、この契約の有効期間は五年とする。但し甲乙協議の上契約を更新することができる。

七、乙は契約不履行に依つて生じる損害に対し辨償の義務を負うものとする。

八、契約保証金は免除する

右契約を証するため契約書二通作成し、甲乙各一通保管する。




　　　　　　年　月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　甲　貸主

　　　　　　　　　　　　　　　　乙　借主










〇議長（真栄田世勲君）

当局の説明を求めます。

〇建設部長（幸喜克彰君）

それでは議案第二十五号について私から御説明申上げます。これは美栄橋町の区画整理に伴い道路に面した十軒でございましてこれは雨天の時にはまるで田圃みたいになりまして非常に家主の方が困っている状態で商売も出来ない。早くなんとかして貰いたいといふような願いがございます。美栄橋町の区画整理の中には百二十六軒の移動しなければならないのがございますが、これに対しましては現場と都市計画の方で斡旋の勞を執りまして色々な場所に土地を見つけて九十軒許りは解決がついておりますが、その他未だ相等の未解决分がございます。然しながらこの中にも各地区内で処理をされるべき問題、その他、地区外に移転を予想されるものがございますが差当りこの十軒に対しまして先程申上げました道路に面しているこの困った方々に対しまして今の泊の埋立地をお貸しするということにしたいのでございます。どうぞよろしく御審議をお願い致します。

〇金城棟義君

建設部長のお話によりますと、願いがあつたというのですが、これに陳情書がついていないのですか。

〇建設部長（幸喜克彰君）

これは別に向うから書類によつて陳情した訳でなくて亊務的の折衝の結果、向うからの切なる要望があつてこういう風にした訳であります。

〇金城棟義君

こういう場合に都計課長は先程図面添付の必要がないということですが、十円か、十五円か議决する場合に図面があった場合に始めて十円から十五円位ということを究め得るのであってこういう場合に必要であります。

それからもう一つお訊ねします。九十軒は處理出来たところで宮里真光外九名の移轉先に対しては非常に賛成ではありますが前に處理した九十軒というのがどういう風に処理されたか、今度の宮里さん外九名との不公平的なものが生じて来んかというような懸念をもつているのですがそういふ方面はどんなでございますか。

〇都計課長（花城直政）

美栄橋地区で移動しなければならないのが百二十六軒あります残りは三十六軒であります。処理したもののうち地区内で處理したのがございます。これは区画整理事業は土地の交換分合を伴う訳でございまして前自分が持つておつた敷地はその人に権利がある訳でございます。その権利もその土地と一しように移る訳でございますからそこに移している訳でございます。それから地区外に三十三軒移動しております。これは例えばこういふことがございます。百坪の中に五軒入っておつたとします。百坪が区画整理によりまして七十坪になった。それには五軒は入れきれないといつた場合にはその建物は他にもつて行かねばならないので私達としては地主と建物主といろいろ交渉を致しまして円満裡に移している訳でございます。そしてその外二十七軒でございますがこれは移さないでもよろしい建物、少々切つてそのまま済む建物であります。未完了の部分は三十六軒、地区内で一應可能十四軒、地区外十二軒、泊埋立地へ十軒、この十軒を向うに貸して戴けますればこの美栄橋町の区画整理の建物移動も全部完了する訳であります。それに対しては別にそういつた不服はないと思います。土地を斡旋してやるといふ前からの方針で又向うでそういう話合をやつております。

〇金城棟義君

市当局の親心で九十軒余も片づけて戴いたのは非常に有難いと思つております。そこで矛盾が考えられるのは例えば美栄橋なんかは十円から十五円の間の地料を拂う。地主も承諾をしたのですか。ところが向うの地代は確か私は三十円から四十円と聞いている。そうした場合にそこに矛盾が生じて来るのですがそういうところも家主は納得している訳ですか。

〇都計課長（花城直政君）

地区外に移動している分は自分で土地を探している人もあります。我々が世話したものは大体財産管理課が貸している十円という程度の値段でもつて我々は世話してやっております。地区内の分はそこの地主との交渉の結果になりますが結局整理された曉は住み良いところになります。そこは幾らか上つてもよろしいというような家主の諒解の下でございます。

〇宜保為楷君

只今の議案第二十五號は都市計画の区画整理によつて立退を余儀なくされた人でありますけれどもこの人らが議案第二十四號のように土地を売つて呉れといつた時にこの希望者に対して売る土地はありましようが議案二十四號は議会で売れるようになつた場合にこの人達にも売りますか売れる土地はありますか。

〇都計課長（花城直政君）

その時の状况で又議会に諮って議决を得なければなりませんのでそのことは何とも分りません。

○島袋嘉順君

只今の宮里真光氏外九名の移転の陳情でありますがこれは私聴き落したかも知れませんけれどもこの方々はここに出ていますところの立退者調書の移転理由の中にある理由の結果市当局が移さなくてはいけないのか、この方々の要求によって移さなくてはならなくなつているのかそこのところを一つはつきりお答え願いたい。

〇都計課長（花城直政君）

区画整理事業は土地の交換分合を伴うものでございます。それで前自分が建てていた家が地主が変りますから当然前の自分の権利があつた土地に行かなければなりません。必ず動かなければなりません。又前の土地にそのまま動かずにいるところは動かなくてもよろしいか土地かそのまま現在の位置に換地されましても埋立関係で埋立しなければならないところはどうしても一ぺんは移動しなければならない建物もございますそれで工事の都合上こういう立退しなければならないものもありますし本人達がここよりは早く何処かへ行きたいという希望もございます。

〇島袋嘉順君

移さなければならない状態になっているのですか（都計課長「そうです」）それにつきまして万一移さなければならない状態であるとすれば結局、これは前の議案第二十四号に出ておりますところの三十八名の方々と同じような立場に置かれるのぢあないかと思う。その場合にこの方々が移らなければならないような立場になっているとすれば矢張り前の三十八名の方々と同じような賠償の問題まで出て来はしないかと思うが万一賠償の問題か出て来ます場合矢張り今先十五番議員の貭問の中にありましたようにこの問題につきましては議案二十五号も同じ性格を帶びて来ると思う。万一前の三十八名の方々に三ヵ年貸付けてその後は状況の変化によつて売つて呉れといふ要求があつたとかなかつたとか聞いておりますがこの方々が移って行って万一移らなければならない理由によつて移つた場合三ヵ年後に要求が出て来るかも知れませんがその点どうお考ですか。

〇都計課長（花城直政君）

この区画整理事業は計画をしましてそこの関係者の方々をお集り願いましてその時に市の方針をお話申上げそれに対して御諒解をされております。土地は自分の権利をもつた土地に市が責任をもって工事を行う自分でやりたい人は移転費用を出して貰うという諒解の下にやつております。そこには牧志街道の場合とは別個な立場であの時から話を進めて工事をやっております。

〇島袋嘉順君

話合とか何とかでなく法的な根拠に基いて賠償しなければならないのか話合で納得したから法的な問題には触れずにすんだということですか。

〇都計課長（花城直政君）

これは何も土地収用ではありませんのでそれに対して補償しなければならないという義務をもっておりません。それは向うと話合がつけばいいと思います。又土地収用法でも何でも必ず拂わなければならないということはないのぢあないかと思います。結局当事者と納得が行けばいいんぢあないかと考えております。

〇島袋嘉順君

法的な根拠の中からという解釈が生れて来るのでありますがその外に理由があるのですか。そういう解釈になるのですか。

〇都計課長（花城直政君）

向うはそういつた前からの市の方針でそこの関係者とそういう風に話をして納得しておりますからその方針で進んでいる訳であります。

〇島袋嘉順君

そうなりますとこの方々が状况の変化によってこの土地を是非売って呉れという要求が出て来た場合にこれを拒否するところのはつきりしたものをもっておられる訳ですか。

〇建設部長（幸喜克彰君）

それについてお答えいたします。この十軒に対しましては向うの方と色々折衝の結果買うのぢあない貸して呉れといつているのです。貸して呉れと申出ているものに対して君らは買えということは出来ないので我々は飽くまでも借ります。市の温情によって今度泊の埋立地に行くことは非常に有難いことである。市内の方には何處にも土地がないだからこれによって貸すことによつて向うは満足している訳でございます。今度若し売つて呉れというような場合があれば或は場合によつては又議会に諮りましてよければ売つてもよろしい。これは我々の方で売るとか、売らんとかというようなことは今のところはつきり答えは出来ない訳でございます。その時になつて議会にお諮りするより仕様がないこう考えております。

〇議長（真栄田世勲君）

貭疑を終了致し討論に移ることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます依って左様に决し討論に入ります。

〇金城棟義君

只今島袋議員より非常に重要な法的なのが出ておりますが私の見解を申上げます。六法全書を探しているのですがないのですが、都市計画の中に区画整理事業というのがあります。それによりますと先程説明致しましたように都市計画にはＡ地区とＢ地区がある。現在当面せる問題はＡ地区の区画整理による。立退の問題を如何にして処理するか法的にどうなっているかというと売らんでもいいようになっているのです。そういう工合になつておりますので若し次の議会に出た場合は私は反対します。以上が要するに私の個人的見解であります。

〇議長（真栄田世勲君）

外に御意見ありませんか。

（「進行」と呼ぶものあり）

〇議長（真栄田世勲君）

御意見がないようでありますからそれでは議案第二十五号は可决確定議と致しまして御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

〇議長（真栄田世勲君）

御異議がないようでありますから議案第二十五號は可決確定議と致します。

――― ― ―――

〇浦崎唯治君

動議を提出します　時間も相当進んでおりますし後决議案第一号と答申第二号がありますが本日はこれで打切りまして明日午后一時から本会議を開いたら

〇議長（真栄田世勲君）

七番議員から動議が出て居りますが本日はこれを以ちまして会議を打切りまして　明日は午前中に特別委員会があるので午後一時から議会を再開致したい　こういう動議が出ておりますが　御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

〇島袋嘉順君

一広午前中は委員会午後は本会議ということになつて居りますけれども、午前中の特別委員会に対しましてこういう要求をしたいのです。一應委員会の方で案を立てられたら時間を見計つて関係者或は一般の方々に対して公聴会を持つ必要があるのぢやないかと考えておりますけれどもその結果はつきりした具体的な資料を我々が握つてから本会議に委員会案をかけるという風にした方が尚はつきりして来るのぢあないかと思います。

〇議長（真栄田世勲君）

本会議は明日午後一時から再開する。左様取計います長時間の御審議誠に有難うございましたこれを以ちまして本日の会議を閉じます。

（午後三時四十六分　散会）
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一、事務局

局長　新垣良正

新垣政二　　　長嶺将秀

――― ― ―――

一、本會期會議録署名人

　　　　　　　　　　　一九五三年十一月十九日

　　　　　　　　　　　那覇市議會議長

　　　　　　　　　　　　　　　真栄田世勲

　　　　　　　　　　　一九五三年十一月二十日

　　　　　　　　　　　　　　　二十六番議員　渡口政行

　　　　　　　　　　　一九五三年十一月二十三日
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　　　　一九五三年五月二十一日（木）午後一時十五分開議

○議長（真栄田世勲君）

只今から本日の会議を開きます

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

本日の出席二十五名、欠席二名であります

○議長（真栄田世勲君）

本日の議事日程を報告致します

　　　議事日程第四號

　　　　　　　　　一九五三年五月二十一日（木曜日）

第一、牧志街道拡巾工事に伴う立退者の受入れに要する市有地の賣却處分について

（市長提出議案第二十四號　特別委員長報告）

第二、一九五三年度土地税の二重課税に関し一九四九年九月二十七日施行の沖縄民政府告示第十二號の二の法的根據並びに法的効力に対する疑義について

（十六番　十九番　二十番　議員提出決議案第一號）

第三、公有水面埋立申請について

（主席諮問第三號　建設委員長報告）

第四、樋川通り、開南大通りの道路補修方に関する陳情について

（玉城宏輝外一名からの陳情　建設委員長報告）

以上であります

――― ○ ―――

本日の會議に付した事件

日程第一、牧志街道拡幅工事に伴う立退者の受入れに要する市有地の賣却處分について

（市長提出議案第二十四號　特別委員長報告）

日程第二、一九五三年度土地税の二重課税に関し一九四九年九月二十七日施行の沖縄民政府告示第十二號の二の法的根據並びに法的動力対する疑義について

（十六番　十九番　二十番　議員提出決議案第一號）

日程第三、公有水面埋立申請について

（行政主席　諮問第三號　建設委員長報告）

日程第四、樋川通り開南大通りの道路補修方に関する陳情書について

（玉城宏輝外一名からの陳情　建設委員長報告）

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

只今から議事に入ります。日程第一の牧志街道拡巾工事に伴う立退者の受入れに要する市有地の賣却処分についてを議題と致し特別委員會に於ける審査の結果並びに経過の報告を求めます

○泉正重君

昨日の本会議に於いて牧志街道拡巾工事に伴う立退者の受入れに要する市有地の賣却処分に就いてこの問題が余りに重大であると云う皆さんの御意見に従い特別委員會に付託に相成りました結果、本日午前十時特別委員全員出席の上審議を進めて参りました。その結果を概畧御報告申上げます。最初に全員の申し合せに依りまして協議會の形式をとって市当局の今日迄の折衝経過について、具体的な報告を求めたのであります。之に依って結論づけられたことは特に金城議員の意見に従いまして、先の十二名の議會議員がいらっしゃった議會であった時に建設委員會があったにも拘らず執行機関は、之にお諮りなく單独にこの交渉を進めて来た。而もその進め方が余りに具体的な方向へまで線をはっきり打出して来てゐる。こう云う結果に相成ったのであります。更に陳情者の代表である六名の方々の中のお一人による御意見を拝聴致しました處千五百圓及び千七百圓の値段は適当であると思うか。之に対するお答えは拡巾工事の為に犠牲を払う立退者にとっては非常に重い値段である。然るに現在の社會の情况に鑑み且つ市に協力すると云う建前から、この値段を甘じて受けざるを得ないと思う。更に賣渡してしまうと云う決議一本でよろしいのか。中には資金の都合上暫く賃貸すると云う希望者はいないか如何か。一本建で差支えないかと云うことに対しては全員買取ることを希望致して居りますので決議も買取ると云う一本建でよろしいと云うお答えであります。更にこの泊埋立地に対して御希望なさって居る三十数名の方々が同一なる犠牲を払い而も同一なる環境に対して買取り値段に差額があって土地を買取すると云うこの状態をお認めになるかと云うことに対して然りその通りだと云う御答弁なのであります。從いまして特別委員會に於ける最後の意見の調整は特に辺野喜議員、金城議員の御発言に依りまして従来の執行機関の行き過ぎ、これを是正して貰いたい。この不手際を再び繰返さない様に御注意願い度い。これは条件でなくての希望であります。更に宜保議員の意見と致しましては現在市自体が借地して居る場所が合計一万五阡五百坪に及んで居る。かかる土地を今後換地せんとする場合に、それに代るべき土地の見透しがあるかといったことも十分御注意願いたいと云う所謂条件付決議ではないのではありますが、斯かる希望を当局が具体的に賣却の意思を表示し且つ千五百圓及び千七百圓だと云うはっきりした値段の打出しをする迄この議事機関に諮っていないと云う行き過ぎの点については当局も十分認めて下さって居ります。斯かる点を綜合致しまして、そう云った今後の希望を十分當局に伝えることに依りましてこの問題を満場一致で原案に賛成すると云う風に整えて参りました繰返して申上げます。この問題は斯かる状態に追込まれているから我々は賛成するが、つまり白紙的に申上げますと、成る可くならば賣らないで貸して行った方がよかったが斯く相成っては賣ってしまう方向が當局及び犠牲者に対してもスムースの解決の方法であると云う結論を見出した次第であります　以上報告と致します

○議長（真栄田世勲君）

委員會報告に対する貭疑に入ります

○金城棟義君

只今委員長から報告がありました通りでありまして昨日休憩の時に既に反対意見の方々とも相談して特別委員會で論議は盡きております。或は貭疑應答も既になされて今日茲に至って居ります。仍って本員は之を討論を抜きに致しまして皆さんの御協力に依りまして全員一致で可決して載く様にお願い申上げる次第であります

○島袋嘉順君

只今特別委員會から報告がなされて居ります、之に対しまして委員會に一、二貭問を致しまして更にこの當局提案に対する根本的な問題を我々は討議しなければいかん立場に置かれて居りますので、その問題を併せて意見を申述べたいと思います。只今の委員長の報告に依りますと執行機関の不手際を繰返さない様に注意して貰うことが大体當局の決議機関を無視した所の行過ぎに対する注意、二番目に原案を満場一致で可決すると云う風な同委員會の報告、委員会の全員の態度が今ここに表明されて居ります。之につきまして貭問申上げ度いのは　斯かる誤りを再び繰返さないと云う風に當局に勧告すること。是は確かに今後の当局の不手際さ、行過ぎを是非する為にとらなければいけない問題でありますけれども、然し飜って我々那覇市會に與えられた市民の代表機関としての本貭的な立場を考えます場合にこの問題につきまして單に執行機関にこの問題についての勧告丈に止まると云うことは果して今後の那覇市の行政に大きな運営の齟齬を来たしはしないかと云うことを吾々は具体的なる実を以って感じるのであります。この具体的事実について申上げますと、例えばこの当局提示議案二十四號に依りますと土地を賣却するの案となって居ります。然しこの問題につきましては我々が考えなくてはいけない問題でありますけれども第一この問題が今の様な態度で一部市民の生活の保障を考える為にこの市有地の賣却と云う具体的な事実でもって既成事実を造り上げる場合、我々考えますのは現在那覇市には軍道路である所の第一號線路と云う軍道路によって莫大な私有地を取られて居る犠牲者が相当おられます。

この私有地、収用された私有地の賠償に対しましては軍が是を處理すると聞いて居りますけれども未だに具体的な處理は為されておらない政府に於いても、この問題は解決されておらない万一この一號線路丈でなしに更に軍桟橋に私有地を取られている所の旧山下、垣花、住吉町の今後の問題があります。こう云う問題に対しまして万一ここで我々が現在迄既成事実を造り上げて来た當局の是迄の行政に対しまして責任をこの程度に止めて那覇市會がこれを可決する場合、この可決した既成事実に基づいて之を莫大な犠牲を拂わされてあった所の一號路線の所有者並に旧山下町、住吉町、垣花町の方々が此の事実に基づいて万一政府或は軍の補償は飽き足らず、私有地の返還をその儘放棄しましてこの問題と同様な性格をもって市有地の賣却陳情が出て来た場合にこれに対する當局は現在に至るまでの間で既成事実を造り上げましたことに因りまして那覇市會に其の責任を転嫁されるのか如何かと云う問題が御座います。之に就きまして當局の説明も要求し併せて委員會のその問題に対する基本的な態度も我々は要求したいと思います。次に二番目の疑問としておりますのはこの陳情書を提出された三十八名の方々の実態調査であります。これは私も先の委員會に出席しましてある程度聴いて居りますけれども此の三十八名の代表者の方々の口から漏れて居りますのは私はこの方々の生活の保障を念頭に置いてこの問題を取扱って行くと云うことを前以って申上げて置きます。この委員会に於ける陳情者代表のお言葉を聴いてみますと我々はこれ迄悪貭な地主の為に非常な妨害と不安を與えられて来た。この際地主としての立場から生活の安定と地主に脅かされない、今後の日常生活を我々はやって行き度いと云う證言が御座いましたけれども、この市有地は現在の市有地の主は那覇市であり、全市民であります　之に対しまして賣却を一應取除きまして賃貸と云うことを考えます場合に果してこれ迄この方々が悪貭な地主に脅かされて来た如く今後もこの方々が那覇の市有地を借りた為に矢張り同じ様な悪貭な地主と同様市當局から、そう云う待遇を受けるべきことがあり得るか如何かと云うことを私は疑問に思って居るのであります。そう云う代表の方々のお話しを承りました。更にもっと具体的に申しますとこの陳情書の中には本宅に住み貸家を持っている方が、この陳情者の中に御座いまして、此の際土地の賣却を要求し陳情して居る方々がいらっしゃると聞いて居りますこう云う実態調査の結果我々がその実態調査の中から更に検討しなければいけない問題が多々残されて居ると思います。こう云う事に対しましては委員會にも或は市當局にも、この三十八名の方々の実態調査を我々那覇市會に全部提供して貰い歩み寄るべきは歩み寄って全市民の立場から全市民の利益を捕護する意味に於いては我々にはこの妥協案に賛成出来ない様な事も、その調査の中から出て来るのぢやないかと思います。以上大体二ツの疑問を持って居りますので、この点につきまして、委員會並に當局にはっきりさせて貰い、更に我々はこの問題こそ單なる陳情者の立退該當者の生活保障丈でなしに、この問題に引続いて起って来る所の那覇市民の生活に與える影響、例えば一號路線の方々が陳情して来られたり、旧垣花の方々が来られた場合に、こう云う既成事実に基づいて果して那覇市會は市有地を處分することは出来んとはっきりした断定をし得るものであるか、如何かと云う疑問も我々はもって居ります。

是迄申上げました様に、この市有地賣却の問題に対しては委員會でも或は昨日の本會議でも本貭的なのが暴露されて居りますけれども、この問題は那覇市の行政執行に対する安易さであります。我々は敢てこれを強調したい、万一委員會の案として出されて居ります執行機関の不手際を繰返さない様に單なる勧告丈に止めます場合に現在那覇市民の自由意思に依りまして代表として上って来て居ります所の議員によって構成される議會の権限を完全に那覇市会の行政執行の為に無視されると云うことになりはしないか、如何か、この点も我々は最初から那覇市が補償額を支払う代りとして土地の賣却を始めから計画して進めて来たと云う事実が現われて来て居る以上、この問題に対して尚一層市会の根本的な態度とそれに対する處置を審議して載いて、この問題を今日はここで簡單なる決議として残す場合には　如何なる影響が起って来るか、其の全責任を那覇市會の全員が果して採り得るか、如何か、と云うことにつきましては私は疑義をもって居りますので其の点について當局或は委員會或は意見のある方々からの御意見を拝聴したいと思います。

○金城棟義君

二十番議員（島袋嘉順君）のは貭問をする場合は簡潔にやって載かんと、あとで忘れてしまうので希望致します。ひょっとすると忘れて居るのが有るかも知れませんが先輩のお許しを得まして委員會としての話をやって見様と思います。二十番議員は一部市民の生活を保障する為に委員會は、この案を通すと云うことを言われましたが、之は委員會としても牧志街道拡巾工事遂行上一部市民三十八名の移転を余儀無くされたのであるが比嘉朝四郎議員が、この事は一部市民の様で之は全琉的な大きな問題だ、この三十八名を移して道が開くことに依って那覇市民丈でなしに全琉的に之が非常に重要な道路であるのだから市民全体の為であると云う様な比嘉議員の意見でありました。それから軍道路に取られた人々の話も泉委員長が花城都計課長に貭問がありました。之も論議されました。ここで私が結論丈を申上げますと、之は喜久山議員が都市計画課長の貭問は久茂地とか或は松下、松山、垣花とか云うて軍の使用地に取られて居る私有地を泊に移す所の計画があるか、如何か、或は將来如何する考えかと云う質問に対しまして、花城都計課長は、こう云うことを言って居ります。後で私も補足したのですが、花城都計課長は、この一號路線に対しては軍が買収すると云う基本的な軍の意向の様であったらしい。所が最近になって道が開いたら軍は方針が変って、今度は之は民も使って居るのだから、之は政府が負担すべきであるとかと云う様な意向らしい　それで市当局としては口頭でこう云うことをしてはいけないと云うので文書を出したそうであります。其の文書の返答が未だ来ない。来ないから之が處理については皆さんと建設委員會の方々と何れ相談すると云う返事でありました。それで委員會としての考えは、これは委員長が希望的条件として原案通り可決して、それに宜保議員の注意、辺野喜議員、私の注意を添付して可決し様と云う様なことであります。実態調査の話がありましたが之は時間がなかったのです。當局は資料を持って来て居りました。所が私が意見を出したのですが、これを一々私達議員が実態調査で隅々まで調べる必要はないのではないか、それよりも何時でも議員にその資料を提供する様にしたらどんなもんですかと云うことで纒った訳であります。

○市長（又吉康和君）

二十番議員（島袋嘉順君）に対してお答え致します。一號道路と牧志街道の性貭は全く違って居ります。あなたは同様と思って居らっしゃるかも知れませんが一號道路及垣花の軍が使って居るものは今日のオグデンさんの市町村長會になされた演説の要旨が各新聞に出て居りますから、あれを熟讀されたら納得が行くのであります。市が責任を持つ訳でもないし　又市會が責任を持つ訳でもないし、国際的立場に於きまして、アメリカを中心とする自由主義國が持つ訳であります。之は我々の力では如何にもなりません。それから二十番にもう一ツ御相談しますが市會とか執行機関市役所と云うのは二ツの理事會でありまして、之で市役所が成立して居るのであります　二にして一であります。相寄って行くべきであります。

兎に角理想は話合で行くべきものである。話合で出来るものは話合で行くべきものであります。只そこに執行機関がやり過ぎる時には、あなたがチェックする　チェック・アンド・バランスと云うのが目標でありまして決して執行機関丈で出来るものではありません。あの委員長の御注意、又六番議員（金城棟義君）の御注意は今後十分愼重な態度で行きたいと思って居ります。之丈は安心して然るべきものだと思います　そう云う自分勝手なことは、こういう機関が備って居る以上無視は出来るものではありません。願くば理想は何處の民主主義國でも話合が理想でありまして、そして其のやり方はチェック・アンド・バランスが各民主國のやり方になって居ります　それで行って居る訳であります。今日の市會も是でチェックをして居る訳であります。

○島袋嘉順君

私の今先迄申上げました疑問な点並に貭問に対しまして市長並に六番議員（金城棟義君）のお答を承って、これにつきまして更に湧き出て来ました疑問につきまして、貭問につきましてもう一度繰返します。先づ最初に順を追ひまして六番議員の私の貭問に対する御返事になって居りますけれども全琉的な問題である即ち牧志街道は全琉的な問題であり、勿論那覇市の問題と云うことも含まれて居ることと思いますが、是に依って一部犠牲者の問題だけではない一部犠牲者の犠牲を払うことに依って全琉の問題になると云うことを申されて居ります。之は私も認めて居ります　認めて居りますけれども、然し認められない点が御座います　それは全琉の問題である限り或は全那覇市の問題である限り那覇市はもっと、この問題に対しては市会の意見を聴かなければいけなかった。市民の意見を聴かなければならなかった。那覇市議は市會の決議によってなされ、我々市民はその道路の工事に依って恩恵を受けるかも知れない、然しこの道路の計画とこれの莫大な予算については相談を受けて居ない。その問題についても我々は單なる全琉の問題だからこの一部の方々の犠牲を我々は見てやらなければならないのであります。でありますからこそ我々はこの問題を出して居るのであります。次に一號路線の問題でありますけれども、之は先の市長の御答弁の内容を織りまぜて私は之に対する反駁を加え度いと思います。何故ならば私の一號路線に対する貭問に対しまして那覇市は軍に或は政府に當らなければいけない問題であります。責任があるから、然し當った結果を今金城議員の御報告を聴きますと漠然として未だ来て居らない、軍が果してその一號路線の損害にどれ丈の價格を支払うか、支払ったか、或は支払う丈でなしに、この借地をして居る一號線路の犠牲者に対して土地を與える必要が出来た場合、要求された場合、是を軍が斡旋するか、如何か、政府が斡旋するか如何か、又那覇市にその賠償も處理されない犠牲を受けて居る方々が、この問題につきまして政府の或は軍の賠償の支払いを待たずに、この際我々にも土地を與えて呉れと云う事実が若し出て来た場合、これに対して軍が是を處理するか賠償金を支払うから、或は政府が之を處理するであろうから我々那覇市の責任とは別であると云って断る法的根據があるか、如何か、それにつきまして我々は矢張り那覇市の市民の軍事基地に対する犠牲の損害を防ぐ為に那覇市會は當然これを取上げなければいけなくなって来ると思います。その場合我々那覇市會が一應現在決議され様として居る、この牧志街道の犠牲者に対する土地の賣却について決定した場合こう云う既成事実が果してこの要求をして来る他の犠牲者の方々を納得せしめる方法があるか、如何か、その責任を取り得る方法があるか、それについても私は明答を得たい。次に実態調査の問題でありますが実態調査の中からしか我々市會議員の行動も出て来ないと思います。それは既に実態調査の中から昨日決議された議案第二十二號に対する判決が市民の中から既に出て来て居る。こう云う事実を我々は実態調査に依って知って居る。現在重要な問題として市會に出されて居ります、この立退者の実態調査に対しても実態調査をすることは時間的な余裕が掛るから時間的に渉らないから或はそれをする必要がないからと云って、之を押し潰した場合この実態調査をせずにやった決議の中から生れて来る醜悪なる事実を若し市民の手に依って暴露された場合、之に対する責任をその委員會は取り得るか、如何かと云うことも併せて今の答弁者の回答を聴き度いのであります。

次に那覇市長にお聞きしたいと思います。一號路線を牧志街道とは本貭的に違うと云う事を云って居られます。一体牧志街道と一號路線とは本貭的に何處が違うのか、この本貭的に違う理由を説明して貰いたい。若しこの説明に対する回答が的確でない場合は一號路線の犠牲者を無視してもいいと云う結論が出て来やしないかと思う。この点本貭的な違いを要求します、一號路線垣花は軍が責任を持つと云って居るが軍の責任の取り方は土地の賠償金を支払う以外にはないと思います。この場合果してこの金を取った現在の軍使用地價格は微々たる金であると云うことは知って居ります。この賠償金を以ってしては今借地をして居る貧困のどん底に喘いで居るこの地主達が軍に対しては地主であり、市民に対しては借地人であるこの方々が万一軍の微々たる、どの位の額が出るか判りませんけれどもこの金で土地を買うことは出来なくて、又更にその土地使用料に対して高額の土地使用料を支払うことが出来ない場合に矢張りこの方々としては、この問題につきましても那覇市會に当然陳情を持って来るのぢやあないかと云うことを我々は見透すのであります。又その犠牲者に対する軍事基地の犠牲者に対する責任を那覇市會は考えなくてはいけない立場になって来て居る。こう云うことにつきましては軍が備え責任をもってもその責任が軍の取る責任が果してこの犠牲者の最低生活を保障し得る責任であるか、如何か、之も若し軍に交渉出来得る余裕があるならば、それを聞いて載き度いと思います。次に市と市会とは相寄って行くべきあり、理想的に話合でやるべきだと云うことに対しては私も異存は御座いません。然し現在この問題が具体的な事実が出て来て居る為に、これ迄の那覇市の行政執行に対する責任を云々しているのであります。こう云う事実がなければ或はその他の具体的な取上げれば、いくらも事実は御座います。然しそう云う事実の中から我々が今申上げた点に対する責任の在り方を追求して居るのであります万一既に特別委員會でも執行機関の不手際を繰返さない様に是迄の當局が余りにも具体的な問題迄発展させて議会にも諮らずにやって来たと云う事は委員會自体が認めて居られますこう云う事実に対しましても我々が目をつぶりスムースに進めて行くと云うことが民主主義で有るならば我々はこう云う民主主義に対しては徹底的に反対します。

○議長（真栄田世勲君）

貭疑を終了し討論に移ります。

○大城鎌吉君

二十番議員（島袋嘉順君）の御意見も立派なものだと思っております。何十年先まで見て仕事をするのが本当の行方だと思っております。私の考えるには戦前の行き方と戦後の行き方とは全然考え直さなければならないという感をもっているのであります。實際から申しますれば軍が使っておりますところの垣花、泊一号線これは市が面倒を見るべきかも知れませんが、私の考えるには、そういうような方面は早目に解决するように軍が買収するなら買収する値段は幾らという風に早く折衝することは市当局或は政府がやるべきものだとはつきりいえるものだと思っております。今我々がやって行こうとするところの工事はどなたが見てもこの工事は片道通行である非常に不自由を感じている。牧志拡張工事に対してはこれは他のものとは考が違わなければならないとこう思うのであります。お互は理論も大いに斗かわすべきですが仕事は仕事として進めなければならないこれは他のものとは違つて目に見えて七月からは年度も違って予算も違うということに立ち致つているのであります。早く仕事を進める為にはこれは止むを得ない事情である。實際に土地といふものは売りたくない。今二十番議員が言われた通り後のことはどうするかということは当然のことであります。然し私は今の考え方は、那覇市民が考えて行かなければならんことは那覇市民が十年後はいくら殖える　二十年後はいくらの人口が殖えるという見当をつけて考えて行く、道はどうする、学校は何處が適当である。病院の敷地が必要である。そういうものを見当をつけて余りの土地に対しては困っている人々に対して売却しなければならん問題である。そこから考えまして今度の牧志街道立退者に対しては早目に可决して載いてこの工事を進行させて貰うように希望致します。

○大湾喜三郎君

私は全面的に二十番議員の意見に賛成するものであります。今度のこの牧志街道の拡張工事に対する立退者の受入の市有地の売却問題並に昨日議决になりました市庁舎の移転問題に対する問題が余りに市当局が無計画過ぎるのであります。といふのはこの問題は当然五十三年度予算を編成する時に一定の方向だけはあり得たのだろうと想像するのですがこの問題が今になって取上げられているこの辺からしても市当局の計画のなさがはつきりしているのであります。それから先二十番議員の話の通り一号路線の立退者この立退者並に通堂或は現在使つております。旧垣花の地主の連中、この連中が若し現在のように泊市有地に対する売却を要望した場合当然あり得る問題だろうと思うのです。そういう風なことになりますれば現在の市有地に対する売却のことが多分に出て来る。出て来た場合当然市有地がうんと減少する減少する場合は今後那覇市の会計面に相等影響を来すのではないかという感を持つものであります。二十番議員の意見の通りあらゆる面が市会を無視しているような恰好で動いているということに対しましてこの辺からうんと検討しこの拡張工事の立退者の泊市有地売却問題に対しましても慎重に検討すべき問題であると同時に先二十番議員の話の通り実態調査は当然必要であると思うのであります当然実態調査をやりこの結果に於て売却をする或は貸す、この線をはつきりすることが妥当だと本員は思う次第であります。

○金城棟義君

委員会に於て比嘉朝四郎さんがこういうことを言われておりましたそれから軍道路の問題に対しては都市計画課長はこういう返答をして居りました。実態調査に対しては私の意見はこういう意見で皆も合点して貰つたという話ですよ。そういうことになれば一々いうた人に対して貭問をさせますか　ただ実態調査が出たから私の見解を申し上げます。これは明かに見解の相違であります。理由は大体執行機関と議決機関の異なる点はここが違うのですよ。そのために委員長さんも良くお分りの通り当局にどういう方法で君等は実態調査をしたかという資料を先ず調べさせました。それからどういう方法であんた方は割当てるのですか、割当てて泊の何處々々にどういう風に箝めたのですか、抽せんによってやったのか或は市が决めたのかというようなことを我々議員は聴くべきであって私の見解としては細部にまで亘って調査するのは議員の任務ではないという私の見解であります。

○辺野喜英興君

私は先程特別委員会の委員長が最後に言はれたようにあの条件付でもって皆賛成した。だからこれは昨日から討論に移つて討論途中でこういう愼重審議を重ねる意味に於て特別委員を皆で選定したのであります。そして今日は十時から二時間余に亘って色んな理事者もそこに出席して載いて皆一致して本会議に臨んだのであります。した場合にこの辺で討論を私は終りたいと思っております。理由はこれは今先も出ているようですが見解の相違というところであります　だからこの際私は早くこれを採决して貰いたい。それを議長は皆に諮って戴きたい。

○議長（真栄田世勲君）

討論打ち切の動議が出ておりますが如何ですか。

（「討論続行もっといわせて下さい」と呼ぶ者あり）

○宜保為楷君

私は特別委員の一人であります。さい前、私は特別委員会で意見を申述べましたけれどももう一度述べてみたいと思います。現在牧志街道の三十七世帶の方々は非常に気の毒と思います。よつて那覇市の今までの折衝には非常に感謝しておりますと同時に一つ当局にお願いしたいのは、現在那覇市は個人有地を一万五千四百坪借りておるのであります。けれども、現在の土地売却につきまして、それと関連すると思いますので那覇市の小学校は五つとも、壺屋校三千六百坪開南三千五百坪、久茂地三千坪、城岳三千五百坪、ペリー二千五百坪が個人有地であります。こういうものを借りている関係上何れは換地になるか買収するかという風なことになると思うのであります。こういう状態でありますから出来得る限り相談で貸して戴くか売って戴くかこの方面を私は当局に御注意申上げたのであります。そういう風になっておりますけれども現在この案はこれを病人と考えた時には非常に重い病人になっているのであります。こうなつては博士に診て貰っても駄目であると思うのであります。こういう状態に於きまして實態調査をして貰ってその解決をつけたいと思うのであります。

○島袋嘉順君

私達が今討議をしている問題につきまして更に引続いてこの問題が出て来ております　これは前の警察から税務署前までの工事が三期工事、税務署前からガーブ橋までが第二期工事、次に第一期工事が残っております。この第一期工事の進行に対しまして犠牲を受けるところの方々の問題もこの問題に引続いて出ることを各議員は念頭に入れて貰いたい更に私はここで貭問致しますのは現在の那覇市の学校であります。学校の敷地に土地を使用されている地主に対して泊埋立地を交換して売却するという話もきこえておりますけれどもその眞偽の程を承りたい。当局にお願いします

○助役（嘉手納並水君）

今の学校敷地の問題についてお答え致します。これは市が学校の代地として交換しようという考は前から研究はやっております。まだ本决りした訳ではありません。大体、換地を與えるとすれば前島町辺りに市有地がありますのでそこに換えたらどうかといふ腹案でありましてその時は市会にお諮りしたいと思います。

○城間康昌君

私は市有財産は結局市民の福祉になるから市有財産を持つべきものであると断定します。市有財産を以て市民福祉をはかる、それは結局、市有財産を先程二十番議員（島袋嘉順君）が言われた一号線路、或は軍使用地に取られている人々の交換地を売却するかしないか、又今の校舍の問題は市民がこれによって福利を得るのであつたら市有財産を売却してもいいと思う市民福祉のために市有財産をもつているので市民の福祉になるのだつたら売却するのが当然であると思う。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

今先貭問申上げました那覇市内校舍の敷地と泊埋立地の交換については那覇市が一応は立案しているけれどもこれは市会にはまだ諮っていないということを助役の答弁で聴いております。これは勿論市会に諮られるべきであります。けれども市会ではこれを拒否する態度に出ると思います。こういう風にこの問題は校舍敷地に土地を取られている地主から出た話であります。万一こういうことがその話を伺つているところの人達によって那覇市内に流布された場合、とんでもない事態が出て来ることを我々は予想しております。更に又今までの三十八名の方々に対する最低生活の保障、これにつきましてこれまで売らなくてはいけないような状態にまで作り出して来た那覇市に対してその議決機関に優先し、既に具体的な問題を討議した結果打合せて来た結果が現在我々が今ここで討議しなくてはいけないような状態を作り出しておりますこれに対しまして委員会でも既に那覇市の行過ぎに対してはこれを市にその責任の在り方を或は今後こういうことがないように進言するという風な六番議員（金城棟義君）の話を聴いておりますけれどもその進言は六番議員外一名の名前でこの進言をなされるのであるか或は那覇市会で既にこういう事実を認めた以上、この事実を那覇市会でやるべきか、その辺を発言された六番議員におききしたい

○金城棟義君

私は討論を抜きにして辺野喜議員並に金城議員の意見を付して全員賛成して戴ければ結構だということを申上げたつもりであります。

○比嘉朝四郎君

二十番議員（島袋嘉順君）はこの原案に反対せんがための貭問でありますか、それとも牽制せんが為の貭問でありますか、結論から承りたい。

○島袋嘉順君

私達は既にこういう事態に追込まれた三十八名の方と更に那覇市会の態度からは現在の状態を処理するためには勢いこの市有地を売却するような結論を生み出さざるを得なくなるような状態に置かれております。それに対する責任の追及であります。この問題に対しては或は那覇市はその処理について市会に責任を持たせようとするのがそれが明瞭でないので結論を控えているが反対せんがための貭問であるかといわれることは、如何なる点について私が反対しているかを具体的に示して貰いたい。

○比嘉朝四郎君

一部を犠牲にして泊の埋立地に移しそして全琉の住民のための福利になる牧志大通を開けるためにはこの原案を通さなければいけないと思います。

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

討論を打ち切ります

○島袋嘉順君

では委員会の案をここで審議した結果决議に入ろうとしております。それに対しまして委員会で决定した本貭的な問題が抜きにされて决議されようとしている　これに対する委員会の態度を私は承りたい。即ち具体的に申上げますと、こういう事態を生み出して来たところの市当局の行過ぎに対する那覇市会の態度であります

○泉正重君

只今の二十番議員（島袋嘉順君）の御貭問に対しまして私個人としての気持を申しあげます。この問題をここまで追込んで来た市当局の不手際に対して当局は十分認めており且つ我々が堀り下げて見ました所先程の十五番議員（宜保為楷君）がおつしやつた通り病膏盲に入つております　名医でさえ手のつけられないものを名医でない我々はどうしようもない　残念ながら賛成せざるを得ないという気持で来たことは先程申しました通りであります。なお当局の議决機関に先行したということでありますが、これにつきましては先程委員会でも当局にこの行き過ぎの点を訊しましたところ十分に向うでも認めております。これに対して一つの動議を以つて市当局の反省を促すという風なことをするという一つの方法もありますが决議それ自体は条件がつけられないのであります。單に委員会では希望を申上げたのでありますが要は市当局の誠意が今後我々に示されるということを期待申し上げてかくの如くなったのであります。今後誠意が示されることがなければ依然として反古であり、我々がこれに対しては今回のお互の希望を十分に念頭に置いて今後当局に申達するであらうという心構を持つて然るべきであろうと思います。その点委員長として至らなかつたのでありますが、実は内部疾患に対して打診がよくなかつたと云え、開いてみると重かつたということでどうぞその点悪しからず御諒承願いまして残念ながら原案に賛成すると遺憾の意を表明して賛成する一人であります。

○島袋嘉順君

只今委員長が既に市の行過ぎに対して病膏盲に入つて名薬も、名医を以てしても打開することは出来ないような状態に追込まれて来たことに対して委員会では今後の市の誠意を信頼して、今後ないようになされるということが委員長である二十五番議員（泉正重君）によって報告されております。若しこの二十五番議員の委員長としての態度に対して委員会が確認されその委員会の態度が若し市会に於て决議されるのでありますならば本員は次のことを要求しまして私の結論を下します。即ちこの土地は市有地であり而もその市有地を今要求し更に売却を願つておられる方々は非常な悲惨な状態に追込まれていることを私も認めております。これに対しましては絶対的な那覇市会と市当局と那覇市民の力を以つて我々はこれを援助し支持しなければならないと思って居ります。然しこういう立場を我々はこれまでの那覇市のそういう病膏盲に達するまで追込んで来たに拘らず一回たりとも議会に諮らず病膏盲に達して始めて市会に諮って来たこの事実に対しては先から申上げた通り今後これを機会に次から次に出て来る色んな問題、即ち市有地の売却陳情の問題に対しても若し那覇市会が全体がこの責任を取って行くという覺悟があるとすれば私は那覇市会議員の一員として賛成します　然しこれまでの那覇市の問題に対しましてはやれば幾らでも方法はあったにも拘らず即ち他に土地を求めるか他に土地を求めることにつきましては私は委員会で拝聴しましたけれどもその委員会で発言している番外の証言は聴いておりません。これから見ましても那覇市が如何に安易な方法でこの大通りをつくるための都市計画に全力を集中し我々那覇市民の今後の根本的な問題については国家百年の大計はおろかあと一、二年後に起って来るかも知れない問題に対しましても目をつぶり或はこれに対して我々那覇市会に責任を負わそうとするような態度であるならば私はこの問題に対しては絶対反対します。

○議長（真栄田世勲君）

論議が盡きたようでありますから特別委員長報告通りの希望を添えて原案通り可决致して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ありませんので希望を付しまして議案第二十四号は可决確定議と致します。

――― ○ ―――

○議長（真栄田世勲君）

次の日程第二、一九五三年度土地税の二重課税に関し一九四九年九月二十七日施行の沖縄民政府告示第十二号の二の法的根拠並びに法的効力に対する疑義についてを議題と致します

書記をして決議案第一号を朗読せしめます。

（書記「新垣政二君」議案朗読

――― ○ ―――










決議案第一號

一九五三年度土地税の二重課税に関し、一九四九年九月二十七日施行の沖縄民政府告示第十二號の二の法的根據並びに法的効力に対する疑義について
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案

宛：琉球政府行政主席

琉球政府立法院議長

發：那覇市議會議長

題：一九五三年度土地税の二重課税に関し、一九四九年九月二十七日施行の沖縄民政府告示第十二号の二の法的根據ならびに法的効力に対する疑義について

沖縄民政府告示第十二号の二によって一九四九年九月二十七日以降、真和志村から那覇市に暫定的に編入された、樋川、二中前、楚辺、壺川、松尾に土地を所有する市民に、一九五三年度土地税が市と真和志村の両方から賦課されて市民はいま、はなはだ迷惑を受けております。調査によると那覇市では課税件数七三三件、税額六〇七、七四四円であり、真和志村では件数七〇一件、税額二六五、六七七円という多額に上っている。このような同一土地に対する重複課税について、那覇市では告示第十二号の二によつて、該地域が那覇市に行政権を與えられている以上、當然市で賦課権を持つと主張し、一方真和志村は告示第十二号の二に対して疑義を持ち、村役所に土地台帳を備え、法的にも「土地の所在する市町村」は真和志村であるとの立場から村の土地賃貸価格の決定をまって五三年度から課税しております。この土地税の二重課税という理解も出来ない事実が一部市民にふりかかってきてから既に一ヶ月余になりますが法的にみて課税すべきは那覇市であるか、或いはまた真和志村であるか、いだに判然とせず両市村當局の話し合いも、それぞれの主張をまげず物分れとなり問題は、ますます紛糾している有様であります。

ところでこれにつきまして、那覇市に前記五ヶ字の行政権を與えたといわれる告示第十二号の二が告示された一九四九年九月二十七日当時慣習法として施行され、明らかに法的効力を有していた所の旧市町村制に基づいて行われたものでないことは事実であり、このために同告示の法的根據ならびに行政的効力が同告示施行以前にさかのぼつて旧市町村制に優先するものであるかどうかは甚だ疑問であり、更に又　立法院で可決され一九五三年一月以降施行されている市町村自治法第一条中の「從来」という言葉についても以上の立場から旧市町村制をうけつぐことが合法的であつて、告示第十二号の二によって暫定的行政措置がとられた後をいうのであるとの解釈に大きな疑問を持つものであります。

以上の観点から那覇市議會は

　一、告示第十二号の二の法的根據と法的効力

　二、告示第十二号の二に基づく行政権によつて実施されているという那覇市の該土地に対する課税

の二点について未だ法的に結論を得るに至らず、又これ以上當市会においては法的立場を究明するを得ませんので、この問題については琉球立法院ならびに琉球政府の正當な法的見解の表明と処理がなされない限り市民を困惑させている、いまだ前例のない土地税の二重課税は根本的解決がなされないと信ずるものであります。よって琉球立法院ならびに琉球政府においては、

一、一九四九年九月二十七日施行の沖縄民政府告示第十二号の二の法的根據と法的効力

二、同告示によって暫定的に那覇市に行政権を移されている地域に対する土地税の賦課権は那覇市にあるのか。真和志村にあるのか。

に就いての那覇市議會の疑義に対し早急な法的ならびに行政的決定をなされる様、これに関する一切の資料を添付して市會の決議により要請します。

一九五三年五月　　日

那覇市議會議長

真栄田世勲










○議長（真栄田世勲君）

提案者の説明を願います

○島袋嘉順君

决議案第一号の提案者としまして提案理由を説明致します。既にお手元に配りました案につきまして案中に具体的に説明してありますので今更私が繰返して申上げるまでもございません　ただ然し問題の性格をはっきりさせるために私は一應触れてみたいと思います。この土地税の二重課税という問題が今年の四月頃から始まりまして那覇市でも真和志でも税金を掛けて来ている而も困惑してゐる市民に対して那覇市も或は真和志村も両方が取るべきだと主張して双方のこれに対する决定は喧嘩別れになつております。両方ともその主張を曲げずにどっちも主張した結果この問題は未だ解决されておりません。この問題の内容はここに数字を以て擧げてあります通り市民に相当な困惑と苦痛を與えております。それにつきましてはここに説明もありますけれどもこの告示の二項によって現在那覇市が取るべきであるという法的になっているようでありますけれども然し我々が疑問を持つのは、告示十二号の二が一九四九年九月二十七日に沖縄民政府告示第十二号の二が施行された当時施行されておりますところの旧市町村制に基いてなされたものであるかどうかに対する疑問であります。この疑問に対しまして何故そういう疑問が湧いて来るかと申し上げますとこの告示第十二号の二が告示されます。当時市町村制に基いて両方の関係市町村に諮りという条項があります。この条項が真和志村の主張を聞きますとこの告示第十二号を出す場合真和志村の市会に諮られていないということから我々は疑問を持ております。それで去つた五月の初旬に現在の琉球民政府行政課長のところに行つてもこの告示十二号の施行された具体的な資料は去ったグロリヤ台風で知念民政府が破壊された当時全部関係書類は紛失して原案は残つて居りません。寫ししかないのであります。その当時の関係書類に対しまして、原案がない以上我々はこれを追究することが出来ません然しこの問題につきまして我々那覇市議会は　この問題の性格をはつきりして那覇市から取るべきであるか、真和志村が取るべきであるかを法的な点から検討するために一應茲にあげてあります。告示十二号の二の法的根拠並に法的効力の疑義に対してこの問題が既に本年の三月当時から出されているに拘らずその当時の臨時中央政府並に琉球立法院に於てもこの問題は解决されずに放置されたままでありますので、我々はなるべく一日も早く市長を苦痛から解放しこの法的曖昧さを明確にするために今議会に於てこの問題に対する疑義を琉球立法院並に琉球政府に請願意見を出しましてこの疑義を明確にして載きたいということが提案されたものの本筋であります。以上提案理由を申上げましたが他の二名の提案者によって補足して載きこれに対する貭疑の結果についてこの問題の処理を速かに取計つて戴きたいことをお願いする次第であります。

○糸数昌秀君

今島袋君が大体説明した通り二重課税の問題ですが　要は一市一村、那覇市と真和志村が合併すれば訳はないものでありますが合併が長引いたり色々なことかあるだらうと思いますがそういうことが出て来てこんな二重課税の問題は立法院とか行政首席にも陳情しなければならんだらうと思います。これを見た場合神里原、その方面は境界もはつきりしないようであそこから二重課税が入っていないようですが那覇市と真和志村は六、七十パーセントは都市形態にあつて合併したも同様であろうと思う

（「提案理由とは違う」と呼ぶ者あり）

これは関係がありますから――（「理由を説明しなさい」）呼ぶ者あり）関係がありますから立法院にも何にも余り――（「進行進行」と呼ぶ者あり）そういう風でありますから二重課税の問題をなるべく、早目に解决するようにお願いする次第であります。

○喜久山朝重君

提案者として補足します。市民の一人として私が既に迷惑しております。迷惑しているという理由は、土地税の賦課基準と土地台帳に登録されている地番、賃貸価格に基準を置いて賦課されるのが税法の根本原則でありますが真和志村から入つて来た税と那覇市から入つて来た税を対照しますと三倍強の開きがあります。これが一つとそれから土地の行政権について所有権証明書、その他土地の証明一切は真和志村長を通じて発行している　又台帳の加除処理も登記所より異動通知は真和志村に行つているのであります。然るに去年私の土地になつております真和志村樋川の四十番地の土地でありますがこの土地を貸しているのでありますがそれに対して那覇市の方で土地台帳の不備のためにこういう葉書が舞込んで来ております。貴殿の提出された建築確認申請書は地番、土地名が合わないため保留になっておりますので至急土地所有権証明書を持つて当建築課までお出で下さい。という葉書が来ております　そういう亊務上の不備もありますのでこの土地税を那覇市が課すべきであるか、真和志村が課すべきものであるかということははつきり立法院並に政府に伺う必要があると思います。

○議長（真栄田世勲君）

本議題の貭疑に入ります。

○辺野喜英興君

十九番議員（糸数昌秀君）に貭問致します議案の二枚目の最初の「那覇市に前記五ヶ字の行政権を與えたと言われる告示第十二號の二が告示された一九四九年九月二十七日当時慣習法として施行され明らかに法的効力を有していた所の旧市町村制に基いて行われたものでないとは亊実であり」とありますが、慣習法とは何か。要するに定義はどう見ておられるか。次は、当時慣習法として施行され明かに法的効力を有したところの旧市町村制というのは何を指しているのか。沖縄民政府告示第十二号の二項、旧市町村制が亊実であるといつておりますがこの旧市町村制というのは第三條と思いますが三條に規定されている、市町村の境界変更に関する必須条件であるところの関係市町村議会の意見が徴されていなかったというのであるがこれをおききしたい。それから旧市町村制に基いて行われたものでないことは亊実でありと断定しているが証拠があるか承りたい以上貭問致します

○島袋嘉順君

お答え致します。当時慣習法として施行されこの慣習法と申上げますのは既に貭問者自体がお分りと思いますけれどもアメリカ軍が沖縄に進駐して以来、その進駐当時発布しましたところのニミッツ布告、これが琉球軍政の基本法と言われております。このニミッツ布告に謳われていない部分が、ニミッツ布告に記載されておらない部分は戦前、戦亊中沖縄或は琉球に於て施行されておつたところの旧日本法規を慣習法としてこれを施行すると謳われているそうであります　そういう意味でこの慣習法と申上げますのはニミッツ布告に規定されておらない部分を法的に運營するために行使される旧日本の法律であります。旧市町村制と申上げますのも今申上げたこの慣習法の中にある一部でありまして戦前沖縄に於て施行されておつたところの内地の市町村制をいつております。更に旧市町村制に基いて行われたものでないという亊実を申上げますとこれは前に申上げましたけれどもその当時の真和志村会に対してこれが諮られておらない　この問題に対しましては現那覇市企画部長、翁長助静さんから承つたところによりますとその亊後承認が行われたらしい、即ちその当時那覇市長をしておられた、仲本為美氏真和志村長をしておられた金城和信氏がこの問題を諮問を受けそれに対して那覇市に於ては議案二十二号によって仲本市長から那覇市会に諮られ、那覇市議会は答申を出しております。真和志村会に於ては先に諮られずに翁長部長の話を聴きますと、後で諮られたということを聴いております。こういう亊実がありますので私は提案者としてこの文句を入れたのであります。

○金城棟義君

大体分つたようで、分らんようでありますが慣習法の定義について私が調べた範囲を申上げます。慣習に基いて成立する法で不文法の典型的なものである国家機関、殊に裁判所の判例に基いて成立するものと人民の間に行われる慣習に基いて成立するものとがある。後者に於てはなお地域的亊情的の差異に基く区別が存する。歴史的には一般に成形法への発展が見られ、得る。今日慣習法は成形法に対して補充的な地位を有するものに過ぎないというのが慣習法の定義と私は見ております。

○島袋嘉順君

只今の六番議員（金城棟義君）の慣習法に対する見解は慣習法自体の句に捉われて解釈していると思つております。この慣習法に関する定義については私自身くわしくは調査しておりませんけれどもこの慣習法ははつきり当時のニミッツ布告に謳われている　更にこの現地慣習法を施行することはヘーグ陸戦條例の中にも占領軍は占領地に於いてその敵国の旧法を慣習法として施行させることを　謳っております。そうなりますとアメリカ駐屯軍がヘーグ陸戦条例に基いてこの現地慣習法ニミッツ布告の中に謳つたのではないかと解釈しております。

○金城棟義君

私がいおうとするのは結局成形法という現在地方自治法かある訳なんですそれに優先して慣習法が適用されないという意味です。

○浦崎唯治君

私は提案者の十六番議員（喜久山朝重君）に貭問致します。先程二十番議員（島袋嘉順君）からこれは当時前市長の仲本為美氏と真和志村長の金城和信氏、翁長助静氏が立会ってこれを議会に諮り答申をしたという話でありますが私が調べた範囲内は当時那覇市側から仲本前市長　具志頭得助、大城佑章、真栄田世勲、翁長博得、真和志側翁長助静、大城三郎、嘉数昇、宮里栄輝という風な方々が調査に從亊して両市村代表委員としてこれを実地調査して議会に諮っているのであります。それで若し提案者のいう旧市町村制に基いて行われたという場合には勿論無効であります。然るに右告示当時から何らの異議申立もなく今日まで而も現行市町村自治法は旧市町村制を承継し異議申立により編入された旧真和志村地域は那覇市の行政区域として、そのまま踏襲されているものであり何ら疑義が起るものでないと思うがこれに対して提案者はどう考えるか又、ここに前市会におられた真栄田世勲議長、企画部長の翁長助静氏がおられるし後で証人として出て貰いたいと思うのであります。

○喜久山朝重君

七番議員（浦崎唯治君）の御貭問にお答えします。私が疑義をもつているのは告示は一九四九年九月二十七日附で出ております。のでその告示をする場合には何の何番地、坪数、所有者氏名など表明して告示をするのが正当な方式であるに拘らずこの改正告示も出さなかつたことは結局そこに法の落度があるのではないかと思います。

○比嘉朝四郎君

提案者に貭問します。民政府告示第十二号の二によつて、一九四九年九月二十七日以降、真和志村から那覇市に暫定的に編入された樋川、二中前、楚辺、壺川、松尾とありますが楚辺、壺屋、松尾は一九五十年八月一日当時のみなと村助役は渡口議員であります。村会議員をやつておつた儀間議員がおられます。軍政府告示第二号によつて那覇市に合併になつたのであります。これは間違いであります。

○島袋嘉順君

只今の八番議員（比嘉朝四郎君）の意見に対しましてお答えします。この問題につきまして只今八番議員は港村から那覇市に合併になつたということをいつておられます。それは我々が現在問題としますのはこの五ヶ字に対する問題であると同時に告示十二号の二によつて謳われておりますところの土地名を忘れておりますけれども、これによって示されているところの地番によつて港村から那覇市に告示二号によつて合併されているとすればその問題自体が我々がはつきり明確にしてからこの提案している問題を取上げない限りこの二重課税に対する問題は法的に見ても解釈されないと見ておりますそれに対してお答えすると同時に私の方から貭問申上げます。即ち那覇市に港村から編入になつたことが告示二号によつて、明記されておるとすればこの明記された告示二号自体に対しても矢張り我々は告示十二号から出て来た問題であるか或は如何なる法的な根拠によつて編入されたか。問題が地域的に告示十二号と重復することがありますので議会に於ける提案者が出しております。問題の重点ぢあないかと見ております。

○比嘉朝四郎君

一、告示第十二号の二の法的根拠と法的効力。二　告示第十二号の二に基づく行政権によつて実施されているという那覇市の該土地に対する課税、の二点については未だ法的に結論を得るに至らず云々となつて、この二点について結論を得ていないといわれておりますが、以上二点について市町村関係法規、土地台帳条例その他あらゆる角度から突込んだもう少し掘下げた研究をやつてその掲句がそうなつたのぢあないかと思うのですがもう少し掘下げて承りたいと思います。

○島袋嘉順君

その問題の本貭を究めるために法務局に行つております。法務局の古堅次長のこの問題に対する貭問に対する答によりますと法務局自体としても現在この告示十二号の二に関する法的な立場は未だに明確に決定しておらないということをはつきりいつております。こういう点が我々那覇市の市民に現在こういう重要な問題を與えておりますので一日も早く法務局自体でも告示十二号の二が法的根拠並に法的効力によつて未だにはつきりしたものを決定し得ないとするならばそれを促進させるために那覇市会が取上げるべきであるということを感じております。

○比嘉朝四郎君

私は當局に貭問しますがあらゆる角度から以上の二点について結論を得たから課税をしただらうと思います。それについて庶務課長と税務課長の見解如何

○庶務課長（東江誠忠君）

問題の点の告示十二号につきまして私はこう考えます。当時那覇市の方には市町村制第三条に基くところの諮問案が那覇市にはあります。然しその諮問が口頭でなされたか或いは成文でなされたかそういうところは証拠はありませんが何れにしても一つの行政行為として市町村自治体に区域の変更がなされた場合にはその行為自体が市町村住民に大きな影響を與えるがその行為の取消が行われるまでは依然として明確に那覇市の行政区域であります。それ以外の効力は、これは真和志が課税したというのが間違っているのであります。その行為が取消されない限りそれに基く法律行為は生きております。

○税務課長（野波棟次郎君）

この件につきまして法的な根據ということになっておりますので暫く時間を取るかも知れませんが私から御説明致します。

　一、　那覇市、真和志村、両市村が一九五三年度土地税の二重賦課に対し那覇市の法律的根據を明かにしたい。

　一、　真和志村は一九五三年度土地税を旧真和志地区（現在那覇市）に対し土地税を賦課してありますが同村のこれに対する法律的根據とする処は市町村税條例第四五條「土地税は土地に対し前條の土地台帳に登録された賃貸價格を標準としてその所在地の市町村においてその所有者又は質権者にこれを賦課する」の規定を適用し賦課した旨論じて居りますが、これは明かに税法の趣旨に反し違法の處置と断ずるものであります。真和志村は、この一條文を以って単純なる解釈を下し、土地税を賦課したるは法の趣旨が何辺にあるかを知らざる處置と断ずるものであります。即ち総ゆる法律は他の法律とも関連性を持つものであり、此の市町村税條例の一條文のみを見て他の関連する法律を見ず簡単なる解釈の下に欺くの如き重大なる事務を処置することは余りにも幼稚の感がするのであります。即ち法律なるものは総ての関連性のある全法律を検討勘案し、注意が何辺にあるかをよく見極めて初めて処置するが妥當な方法と思料されるのであります。

　二、　以上が真和志村の土地税賦課に対する法的根據のようでありますが当那覇市と致しましては如何なる法的根據の下に土地税を賦課したるかを申し述べて見ますと御承知の通り土地税の課税客体は市町村内の土地であり、納税義務者は土地台帳に登録された土地の所有者又は質権者と市町村税條例第四十五条の規定によって定められているのであります。而し、この土地台帳なるものは如何なる法律の下に市町村は作成しなければならないか。これは土地台帳條例なる法律によるのであります。

　三、　土地台帳條例第三十六条に「市町村はその市町村内の土地につき土地台帳の副本を備えなければならない」と規定され市町村は如何なる條件の下にも自市町村内の土地に対する土地台帳の副本を備える亊を制限的規定として義務づけられているのであります。

　四、　以上申上げました通り土地台帳の副本の作成は土地台帳条例を基礎として作成さるべきであることは、土地台帳條例第三十六条の規定により明かでありこれに対しては一点の疑義も生じないのであります。從って真和志村が土地台帳副本を保管することは明かに違法の處置と思料されるのであります。

　五、　次に土地の異動関係の条文より検討して見ますと土地台帳条例第四十条に「中央土地亊務所はあらたに土地台帳に登録したとき又は土地台帳の登録を修正し若しくは訂正したときは十日以内にその登録又は條正若しくは訂正にかかる亊項を當該土地の所在地の市町村長に通知しなければならない」と規定されこの条文より考察致しましても中央土地亊務所は土地異動につき訂正修正新たに登録したときは明かに當該土地の所在地の市町村長に通知するように規定され、この点より見ましても那覇市の行政区域に所在する土地台帳副本は當然那覇市が保管するは理の当然であり、疑の余地がないのであります。

　六、　前述の通り土地台帳副本なるものは土地台帳條例第三十六条の規定により「市町村はその市町村内の土地について土地台帳副本を備えなければならない」と規定され又、同台帳條例第四十条には土地の新登録・修正若しくは訂正したときは十日以内に中央土地亊務所は該亊項を「當該市町村長に通知しなければならない」と規定された規定を基礎として解釈したるとき、飽くまでも土地台帳副本は當該市町村を主体として作成保管するが注意であり真和志村の取った處置は違法の處置である亊は疑の余地がないのであります。

　七、　次に市町村とは如何なるものであるか、即ち市町村の構成要素より検討して見たいと思います。即ち市町村の構成要素は地的団体たると共に又人的団体とにより構成されていることは、皆様よく御存知の通りであります。即ち地的団体としての要素は市町村は地域団体であって一定の法的限界の地域を以って構成され所謂これが行政区域であります。では行政区域とは如何なるものであるかと申上げますと「一般に行政機関の権限の地域的に限界づけられている場合即ちその限界づけられた地域を謂う」のであり、所謂、端的に申し上げますと行政区域とは法的に設定された、當該市町村の行政権の及ぶ範囲内の一定の区域が市町村の行政区域と稱する亊が出来るのであります。又市町村の構成要素たる人的団体の法的根據を明かに致したいと思います。即ち人的団体（人的要素）とは市町村住民を指稱する亊は皆様よく御存知の亊と存じますが、市町村は前述の通り地的団体と共に又人的団体（市町村住民）より構成され一定の範囲の人民を以て其の構成員としているのであります。即ちこの市町村の構成員である處の人民を市町村住民と法律は指稱し、解釈しているのであり、即ち市町村住民の資格は市町村行政区域内に住所を有する所謂　當該市町村の行政区域内に生活の本據を有するものを市町村住民と法律は指稱し解して居るのであります。　以上本項で申し述べた市町村の構成要素からしても現在旧真和志村地区は法的手續により那覇市の行政区域となり行政権が施行されている以上、土地台帳條例第三十六條の規定の「市町村はその市町村内の土地に対し土地台帳の副本を備えなければならない」の条文に照らし市町村はとある以上その市町村は那覇市であることはいなみ得ない亊実であり何人もこれを否定する亊は出来ないものと思料されるのであります。依って以上の見解よりしても土地台帳の副本は當然那覇市が作成保管するが法意の根本原則であると確信するものであります。

　八、　次は市町村行政権の主体より法的根據を明かにしたいと存ずる次第であります。即ち行政権とは當該市町村が市町村の利益の向上市町村住民の福利増進等を図るため独自の立場において創意と責任において自主的に處理する行政行為が即ち行政権であると解するのであります。　即ち市町村の行政権の行使範囲は前述の解釈を基礎として考察致しますと原則として市町村の行政区域に限定されるのであります（特例もありますが）この見解よりしても旧真和志地区は一九四九年九月二十七日付沖縄民政府告示第十二号の二の民政府知事告示を以て那覇市に編入され現在那覇市の行政区域として行政権が施行されている事は皆様よく御存知の通りで今更真和志村の行政権が市町村の構成要素よりして當那覇市の行政区域内まで侵害されると云う亊は常識でも考えられないことであり、又法的にも赦さるべきものでないことは皆様よく御存知のことと思います。

市町村の行政区域と市町村の行政権とは原則としては一致するものである事は論を俟ぬのであります。即ち市町村の行政権の施行範囲が當該市町村の行政区域であり、當該市町村の行政区域内に他市町村の行政権が施行されるという亊は法律的に見て絶対に不可能であります。この件については市町村自治法で判然と規定されている亊でありますので那覇市の行政区域に真和志村の行政権が及ぶとは如何なる法律を以ってしても現在の處は不可能と思料されるのであります。

又原則として行政権と行政区域とを分離して行政権が施行されると云うことは日本全国に於いても其の例を見る亊が出来ないものと思料されるのであります。（特例はありますが）

　九、　次は課税権の主体から法的根據を明かにしたいと存じます　地方税の課税権の主体は当該市町村が主体である亊は皆様よく御存知の通りであります。市町村税とは市町村が公共の福祉増進と又市町村の職分を施行する為即ち市町村住民の福利増進、市町村の利益の向上を図る為の必要経費として市町村住民から應能原則に則り徴収するのが市税である事は皆様良く御存知の亊と推察するものであります。即ち端的に申し上げますと市町村住民の福利と市町村の存立の目的を達する為の必要経費を市町村住民から徴収するものであります。若し、これを市町村住民側より観察致しますと市町村住民は市町村より社會人として共同生活の目的を達成する為、行政的の恩典を蒙って居りますのでこれに対する金銭給付として徴収されるものと解せられるのであります。これを端的に申し上げますと　市町村は市町村住民の福利を最大の目標として産業施設、教育施設、都市計画等あらゆる福利施設を施行するための必要経費として徴収されるものが租税の法意であります。以上の見解より致しましても課税権の帰属（主体）は行政権が施行されている一市町村を原則とする事は明かであり即ち課税権の主体は行政権の主体である那覇市に帰属する事は明かであります

　一〇、次は租税に対する学説を参考の為に引用したいと存じます。

一、租税義務説

「国家は各人の共同生活に必要であるが為に俄かに契約したものに依り成立したものでなく人の天性より出でて自然に組織せられた。社會生活の最高形式である　既に國家の存立が人生々活の必然的結果である以上、その存立に必要なる経費は国民全体としてこれを支辨せねばならぬというにある」と論じている。以上は勝正憲著、税の租税論を抜萃し引用したのでありますが、この租税義務説より検討致しましても課税権の主体は那覇市である亊は法規的に見て明かであり又市町村住民は市町村自治法第七條第二項の規定により行政権の主体である市町村の経費の負担義務を負わされている亊は皆様よく御承知の通りであり、この行政権の主体は那覇市である以上那覇市の住民に対し真和志村が負担の義務を負わす亊は明かに市町村自治法第七条第一項第二項の規定に反し違法の處置である亊は明白であります。

＝結論＝

真和志村當那覇市の一九五三年度土地税の旧真和志地区（現在那覇市）に対する二重賦課に対し法的根據を土地台帳副本の保管権限、市町村の構成案件、課税権の主体等より前述の通り検討致しましたがこれらの法的根據より見たるときは真和志村の處置は明かに法の根本精神を沒却し法意を確実に把握せずしてこの重大なる違法の處置をなすとは其の意とするところは何辺にあるかは知りませんが、然も一九五二年度土地税賦課に際しては當那覇市はあらゆる資料を真和志村より蒐集賦課して来たのであり當時真和志村としては市町村条例の法意も充分に認め相協力して居るにもかかわらず、今年度になって市町村税條例の一條文を故意に曲解し又斯くの如き重大なる處置に対し一言の打合せもなく違法の處置をなすは市町村理亊者のなすべき亊でなく住民を混乱に陷入れ、市町村行政運営に幾多の支障を来たす亊は火を見るより明かであり、市町村理亊者の取るべき手段ではないと私は断ずるものであります。

市町村理亊者は市町村住民の福利増進を図ると共に市町村の利益の向上を図るが根本原理である以上斯くの如き重大なる處置に対しては亊前に一言あって然るべきだと私として敢て申し上げたいと思うのであります。少しく横道に入りましたがここにおいて前述の行政権の主体、課税権の主体を根本として法的根據を要約し結論を申し上げたいと存ずる次第であります。土地台帖條例第三十六条の規定に　「市町村はその市町村内の土地につき土地台帳の副本を備えなければならない」とあり市町村の土地台帳の作成保管は市町村の構成要素よりして旧真和志地区は現在那覇市の行政地域であり那覇市の行政権が施行されている亊は皆様よく御存知の亊であり旧真和志地区は前に申し上げました通り　一九四九年九月民政府知事告示により正當な法的根據を以て編入され現在那覇市の行政区域にして那覇市が行政権を施行して居る現実は何人と雖も否定は出来ないものと思料されるのであります。以上の見解より考察して見ますと真和志村が他村の行政区域の土地台帳を保管する亊は違法の処置である亊は明白であり那覇市の行政権内の土地に対する土地台帳副本の作成保管権は飽くまでも那覇市が保管する亊は法意に示す通りであり一分の疑問の余地もないのであります。私はここで行政区域の編入の正否を詮議する亊は省略したいと思います。何故かと申し上げますと課税の根本の原理は飽く迄も実体を主体とするからであります。現在が當那覇市である以上、將来を考慮する亊は其れは税法からすればこれと切り離して考慮さるべき問題であるからであります。又假に一歩退いてこの行政区域の編入に対して法的に瑕疵があると假定しても現在この行政区域編入が有効である以上、那覇市が課税権、行政権を有する亊は何人も否定出来ない亊実であります。即ち假りにこの編入手続に取消處分があると仮定してもその取消處分のある期間までは飽くまでも那覇市の行政区域であり那覇市が課税権の主体であり行政権の主体である亊は論を俟たないのであります。又行政区域編入の件に対しては庶務課長より皆様の貭問があれば御答えがあると思いますので私としては觸れる亊を遠慮したいと思います。何故ならば行政区域編入の法的正否の件に法的處置が講ぜられる期間迄は課税権は当那覇市にあることを確信するからでありますので両者は分離して、検討さるべきだと思料されるからであります。

○比嘉朝四郎君

提案者に貭問致します。さきに真和志村は那覇市に対して今の区域の返還を要求したことがありますが、そういう事実からしても真和志村は那覇市に今の地域は行政権があることを認めているとこう思うのでありますが提案者はどう考えますか。

○島袋嘉順君

只今の八番議員（比嘉朝四郎君）の御貭問に対して答える前に私の立場を報告しておきたいと思います。この問題に対しまして只今八番議員の貭問の中に現われておりますけれども、この真和志村の失地回復という形で旧行政区域の返還を要求して来ております　これが正しいのであるか、正しくないかは論外にして只今の庶務課長並に税務課長の詳しい資料に基くところの報告を検討しましても、この庶務課長並に税務課長の発言は告示十二号の二が法的に正しいか正しくないかということも後に来る問題であって我々はその以前に遡りたいと思います。この問題につきましては告示十二号がその當時慣習法として施行されていた市町村制に基いて合法的になされているとすれば只今の課税の問題に対してもこれは当然那覇市の賦課権を有することになり行政区域の問題に対してもこの告示十二号が廃止されない限り法的にみてこれが合法的であり更に告示十二号が将来廃止される場合に今先申し上げた問題は出て来ると思います。それで私がここに提案者として主張したいのは告示十二号の二が法的にみて合法的に法的な根據をもつものである　法的な効力を持つものであるかどうかということに対する疑義であります。これが法的根據を持ち法的に効力をもっているとすればこの法的根據を持つところの告示十二号に従って事務的に課税並に編入土地に対する行政権が施行されるのは当然であります。それで提案者が再び繰返しますのは　この告示十二号が合法的になされ更に法的根據をもつものであり法的効力を持つものであるか、どうかという疑義であります。これに対しては法務局自体が告示十二号に從って出しているところの現在の那覇市の行政並にその行政に基く課税は事務的には正しい、然し告示十二号の二が法的根據をもつものであり法的効力を持つものであるかどうかということがまだ法務局自体の中に解決されていないのであります。七番議員（浦崎唯治君）の報告の中にありましたけれども真和志村に於ては村長並に大城三郎もその他の議員の方々を立会としてこの問題は市町村代表としての立場から諮られているということが今先出ておりますけれども、若しこういう事実があるとすればこの問題に対しても併せて那覇市會は具体的な事実の検討を行って告示十二号の法的根據並に法的效力に対して我々はこの問題を取扱って行きたいと思います

○浦崎唯治君

今二十番議員（島袋嘉順君）からこれは疑義があるという問題に関して現在証人になられる方がおりますからそれでは議長と企画部長の翁長助静氏から一つ参考にお聽きしたいと思います。

○議長（真栄田世勲君）

議長が証人である以上私の方から説明申し上げたいと思います。その頃軍政府の方から両市村に対しまして旧法市町村制の第三条による市町村の境界廃置分合は関係市町村の議會の意見を徴して知事がこれを裁決する。この規定によりまして両市村にこれは発せられております。そしてその時には何ら人が密集しているのぢあないし　トラブルもなくスムースに那覇市側から仲本為美議員側から四名、私、具志頭議長、翁長博徳、大城佑章の五名だったと翁長氏の日記帳にあります。真和志側からは当時の村長、翁長、宮里、大城三郎、比屋定理栄、浦崎清太郎この五名の方が仲良く廻って、私は鉄道線路を境界に分けたらあっさりいいぢあないかということをいいましたけれども、そういった場合には真和志に割込んでいる地域に那覇市が建築物の許可があるから障碍物移転に困るのぢあないか、それから今の真和志の試験場のところ　あそこを取りたかったがあすこは真和志にやらう、牧志通りの安里もやらう、こういう風に仲良く談笑裡に意見を調整して決定をして、この議會の両方の意見を徴してこの民政府の告示第十二号は発せられている。明かに法的な根據と法的な效力があると確信して私は問題にしていないのであります。

○企画部長（翁長助静君）

正確なる亊柄は書類なり或は関係者の協議の上で出ると思いますが私のはっきりした記憶をお伝え致します。その当時境界問題で那覇市真和志の間に　蔡温橋を渡ってじきの今卸賣場になっております通りは全部那覇市の行政区域になっておったのであります。それからその他のところはややはっきりしておったのでありますが　これをどうしても話合う必要があるということが常に話題になりまして行政課を動かしてそして遂に両市村にその意見を求められた訳であります。それで両市村から五六名の委員を推薦せられまして只今真栄田議長から話がありましたように巡視をしたのであります。巡視をしてそこで委員の意見を纒めて更にこの意見の通りでいいかどうかということについて相談をしそして回答文を以てそれぞれ行政府に、当時の民政府に提出した訳であります。そしてその結果両方の意見が一致しているから　それではこれは円満裡に解決がつくというので更に図面を添えた公文書が屆けられた訳であります。その書類がその後の暴風で飛ばされたというのですが事実真和志村役所もその暴風ですっかり飛ばされてしまったのであります。或は書類が現在保管されているかないか、そこは実際上調べてみなければ分らんことぢあないかと思っております。その衝に当られた方は仲宗根秀俊さんでありました。

○市長（又吉康和君）

私はあの当時副知事をしておりまして総務部長を兼務しておりました。前市長の当間重民君が行政課長でありました。それであの時の軍の総務部長レイトン中佐及び私が揃いまして市長及び翁長君の両方歩み寄って実地調査をしてそういう風になったのであります。私もあの旧線路を境にして、こっちは那覇市に取らうぢあないかといったのですが結局現在のようになったのであります。これはあの時の条例は布告とか布令とかいうものは絶対動かせないのであります。オグデンがこれを打消すといえば效果を生ずるかその他にはこれに觸れる権利はないのであります。

○泉正重君

私はこの議案に多少の修正を加えて立法院並に琉球政府にお伺いした方がいいと思いますが、それは後で申し上げます。只今の問題について現在の徴収税率はどうなつているか今後の徴収方針はどうか若しこれを伺わずして一方的にこの法律を決定づけた後にいざこざがあった場合は如何なる処置をなそうとしているか、つまり市會で立法院或は琉球政府に伺う意思は必要とするか、それを確めて後に修正意見として申し上げたいと思います。

○市長（又吉康和君）

この点について嘉陽法務局長が総務局長の時に伺ってみたのですが現在を抑えるのだから動かんという意味であります。然し　これは私的のであって法的に最後まで行かなければならないと思うが、當間重剛君にそれを話した時に騒がんで放っておきなさい絶対に間違いありませんからといっております。これは若しこじれて最悪の場合を考えたら裁判に行くのではないかと思いますが、然し大抵は今の内政局或は法務局で収まると思いますがね。

○阿波根直英君

今先二十五番議員（泉正重君）からもこれは多少修正して出したらどうかといった御意見もありますが、これは提案者の根本的な気持を私なりに解釈しますと　現実に於いて真和志村と那覇市と両方から課税されている。事実困っている那覇市民がある。それを我々議會人としては黙っておられんからそれを取上げてはっきりさせようというのが趣旨だらうと思う　然しながらその決議案として、ここに出している案の中には隨分議論の余地がまだ沢山にある　今まで隨分論じられ各関係課長からも色々の答辯もあったのでありますがこの文で我々はこれを出そうという気は少しもない、ないがもっと我々の方で話合ってそして適當な形に於て現在の法的な立場から、はっきり解決して貰って那覇市民には那覇市丈から課税して戴いて他町村から課税が来るような不思議な状態を現実から抹消すべきであるという。そういう根本的な精神に於いて我々が皆でこれを取上げて何とか修正案を作ってこれを解決して戴くという風な疑義を訊すといったような手續をとることについては賛成します。

○泉正重

私から修正の本旨を申上げてないので捉え難かったと思いますが、第一この問題に対して私は私なりに大きな疑問をもっているのであります。只今の税務課長並に庶務課長の御説明も十分納得が行きます。然し大きく忘れられた問題に現在琉球は過渡期であるが故に手続の進行中であるという法理論に少しく疑問を向けてみたいと思うのであります。仮りにこの告示第十二号の二が法律上百パーセントの效果ありと致しましてもその日から直ちに那覇市の土地税が取れるかどうか、これはちようど琉球の政治の在り方が過渡期だと申し上げるのと、この賦課の手続をとりますまでには土地局に於ける登記の訂正、副本の作製という手続を完了することによって始めて效力が発し得るものと認めておりますがその手続の進行中は矢張り旧態に復さねばならないというのが見解でありまして御協力を願いたいという意味で立法院並に琉球政府にお伺いしたい。従って意見がましいことは申し上げません。告示第十二号の二の法的根據並に現在同一土地に対して那覇市と真和志村から二重に賦課致しておりましたが何れが賦課徴収すべき権利があると思うか、その法的理由を簡潔に貭問丈を申し上げることに致しまして皆さんの御賛同を得たいと思うのであります。一方的な解釈ではいけません。例えば私が他人に土地を売った。私は一万円金を貰うた　それを今度保存登記手續をすることにしてその手續期間中は泉に対して責任があり、所有権の移動進行中は旧態に復るのぢあないかという法理論の見方、これは飽くまでも疑問でありまして独断的に解決することが出来ないので、こう提案が必要ぢあないかと思います。從いまして意見がましいことは申し上げないで　この告示第十二号の二に対する法的効力並に両方で二重に課税されておりますことについて法理論をどういう風に思うかという質問をする丈でいいぢあないかと思います。

○金城棟義君

只今の泉議員の貭問も結構でありますが、これについて御参考までに私の先程の慣習法というものの説明をやったのでありますが　今度は十二号が法的に果して効力があって完全に那覇市が取れるという場合にこういう疑問が出て来ると思うのです。地方自治法の第一条に「市町村の区域は從来の区域とする」というのであって、從来というのが又問題になっている。これは地方自治法第五条に関する解説を紹介したいと思う。都道府県及び市町村は地方公共団体であり地域はその基本的な構成要素であって本案はその区域に関して規定したものである　本法に於いては從来の都道府県及び市町村と同一の法人格をもって本法の適用を受けるものとその結果名稱と同様にこれらの普通地方公共団体の区域も亦從来と同一の区域によるものとせられる即ち都道府県は從来の区域を以ってその区域とし市町村も亦その区域を以って從来の区域とする。從来の区域とは本法施行直前その区域として保有されていた区域をそのまま踏襲されることを意味する普通公共団体の地域は一般に於いて行政権踏襲の場合、法律的限界をなすのであるが他方に於いてその区域内に住所を有するものは本人の意思如何に拘らず当該普通地方公共団体の行政権に服しこれに対し本法の定めるところにより権利を有し義務を負担しなければならないのである　以上御参考のために申し上げます。

○泉正重君

只今のは泉に対する答辯の心算ですか。反駁の積りですか、分りませんのでこれに対して意見は申し上げられないのですか、只今この問題がこじれました場合に行政訴訟にまで発展するかも知れない。それを未然に防止したいが為に申し上げるのでありまして手続の進行中である所有権の移動の手続の進行中に万一行政訴訟となった場合法的な証拠権力を持つものは登記所の登記台帳であります。それには真和志村と記されたのはその土地であります。それで素人なりに解釈しておりますが独断的な解釈はしたくない　那覇市の我田引水的に有利になるように解釈はしたくない疑わずして純理論の貭問丈を立法院並に琉球政府に申し上げて置きたい。お互の話合を円満に片づけまして必要ありと認めまして而も只今申し上げました様に純粋な質問丈に止めたいと思います。

○比嘉朝四郎君

今先の証言に依りまして那覇市に行政権があるということは、はっきりしているのであります。それで課税は那覇市がやるべきであって真和志村が課税をやっているということは不法であるということは、明かであると思うが発議者はどう考えますか

○島袋嘉順君

決議案の中にも書いてあります通り疑問は二つあります。一九四九年九月二日施行の沖縄民政府告示第十二号の二の法的根據と法的効力、二、同告示によって暫定的に那覇市に行政権を移されている地域に対する土地税の賦課権は那覇市にあるか、真和志村にあるのか、という二つの点を疑義として我々は那覇市でこの事実を認めて貰って解決出来ないものであるならば、これを立法議會なり或は琉球政府なりにその法的な立場と、ここにも書いてありますけれども、一切の資料を添付して市會の決議により要請するということを謳ってあります。今私が提案者として申し上げましたことは勿論調査の結果我々はこういうことを調べておりますから以上の提案に対しても自信を持っております。然し今先までの貭疑によって、これまで明瞭でない点が只今四名の方々からの証言によって事実として上っているならば、その事実に基いてこの問題に終止点を那覇市会で打つべきであるか。この問題に対して飽くまで今先の泉氏の話の中にもありましたけれども土地台帳は真和志村となっている以上この行政権を移管している。告示十二号が合法的になされ法的根拠と法的効力を持つものであるとすれば那覇市に於ては土地台帳の変更にまで遡ると思います。十分なる検討と資料が必要であると思いますので提案したのであります。これにつきまして只今までの発言並に証言報告によりますと種々の資料が上って来たこの告示十二号の二に対する法的根拠と法的効力に対しての一応の那覇市会としての根拠は出来上っているかのように見えます。然しこれは矢張り那覇市會の問題であると我々は見なければならない。これに対しては飽くまでも法的な根拠と法的な効力を那覇市が主張し現在の行政権或は税の賦課権、土地台帳の問題にまで触れるとすれば飽くまで政府並立法院に対して他の議員の発言にもありました通り一応修正を加えても提案者として、若し　これが明瞭になるとすれば全面的に賛成するものであります。何れもはっきりした態度、今日ここで証言によってはっきりしたのは那覇市會の告示十二号の法的根拠と法的効力の裏付であります。これに対して一応那覇市会の決定丈で済すのでなしに飽くまでも那覇市の主張が正しく當然那覇市が税金を取るべきものであるとすればこの点に対して最後まで明瞭にさせ、今後の那覇市と真和志の共存のためにも今後出て来るであらう合併問題に対しても、実に又他の重要な問題に対しても市民の生活の安定のためにも主張の正しさを明瞭にして行きたいと思います。

○比嘉朝四郎君

私は飽くまでも那覇市に行政権はあるという前提の下に修正を加えて行こうと思います

○城間康昌君

提案者の提案理由にもありますように現在も言われたようにこれを二重賦課されている市民に対して安心感を與えるよう、これを解決しようとするのが主眼でありますか。

○島袋嘉順氏

「はい」

○城間康昌君

そうでありますなら　この決議案をそれに沿うように全面的に再検討して立法院なり行政府なりに市町村自治法第三十九条によつて處置してもいいという意見でありますか。

○島袋嘉順君

只今の四番議員（城間康昌君）の貭問に対して私の意見を申上げます　提案した以上　この問題に関する本貭的な解明がなされるまでは飽くまでこの要点をはっきりさせたいと思います。それで現在那覇市会としては私自信も調査の不備によりまして　これまで発表されておりますところの所謂行政権が那覇市にあるべきであり告示十二号が當然那覇市の行政権を確認するものであるということが只今までの証言によってなされ、それが事実であるとすれば勿論那覇市會としての立場では、この問題に対する那覇市會の意見としての決議案、意見書が提出されるべきところに行くものと思っております。それでこの問題に対しましては一応私も那覇市会のこれまでの証言或は資料に基きましては那覇市會としての政府並に立法院或は真和志村に対する那覇市會の決議としての意見書、はっきりした問題を究明する方法がとられるとすれば、私は那覇市會の一員として市會で決議されることに從う積りであります。

○議長（真栄田世勲君）

貭疑を打切りまして討論に入ります。

○嘉数盛一君

當局の方に貭問します。課税する前に當局は愼重に協議の上課税したと思いますが那覇市の機構図を見ました場合に顧問辯護士を置いてあります。この顧問辯護士ともこの件について話合の上に課税したのでありますか。お訊ねします。

○税務課長（野波棟次郎君）

顧問辯護士とも打合せております。御承知の通り告示十二号の二で告示されております。あれが取消されるまでは有效である。行政権も有效で行政権の主体は那覇市にあるという以上は課税権は飽くまでも那覇市にあるということは當然であると思います。

○議長（真栄田世勲君）

本會議を休憩致しまして協議會に移ります。

（午後三時四十分休憩）

――― ― ―――

（午後三時五十分再開）

○議長（真栄田世勲君）

再開致します。

お諮り致します。只今議題に供せられている決議案第一号は　これを総務委員會に付託致しまして開会中も、これを継續審査して貰って次の定例會までに委員會を開催して次の定例會に上程してこれを取計う。こういう風に委員會付託に致したいと思いますが異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依って決議案第一号は総務財政委員會にその審査を付託し、同委員會は議會閉會中も継續審査し次の定例會において處置することに可決致します。

○島袋嘉順君

この問題に対して私先も申しましたけれども繰返して申上げますのは、この市会の態度をはっきりさせるために委員會に付託する場合、議會から委員會に付託する態度を明かにしたいと思います。委員會に付託する前に、・・

○議長（真栄田世勲君）

提案者は委員會に於いてどんどん発言出来るから、あなたは、総務委員でもあるのですから

○島袋嘉順君

具体的に申し上げますとこの案を政府或は立法院に出す場合真和志村に市會の態度として行くかも知れませんがその場合　それに対する方法ですが例えば政府に送る場合に単なる意見書として送るか決議案として送るかということです。

ここで決議案として送った方が政府の態度をはっきりさせるためにも問題の本質とはっきりさせるためにも都合がいいということであればその方がいいでしよう。

――― ― ―――

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

日程第三の公有水面埋立申請について、これは前の議會で委員會付託になり　議會閉會中の継續審査を認められたものですが、これを議題と致し　建設委員長の審査経過並びに結果の報告を求めます。

○建設委員長（大城鎌吉君）

只今議題となりました、諮問第三號公有水面埋立申請に對して建設委員會に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。

本件につきましては去る四月十八日の臨時議會本會議において建設委員會に對し　審査を付託されたのであります　四月三十日　委員會を開催、委員全員出席の下に本件を審査致したのであります。審査に當りましては先づ開會當初委員會付託に関する發議者の泉議員の趣旨説明を聽取致しまして、引續き活溌な貭疑應答が行なわれたのであります。ところで論議の焦点は本諮問に對する答申に関連致しまする根本問題として、土地の埋立と題する　一九五三年三月三十日付民政府布令第百六號と對日平和條約第三條を繞ぐる法的解釈の根本問題にあつたのであります。即ち琉球の領土権が日本に在りながら民政府において公有水面埋立土地を購買し又は處分することができるかどうか。布令第百六號が平和條約第三条後段によつて果して有効であるかどうか甚だ疑問であつたのであります。

○議長（真栄田世勲君）

四時でありますから時間の延長を致します。

○建設委員長（大城鎌吉君）

然し乍ら　この法的解釈については立法院において色々論議されて、向うの方でもまだ結論が得られない現状でありまして早急に解決できるものでもないようであります。そこで　こういった法的根本問題の處理については立法院で審査検討すべき筋合のものであつて市と致しましては飽くまでも民政府布令を有効としてこれに從うべきであり本諮問に對する答申については、この根本問題に觸れることなく、市の都市計画亊業の面から支障があることと、個人申請に係る　このような公有水面埋立又は公有水面使用に對して本議會がとつて来た基本方針などを勘案致しまして婉曲的に本議會の意見を答申することに全員の意見が一致しましたので、本委員會としてはお手元に差上げてあります通りの答申案を全員異議なく可決致したのであります　宜しく御審議の上御賛同を得たいのであります。以上簡單ではありますが報告と致します。










答申案

答申第二號

公有水面埋立申請について

一九五三年三月二十三日付諮問第三號に係る標記の件、本議會の意見左記の通りであります。

記

１、申請箇所は安里川の河川敷地となっており、本市都市計画事業の一環たる河川浚渫工事として、本年度において同河川の浚渫を起債により施行することとなっている。

２、よって市においては同河川の幅員を縮小し両岸に護岸を築堤の上　浚渫土砂をもつて両側公有水面の埋立を併行することにより軍用並びに公共の用に供したため、土地を失った市民の福祉を図るは勿論、本年度起債償還財源の確保を図るべく目下埋立申請準備中である。

３、以上の様な理由に依り本市都市計画事業施行上支障がある。




右答申致します

　　一九五三年五月二十日

　　　　　　　　那覇市議會議長

　　　　　　　　　　　真栄田世勲

琉球政府

行政主席　比嘉秀平殿










○議長（真栄田世勲君）

諮問第三號に對する只今の委員長報告に對し貭疑がありますか

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

貭疑ないと認めます。依つて討論に入ります。

○島袋嘉順君

現在迄の報告によりますと、ここに提出されております公有水面の埋立許可申請に對する答申案ができておりますけれどもこの答申を一應私も認めると同時に、この公有水面の埋立に對する　又は　使用許可に對する市會の態度をはつきり決定しておかなければいけないと思います。これは前にも申上げたし、今先の建設委員長の報告にもありましたが、この公有水面の埋立申請によつて　その公有水面が埋立者の所有地になるものであるとすれば　これは明らかに行政主席の、現在立法院でも審議されておりますけれども　日本領土権の侵害という問題にまで發展して来ます。これは飽くまで那覇市會におきましては公有水面埋立申請は今後どんどん出て来るし、どういう風な利権と絡んで出て来るかも知れないことが豫想されます。そのために市會としては、この公有水面埋立申請に對する市の態度は勿論ここに取上げられております諮問の通りでも答申はできますけれども飽くまで基本的な態度は主席の諮問に對して那覇市が　これを拒否しても主席自身としてはこの権限を那覇市に押しつける権限が全く與えられていないということを那覇市の基本的な態度として諮問第三號に對する本那覇市會の主席諮問の答申として行くことを希望してこの答申案に賛成します。

○議長（真栄田世勲君）

答申第二號をお手元に差上げた通り答申することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依つて本諮問に對する議會の答申を答申案第二號の通り可決致します。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

日程第四、樋川通り開南大通りの道路補修方に関する陳情についてを議題と致します。委員會に付託してありましたから建設委員長から御報告を願います。










陳情書

今回那覇市に於ては都市計画の一環として主要道路の舖装工亊に着手される由商工業の發展に拍車を掛けることは勿論、都市美の完璧を期する点からも誠に喜ばしいことで御同慶の至に堪えません。然し乍ら右計画中公道なるが故に同じく那覇市の主要道路でありながら樋川通りと開南大通りの二ヶ所が置去りにされることは遺憾の極であります。特に右二ヶ所は島尻方面より那覇市への農産物搬入の唯一の咽喉部にして且つ米国民政府、琉球中央政府庁舎よりの道路に當り名實共に那覇市の表玄関とも称す可く、然るに主要道路にして車道人道を兼ねている前記二ヶ所の道路は、降雨後四、五日は晴天續きでも側溝の設備不完全の上に簡易水道の鉄管が路上に露出している為に汚水の疎通道が無く全く泥田と化し附近住民の迷惑は勿論人車の通行に支障を来たすばかりでなく都市美を害し遂には主要道路の性格も使命も失うやも知れない現状に置かれて居ります

何卒右亊實御調査の上他の主要道路同様舖装及道路として完備さして戴く様茲に陳情致します。

一九五三年五月一日

樋川通會代表　樋川通會長　　　玉城宏輝

開南大通會代表　開南大通會長　宮城無無

紹介者　十六番議員　　　　　　喜久山朝重

那覇市議會議長　真栄田世勲　殿










○建設副委員長（新垣松助君）

樋川通り開南大通りの道路舖装方に関する陳情書については本月五日議長において受理同日附で會議規則第五十九條の規定により議長から本委員會にその審査を付託されたのでありますが　その後まだ　本委員會を招集致しておりません。どうせ近く臨時議會が開催されるということを聽いておりましたので本委員會招集を控えておつたのであります。この際皆様方の御意見を伺いまして適當に善處したいと左様に考えている次第であります。以上御報告申上げます。

○喜久山朝重君

只今お手元に配付されております　樋川通り開南大通りの舖装陳情に関する紹介議員として私の意見を申上げます。今回一千万圓の借入により早急に着手すべく都市計画の一環として　旧市街を含まない現在の那覇市内の主要道路は陳情にあります　樋川通り、開南大通りを除いた他の主要道路は殆んど全部がその枠内に入つておりますが　獨り右二ヶ所が放り出されているのはどういう理由か　私には諒解が出来ないのであります。御承知の通り　樋川、開南は島尻方面より那覇市に通ずる農産物資、人車の交通路として唯一の主要道路であることは申すまでもありません。又琉球政府の新庁舍の移轉に伴い表玄関に至る道路になるのであります。若しこの都市計画の豫算内で出来ないとすれば大いに議論の余地があつて問題が惹起すると思います。例えば　公道という舖装の枠内は、國際道路と同一であり又都市計画法による同一区域内の面から見ても主要道路として當然舖装の枠内に入るものと私は確信しているのであります。右二ヶ所は當間市長時代にも再三道路の完備方を陳情したのでありますが　その侭今日に至つたのであります。どうか宜しく御審議の上御採択下さる様お願致します。

○建設部長（幸喜克彰君）

只今の喜久山議員紹介に係る　陳情書につきまして、私から申上げます。この度起債によりまして市内の十四路線が舖装になることになつているのでございますが、残念なことにこの陳情書に上つておりますところの開南通りがその選に洩れているのでございますが　我々と致しましては市内が全部舖装になるに拘わらず、この重要な路線がその侭泥濘と化しておつては工合が悪い、申訳ないというところで非常に頭を悩ましている實状でございます　この問題につきましては曩に提案者の喜久山議員も土木課長の上原君も政府の方に折衝しているので御座います　これが政府道でなければ直ちにこれも舖装になつたかも知れませんが政府道であるが故に色々な面で遲れているのでございます　然し乍ら御安心願いたいと思いますのは、その前に助役と御一緒になりまして　神村工務局長に直接お會いしたのでございます。この問題につきましては出来る丈善處する心配はいらんだらうというような御返亊でありましたがこの亊情をお聽きしますというと、この度軍の方で高橋から首里まで舖装になる、それから胡差から天願までが舖装になる。天願から栄野比までが舖装になる。東恩納から仲泊間が舖装になるようになつているがこれは政府の豫算として計上したものが軍の方の厚い取計いによりまして軍の豫算で施行するようになつたのだからその分は豫算が政府に浮いて来るからその面で今度の開南通りは綺麗な舖装にするように努力する。然し乍らこれは議會の関係もございますので確答は得られませんでしたが神村工務局長としては、それは尤もなことである。この道路は重要な道路であつて　市内が舖装になれば同じ那覇市民の利益の下に一方は舖装し一方はその侭放つておくということは市民に對して宜しくない。その意味から出来る丈　市の要求を充たすように努力する。こういう風におつしやつておられましたので　我々と致しましても常に工務局と連絡をとりましてこの陳情に對して満足に行くように努力したいと考えております。

○新垣松助君

市當局もこの問題に對しまして奔走するとは言っておりますものの我が市議會としてはこの陳情書の通りこれは最も重要なる道路でございまして、これをば市當局ばかりに委してもどうかと思います。以上を以ちまして我が議會と致しまして重要な道路でございますから陳情したら如何なものでございませうか　皆さんの御意見を伺いたいと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○城間康昌君

これは陳情書を提出すると同時に委員を擧げて直接折衝して必ずこれを獲得するような途を講じなければいかんと思う。だから陳情書のみでなしに陳情書を持つて行く委員を擧げてその委員が口頭でも折衝して行くように取計いたいと思う。

○議長（真栄田世勲君）

只今の四番議員（城間康昌君）の御意見に御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○比嘉朝四郎君

若しこの陳情が出来なかつたら　これは重要な道路でありますから来年度の豫算に計上して戴きたいと思つております。

○市長（又吉康和君）

これは神村工務局長に會いましたがあれ丈の政府がやるべきものを軍がやるから豫算が浮くから次年度の七月後の話ですが五十四年度の、はつきり着手の日は言えないが　大体意思表示もなされておりますから御安心下さい。それからなお今決議文を持つて行つて折衝する。これは協力してお願いします。

○議長（真栄田世勲君）

お諮り致します。起草委員並びに折衝委員を正副議長、正副建設委員長、それに紹介議員を加え以上五名に一任することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（真栄田世勲君）

御異議ないと認めます。依つて左様に決し五名の委員で陳情書を調製の上関係筋え折衝することに取計います。

――― ― ―――

○議長（真栄田世勲君）

これで議案全部審議終了致しましたので今期議會はこれをもつて閉會致します。長い間慎重御審議を戴きまして議長として厚く御禮申上げます。有難う御座いました。

○市長（又吉康和君）

閉會に當りまして一言御挨拶申上げます。今期議會は　市庁舎移轉に関する條例、市有地賣却處分案、土地税の二重賦課に関する決議案等當面の重要案件について議員各位が終始誠意を以つて慎重審議されましたことを厚く御禮申上げます。今期議會における皆様方からの強き要望意見に對しましては執行、議決両機関はチエツク、アンド、バランスでありまして　極力御趣旨に沿う様ベストを盡して行きたい、左様に考えております。どうも御苦労様で御座いました。

（午後　四時五十五分　閉會）










一、本日の會議を行なった場所

那覇市會議室

一、本日の會議に出席せる議員の氏名

議長　　真栄田世勲

副議長　城間康昌


 
  	親里嘉英
  	辺野喜英興
 

 
  	大城鎌吉
  	金城棟義
 

 
  	浦崎唯治
  	比嘉朝四郎
 

 
  	阿波根直英
  	備瀬知良
 

 
  	新垣松助
  	上原仁慶
 

 
  	山城思太郎
  	金城兼市
 

 
  	宜保為楷
  	喜久山朝重
 

 
  	嘉数盛一
  	長嶺将真
 

 
  	糸数昌秀
  	島袋嘉順
 

 
  	儀間真喜
  	渡口麗秀
 

 
  	大湾喜三郎
  	安里松蔵
 

 
  	泉正重
  	渡口政行
 

 
  	佐久川長吉
  	
 




一、市町村自治法第六十一條によつて議亊に参與した者の職氏名


 
  	市長
  	又吉康和
  	助役
  	嘉手納並水
 

 
  	収入役
  	大湾政順
  	企画部長
  	翁長助静
 

 
  	総務部長
  	安次富長昌
  	
  	
 

 
  	社会部長　
  	平良仁一
  	
  	
 

 
  	建設部長　
  	幸喜克彰
  	
  	
 

 
  	税務課長　
  	野波棟次郎
  	
  	
 

 
  	都市課長　
  	花城直政
  	
  	
 




一、事務局出席者

局長　新垣良正

書記　新垣政二　雇　長嶺将秀

――― ― ―――

一、本會期會議録署名人

一九五三年十一月十九日

那覇市議會議長　真栄田世勲

一九五三年十一月二十日

二十六番議員　渡口政行

一九五三年十一月二十三日

十四番議　金城兼市
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